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      第一章　死なない男と胸騒ぎ





　どこまでも広がる青い空。棚たな引びくように流れゆく白い雲。

　果ての見えない群ぐん青じようの海を、船は白波を蹴け立たてて進んでいく。

　高く昇のぼった太陽が、ぎらぎらと強く世界を照らしていた。

　どこからどうとっても、嘘うそくさいくらい、夏にあふれた景色だ。

　そして全部が全部、これ以上ないってくらい、爽さわやかな朝を演出している。

　そんな中でオレは──

「ぐふっ！」

　相変わらず、刺さされていた。

　下腹部から伝わる痛みがじわじわと手足に伝わっていく。知ってるか、良い子のお前ら。体ってのは一部に傷を負うと、それが全体に染しみていくんだ。なんて仲良しなんだろう。世界もこんな風に皆みなが同じ痛みを負うことが出来たら、戦争なんてきっとなくなるのにね！

「って、いてぇんだよ！」

　勢いをつけて頭ず突つきをかますと、「ぎゃんっ！」という声が聞こえた。オレの頭一つ分、下からだ。女が居いる。潮風に流れる、艶つやのあるセミロングの髪かみ。強い日差しの下でも尚なおその白さを失わない、透とう明めいな肌はだ。切れ長の目に涙なみだを溜ためたその、腹の立つくらい整った顔がオレを見上げた。

　刺し狂ぐるい女、桐きり崎さき恭きよ子うこである。

「い、痛いじゃないか」

「十秒以内にナイフを抜ぬかねえと、今度は痛みも分からなくなるくらいの一いち撃げきを喰くらわすぞ」

「後せめて、一センチだけいいだろう？」

「オレが冷静さを保っている間に速すみやかに実行しろ。ワーン、ツー」

「色々と準備をしていて貴様と会っていなかったから、溜まっていたんだ……。今ちょうど肋ろつ骨こつの下辺りまでいっているから、せめて臓器付近まではえいっとばかりについでに」

「テーンッ！」

　遠えん慮りよなく蹴けった。

　桐崎が、「へぶっ！」と妙みような声を上げて転がる。きちんとナイフは抜いていったようなので、とりあえずこれくらいで許してやることにする。

「お、乙おと女めを何の遠慮もなくしかも鋭えい角かくに蹴るやつがあるか！」

「うむ、さっきの瞬しゆ間んかん、面おも白しろいくらいお前に対する遠慮というものがなくなった。オレも自分でびっくりだ」

　桐崎が、「まったく……」と言いながら立ち上がる。いささか典型的な返しになるが、それはどっちかというとオレの台詞せりふだ。

「っつーか、なんで楽しい旅行の当日、しかも朝っぱらから流血沙ざ汰たを起こさなきゃならねえんだよ」

「だって……」

「だって刺すの好きなんだもんと言ったら飢うえた魚のディナーにする」

「ムラムラしたんだもん」

　よぉし、確かこの辺にはサメが居たはずだな。

「や、やってみろ！　言っておくが、サメは血に反応して獲え物ものを襲おそうから、大人しくしていれば案外と平気なんだぞ！」

「ここに折よくオレの血があるなあ。なるほど。このバッドエンドへの伏ふく線せんだったわけだ」

「なんという墓ぼ穴けつ！」

　じりじりと迫せまると、割と本気で怯おびえる桐崎。半ば冗じよ談うだんのつもりだったんだが、海に落とすくらいはやっていいんじゃないかとさえ思う。それくらい許されるよな？　オレの良心？

「二人とも、こんなとこで何やってるの？」

　が、せっかくのお楽しみはそんな一声でおしまいになった。オレは傷がバレないように羽織っていた上着のボタンを素す早ばやく止めて振ふり返かえる。

　りんが、物もの陰かげから覗のぞいて不思議そうな顔をしていた。

「あ、ああ。いや、なんでもない。どうかしたか？」

「うん、もうそろそろ島に着くから。こんな後ろの方に居ないで、甲かん板ぱんの方に行ってみない？」

「いいですね。行きましょう」

　桐崎も、いつものお嬢じよ様うさまスタイルに戻もどり、微びし笑ようを携たずさえてりんの下へ駆かけ寄よっていった。

　オレは軽く吐と息いきし、「クギちゃんも行くー？」という声に手を上げて応える。

　しばらく歩き、甲板の方に出てみると、りんと桐崎が柵さくから身を乗り出すようにして前方を眺ながめていた。

　オレは二人の後ろで手をかざし、向こうに見える景色を見み据すえる。

　広大な海の中にぽつりと、今はまだ小さい島が見えた。

　まるで世界全すべてが沈しずみ、そこだけ残されてしまったかのような、妙に寂せき寞ばくとした雰ふん囲い気きがある。

　──蒼せい蘭らん島とう。

　それが、オレたちが数日を過ごすこととなった、島の名だった。

「しかし、妙なことになっちまったな……」

　オレは、一人ひそやかにそう呟つぶやいた。



　人生は選せん択たくの連続だ。

　それが重要なものであるにしろ、些さ細さいなことにしろ、何かを選ぶという行こう為いは生きている以上常について回る。

　そこで安易な判断をしてしまえば、後々に悔くやむ結果となってしまうことも、そう少なくない。

　だからこそ慎しん重ちように、かつ、時には思い切って、決断することが要求されるのだ。

　何が言いたいかと言うと──

「……迷うな」

　どのエロ本を買おうかということだ。

　まあ、男なら、誰だれしもついて回る初歩的な逡しゆん巡じゆんであると言えよう。

　姉の分ぶん析せきに拠よると「全てに対する面めん倒どうくささをストイックさで誤ご魔ま化かしているスケコマシ」であるオレだが（最後のはただの悪口だと思う）、当然ながら人並に性欲はある。

　だが、母子家庭ならぬ姉し弟てい家庭である乃の出で家にとって、そうそうこういった生理現象発散用品に金を使うわけにはいかない。いや、姉に言えば「いーのよ別に、ウフフー」となんか気に食わん笑いと共に許してくれるだろうが、それはオレの中にあるちっぽけなプライドが許さない。

　だから、数すうヶか月げつに一回。こういった本を買うのは、それだけと決めている。

　そして今日が、その待ちに待ったザ・解禁・デーなのである。ザ・とかつけるのはちょっと恥はずかしいと言った後で気づいた。ともかく。

　実を言うと先月、何も考えずに買った一冊が物もの凄すごい勢いで外れだったため、今日までの間、非常に苦しみ抜いたのだ。どんなものを購こう入にゆうしたのかは伏ふせる。

　だから、今度は同じ過あやまちを繰くり返さないよう、こうして本屋の奥おくまった場所で小一時間ほど悩なやみ耽ふけっているわけだ。

　客観的に見ると果てしなく恥ずかしい上に情けなく、もっと他ほかにやること考えること沢たく山さんあるだろうお前はと思うのだが、生あい憎にくとこういうことは理り屈くつではない。そういうことにしておく。

　ずらりと並んだ雑誌はどれもいかがわしい絵が載のっていて正直どれをとっても一いつ緒しよのように思えるが、これでも一応は好みみたいなものがあって、それを踏ふまえるとおいそれと手には取れない。取るとえらいことになるのは実証済みだ。

「どうしたもんか……」

　唸うなりながら、指を中空に這はわせる。候補は今のところ数冊。ここまで絞しぼることは出来たが、ここからが重要なのである。さて、どれを選ぶか……、

「これはどうだ？」

「それか。別に悪くはないんだが、微びみ妙ように体がアンバランスな気がしてな。表紙がそれだと中身の程てい度どが覗うかがえる」

「なるほど。ではこれは？」

「でかければいいってもんじゃないだろ？　考えの安易さが透すけて見えるな」

「難しいものだな。一体、貴様はどんなものがタイプなのだ？」

「別にある程度であれば、体自体にこれといった要求はない。だから後は、シチュエーションだろうな。ストーリー的なものを視野に入れるとすれば」

「例えばどんなものだ？　清純そうな娘むすめが無理やりに……とか、そういうものか？」

「いや、そういうのは好みじゃないな。例えば行為を向こうから要求──」

　…………。

「ちょっと待ってくれ……」

　オレは、額に手を当て、大きく息を吐はくと、首を振った。おいおい、嘘だろスティーブ？　スティーブって誰だ？

「……いや」

　まさかこんなところに居るはずがない……そう、恐おそらくこれは幻げん聴ちようだ。この場に最も居て欲ほしくないと思う相手を警けい戒かいするあまり、自分自身でありもしないものを作り出してしまったというわけだ。ハッ、オレもまだまだ修しゆ行ぎようが足りないな。そうだ。ふっと振り向むいてみれば、誰もいないってわけだ。そういう塩あん梅ばいなんだろ？　分かってるって。ハハッ、ほーら、

　オレは、声のした方を振り向いた。

「どうかしたか？」

　桐崎が居た。

「うわぁぁぁぁぁ────────ッッ！」

　超叫さけんだ。

「な、なんだ!?」

「居たあぁぁぁぁ───！」

「な、なんだか知らんが、すまん──うぶっ」

　オレは咄とつ嗟さに桐崎の口を塞ふさぐと共に奴やつが抱かかえていたスーパーの袋ふくろごと体を抱だき上あげ、大声で振り返った大勢の客の目から逃のがれるように、物凄い勢いでその場から遠ざかった。

　本屋を出て、シャッターの閉まった店が並ぶ、人ひと気けのない区画があったのでそこの端はしの方へ駆け込むと、桐崎を放ほうり投なげる。

「なんで居るんだ────ッ！」

　激しく叱しかった。

「今晩の食材を買いに来たら、本屋の方へ行くクギトを見かけたもので、ついていったら……」

「なんでついてくるんだァ──ッ！」

「興味があったから」

「なんで興味があるんだァ──ッ!?」

「さ、さあ……年とし頃ごろだからか？」

　オレは、荒らげた息のまま、桐崎を見つめていたが、目を閉じて大きく深呼吸した。

　……オーケー、落ち着け。別に大したことじゃない。エロ本を買いに来た。それを見られた。そのどこに落ち度がある？　オレは罪を犯おかしたか？　いいや、まったくだ。きちんと本も十八歳さい未満お断りの代しろ物ものだ。ノープログレム。堂々と胸を張れ乃出狗くぎ斗と。オレは何も悪くない。

「しかしクギトはおねだりされるのが好きだったんだな。だったら今度、私が──」

「言うなぁ──っ！」

　悪くはないがとんでもねえことをしちまったあああ！　いや、されたのか!?　どうでもいいわ！

「……よし、桐崎、一緒に冷れい凍とう睡すい眠みんしよう」

「は？」

「それでなんかこう、いい感じにレーザーで都合のいい記き憶おくだけを消せる技術が発明された未来へ行こう。それがいい。是ぜ非ひそうしよう」

「お、落ち着けクギト。未来に希望を持つなど、いつもの貴様らしくないぞ」

「……ぬう」

　オレは、珍めずらしく動どう揺ようしている桐崎を見て、ようやく、気が鎮しずまってきた。

「…………」

　大きくため息をつき、近くにあったベンチに腰こしかける。

「どうしようもねえ……」

「なんの慰なぐさめにもならんかもしれんが、気にするな。私は、それくらいのことで貴様のことを軽けい蔑べつしたりはしない」

「そういう気き遣づかいが一番いらねえんだよ……」

　天てん井じようを仰あおぎ、やれやれと思う。今ほどタイムマシンが欲しいと思ったことはない。なんかもう、エロ本とかどうでもよくなってきたな。

「……もういいや。桐崎、オレ、帰るわ」

「ちょっと待て。折せつ角かく会ったんだから」

「会ったんだから？　なに？」

　桐崎は、立ち上がろうとするオレの裾すそを掴つかみ、赤らめた顔で見上げた。

「──ひ、久しぶりに、刺させて？」

「キスして？　みたいなノリで言うな」

「し、しかしだな。夏休みに入ってから、もう一週間、貴様とは会っていないわけで」

「必要もないのにお前に会うわけないだろ……面倒なことになるの分かりきってるのに」

　冗談じゃないという風に答えると、桐崎は、眉み間けんに皺しわを寄せて、少し口を膨ふくらませた。

「なんだよ」

「……別に」

「おい、また拗すねんなよ」

　以前同じようなことがあったのでそう告げると、桐崎は異常なほどに慌あわてふためいた。

「す、拗ねてない！　今も前のあの時も！」

　あれだけ色々バラしといて、まだそういうこと言うか……。

俯うつむいて指をからませながら、「拗ねてない……あれは、ちょっとだけ、久く遠おんりんのことがいいなって思っただけだ」とまだ言い訳じみたことを口にしている桐崎に、オレは視線を一いつ瞬しゆん逸そらせ、だが、「あー……」と半ば諦あきらめ気味に言った。

「……一回だけだぞ」

「ほんとに!?」

「一回だぞ!?」

「ほんとにいいのか！」

「だから一回だけってお前人の話聞けうわやめろばかやろう！」

　聞く耳など持たず、桐崎はオレの肩かたを掴むと、その場に押おし倒たおした。そして、スカートを払はらい上げる。もうおなじみになったクマさん印のショーツが見え、桐崎が太ももに装着されたホルスターから、ナイフを抜き払う。

　蛍けい光こう灯とうのくすんだ明かりが、鋼はが刃ねばをぎらつかせていた。……今の桐崎の目と、同じように。

「落ち着け桐崎。一度深呼吸しろ。な、お前はもう少し、慎つつしみってもんを持った方が」

　ぶすぐちゃりざしゅ！

「ぎゃあ！」生しよう涯がい聞きたくもない音が三回も鳴った！

「……ウフフフ」

　手を血に染めた桐崎が、獲物を追おい詰つめた虎とらがごとく、残ざん忍にんな笑えみを浮うかべた。返り血を浴びた時のためだろう、上着を脱ぬいで横へ放る。ナイフの刃が、照明の鈍にぶい光を照り返した。高く振り上げた得物を、ざっくりとオレの腹に突つき立たてる。

「ぐごっ」

　何回ヤられても慣れないこの感かん触しよく。次いで引き起こる筆ひつ舌ぜつに尽くし難がたい痛み。桐崎は血の滲にじむ傷に手を当てると、潤うるんだ瞳ひとみで、オレを見つめる。唇くちびるから、小さく言葉が紡つむぎ出された。

「わぁ、クギトの体、あったかい……」

　おかしいなぁ！　それもっとロマンチックな言葉だったはずなんだけどなぁ！

　そんな風につっこむ暇ひまもなく、桐崎は、そのまま怒ど涛とうのごとくナイフを持った手でオレの体を刺し始めたのだった。

　……エロ本買いにきただけなのに、なんでオレは殺されかかってるんだ？

　天へ向けて投げた問いに答えなどあるはずもなく。

　オレは、神を呪のろった。



　メイトウ・ショップは、明めい答とう市の中心街に位置する六階建ての複合型ショッピングビルだ。生せい鮮せん食料品や惣そう菜ざいなんかを扱あつかうスーパーに始まり、服屋、雑貨屋、文ぶん房ぼう具ぐ屋、玩おも具ちや屋、本屋にレストラン、ゲームセンター、おまけにハローワークまで備えていて、訪おとずれる客のあらゆる要望に応えてくれる。

「……で」

　場所は変わって、一階。休きゆう憩けい用に設けられた広場に、オレと桐崎は居た。

「何か、言うことは？」

　ベンチに腰かけながら腕うでを組み、出来るだけ居い丈たけ高だかに見えるようそう言うと、もじもじしていた桐崎は、ちらりとオレの方へ視線を向けた。

「なにか、オレに、言うことは？」

　わざと、にっこりと笑ってやる。普ふ段だん滅めつ多たに笑うことのないオレだが、怒いかりの空気を滲ませつつ、眉間に皺を寄せ、口端をぴくぴくさせながらなら、作り笑え顔がおくらいやれるものだ。中々に迫はく力りよくがあったのか、桐崎は仰のけ反ぞるようにして、殊しゆ勝しような態度で頭を下げた。

「どうも、申し訳ありませんでした」

「謝あやまったな」

　オレは頷うなずいて、手を伸のばす。

「謝ったってことは、全ての裁きをオレに委ゆだねたってことだな」

　そのまま、桐崎の頭をがっしと掴んで思い切り力を込めた。

「ということは、何をされても構わないって、そういうことだなああああああ？」

「いただだだだ！　いたい！　いたいクギト！　骨が！　骨が！」

「なあ桐崎、オレと約束したよな。一日一ひと刺さしって！」

「だ、だってあれは学校の中だけっていう話でその」

「だからって笑顔で『じゃあ仕方ないよねー』と肯こう定ていすると思ってんのか？　学校以外だったらいつでもどこでも何回刺してもいいってわけじゃねえぞ。あ？　限度ってもんがあるだろ？　さっき何回刺した？　さあお兄さんと数えてみようか。一回？　二回？　三回ぃいいい？」

「は、八回ですうううう！」

「んー？　本当に自制がきかないなあ、恭子ちゃんはああああ!?」

「だ、だってそれは、その」

　頭皮に食い込む指からどうにか逃のがれようとじたばたしながら、桐崎は言った。

「一週間分を一度にやろうと思って痛たたたた！」

「いいか桐崎、どうしようもなくなった時以外、それも強制無しで許すってオレ前にも注意したよな？　せめてそれくらいがオレの我が慢まん出来る限界だってことだ！　溜たまる溜まらないんじゃねえんだよおおお！」

「わ、分かった！　分かったから！　脳みそ出ちゃう！　もうだめぇ！」

　いくら人が少ないと言っても、そろそろやめないといい加減不ふ審しんに思われるだろう。現に、親子連れが怪あやしむような眼まな差ざしをこっちに向けてきてるし。

「……ったく」

　手を離はなしてやると、桐崎はこめかみを押さえながら、「うう……」とゾンビみたいにふらふらした動きをした後、オレの横に腰かけた。

「ひどい……これが噂うわさに聞くデートＤＶか」

「お前のＤＶ（デンジャラス・ヴァイオレンス）よりマシだろうが」

　と桐崎の首根っこを掴むオレ。

「謝罪の言葉の後は形にして誠意を示すのが日本の様式美だぞ？」

「それはどちらかと言えば悪あしき習慣……いや、なんでもないです」

　完全にこちらが優位に立っている時の、桐崎の扱いは楽なものだ。頭をぽんぽん叩たたくと、「うう……」と言いながら立ち上がった。そのまま自動販はん売ばい機きのところへ行こうとするので、それについていく。

「オレ、コーヒー」

「分かった」

　桐崎が、財さい布ふを取り出だして中身を覗く。

「…………」

「どうした？」

　首を傾かしげると、伏し目めがちにこちらを向いた。

「クギト、非常に申し訳ないのだが」

「なんだよ」

「百円しかない」

「高校生の持つ小こ遣づかいかそれ!?」

「しょ、食材を買ったら持ち合わせがもう……」

　念のため、開けてみせてもらう。……わあ、マジだ。

「しょうがねえ奴だな」

　オレはため息をついて、自分の財布から二百四十円を取り出した。コーヒーと、オレンジジュースを買う。

「すまん……」

「別にいいけどよ。お前、ほんとギリギリな生活送ってんなあ」

「今度お礼に」

「お礼に？」

「思い切って刃の根元まで突き刺そうという、私の密ひそかな試みを取とり止やめることにする」

「ふーん、それはアリガトウ」

　もう突っ込んでやらねえ。

　どうでもいいが、こいつとのこういうやり取りが、「もう突っ込んでやらねえ」と言えるほど日常的になっていることに、寒気すら覚えてくる。

　桐崎恭子。数ヶ月前、オレの通う市いち立りつ明めい答とう学がく園えんに転校してきた女。

　切きり裂さき魔まで、刺しさ殺つき狂よう。

　ついでに言えば、数ヶ月前まで世間を賑にぎわせていた【十字傷の殺人鬼】、その本人だ。　ネットでは、【午ご前ぜん零れい時じの殺さつ人じん鬼き】と呼ばれていた。



    

  
    
      　今は、表面上、オレと恋こい人びと関係を結んでいることになっている。

　それは即すなわち、オレが突いても刺しても切っても何の効果もない【死なない男】であるからに他ならない。

　奇きみ妙ような出会いをして、思い出したくもない経験を経へて、様々なことがあり、こうして今に至っている。我ながら、こんなろくでもない女とよく付き合っていられるなと思うが、そこには色々とある。桐崎は桐崎で、様々な想おもいを抱え込んで生きているのである。……今は、そんなことを感じさせないくらい呑のん気きだが。

「そういやよ」

　缶かんのプルトップを開けながら、オレは隣となりでオレンジジュースを美う味まそうに飲んでいる桐崎に言った。

「例の件、なんとかなりそうか？」

「例の件？……あのプロジェクトなら、順調に進行中だ。貴様が心配することはない。世界はいずれ私たちの手中へと収まるだろう」

「オレの方も頑がん張ばってるんだけどよ、中々難しくてな」

「……クギトは最近私を無視する」

　お前の御ご託たくに付き合っていたら時間がいくらあっても足りん。

「いじわる。……まあ、私もどうにか費用を捻ねん出しゆつしようとはしているのだが、いかんせん現状でも綱つな渡わたりの生活でな」

　それはさっきの財布の中身を見れば悲しいくらいすぐ分かる。

「そうか──まあ、やっぱ、遠出するのは無理があるんだろうな」

　オレが言うと、桐崎が残念そうに頷いた。

　夏休み前──オレと桐崎、そしてもう一人で長期休きゆ暇うか中にどこかへ行こうと計画を練った。それも、どうせなら出来るだけ遠くに行こうと。

　だが、高校生の身の上ではやはりそれは難しかった。飛行機はもちろんのこと、新幹線など使えるはずもない。時間がかかってもいいなら鈍どん行こうという手はあるが、オレは家庭の事情から、そう何日も家を空けていられない。姉さんに話せば了りよ解うかいは貰もらえるだろうが、あの人はほっとくと朝昼晩と三食カップラーメンを食べるので、一応、台所を預かる身としては放っておくわけにはいかない。ただでさえ仕事が仕事だ。栄養をとらなければぶっ倒れる可能性もある。

　理想としては二泊はく三日くらいがいいのだが──それに、たとえ運賃がどうにかなっても、そこに宿しゆ泊くは費くひや食費を重ねると、オレは元より仕送りもなく、アルバイトをしながら独り暮らしをしている桐崎はほぼ不可能だろう。

「どこか近場で済ませておくか？」

「しかし、この近くとなると、ろくな場所はないぞ」

「……田舎いなかってのはこれだから嫌いやなんだよなあ」

　一応関かん東とう圏けんに属する明答市だが、都会と言うにはおこがましい、しかしさすがに村と言うには抵てい抗こうのある、中ちゆ途うと半はん端ぱな発展しか遂とげておらず、位置も山の方にあるので日帰りで行ける場所で観光地というと、皆かい無むに近い。

　普ふ段だんのオレなら、さっさと旅行なんてやめようと言い出すのだが、今回の場合、発案者が発案者だ。中止だと告げてもあいつなら文句一つ言わないだろうが、それでもやはり、若じや干つかんなりとも気落ちするような表情を見せるだろう。普段笑ってばかりのあいつの、時々見せるそういう顔が、オレはどうも苦手だ。

　どうにかしてやりたいが、と思っていると、不意に涼すずやかな音が鳴なり響ひびいた。

「おめでとうございます！　三等、携けい帯たい用オーディオプレイヤーです！」

　一階中に響くような発声に、オレは視線をやる。ホールの後ろの方に屋台のようなものが出来ていた。鉢はち巻まきを締しめ、祭りの時に使うような派手な青のハッピを着た男が居いる。屋台に垂らされた暖の簾れんには、『メイトウ・ショップ、十周年感謝祭！　大福引き大会！』と派手な赤文字が躍おどっていた。なるほど、確かに台の上にはよく見る形の福引き機（がらがらと回すと色のついた玉が出るタイプ）が設置してある。外れがティッシュ、四等が図書券二千円分、三等が携帯用オーディオプレイヤー、二等がクーラーか。微びみ妙ようにショボいのが、地方都市に似合った切なさを喚かん起きさせるな。

「見ろ、クギト。特等がすごいぞ」

　桐崎の言葉に、オレは「ふうん」と呟つぶやいた。恐らくは従業員なのであろう男の後ろには、横断幕が張られており、そこにはこう記されてあった。

『特等　南の島でリゾート気分　温泉旅館宿泊付　蒼蘭島二泊三日ご招待！』

　蒼蘭島……聞いたことがないな。それにしても温泉、か。そういえば生まれてこの方、旅行なんて大層なものに行ったことがないので、温泉がどんなものかよく知らないな。

「温泉か……」

　そう呟く桐崎の横顔は、実に興味深そうだった。

「温泉、好きなのか？」

「いや、行ったことがない」

「お前もかよ。小さい頃ころとかは？」

「私の父は仕事ばかりでな。旅行などは全くだ」

　なるほど。さて、あいつはどうかな──とそこまで考えて、オレは苦く笑しようする。行けもしない旅行のことで、何を思案しているんだか。

「あ、そういえば」

　桐崎は思い出したように、傍そばに置いていた買かい物もの袋ぶくろをごそごそとやりだした。すぐに、三枚の紙を取り出してくる。

「これをもらったんだが」

　渡わたされたものを、ぴらぴらと目の前で振ふった。

「なんだこれ」

派手な色合いのフォントで、『メイトウ・ショップ大福引き大会　福引き券』とある。

「見ての通り、福引き券だ。驚おどろくべきことに、これを渡すと一枚につき一回、くじ引きが出来る！」

「な、なんだって……そんなバカな！」

「私が確かな筋から手に入れた情報だ……間ま違ちがいない」

「すごいぜ……なんてすごいんだ。──っつー冗じよ談うだんはいいんだよ。話が進まねえだろうが」

　ノって付き合うオレもオレだが。

「まさかこれで特等を当てようってんじゃないだろうな」

「そのつもりだが？」

「当たるわけねえだろ」

　オレは呆あきれたように言った。

「なぜそう決め付ける」

「こういうのはな、当たる奴やつと当たらない奴ってのが初めから決まってんだよ。で、前者ってのは普段からそういうところがあるんだ。財布を拾うとか、懸けん賞しように通るとか。自じ慢まんじゃないがオレは、生まれてこの方、抽ちゆう選せんなどというものに当たったためしがない」

「自慢することでもないと思うが……私はあるぞ」

「うっそ、なに？」

　つと目を逸そらし、桐崎はわずかに頬ほおを赤らめた。少し躊ちゆう躇ちよするようにして、言う。

「……私は、貴様のような男に出会えた。これは相当運があるのではないか？」

「オレにとっては天中殺に等しいんだよバカヤロウ」

　いや、そう考えるとオレはやっぱ運がないのか……なにかへこむな。

「…………」

「なんだよ」

「別に」

　なぜかむっとしたような顔をしている桐崎を怪け訝げんに見つつ、オレは言った。

「……じゃあ、お前、福引きやってみるか？」

「ん？……あ、ああうむ、任せろ！」

　そう言って、オレたちは立ち上がった。

「あれ？　クギちゃん？」

　その拍ひよ子うしに、後ろからかけられた声に、オレは振り返かえった。

「……今日は随ずい分ぶん知ってる奴に会うな」

　意外そうに言うと、相手──久遠りんは、にっこりと笑った。



　久遠りん。市立明答学園でオレと同じクラスの女。そして桐崎がウチに来る前は、唯ゆい一いつ、学校内でオレと接せつ触しよくを持とうとする奇き特とくな人物だった。

　根っからの善人で、ボランティアと名のつくものは何でも参加、西に道に迷っている奴が居れば行って教え、東にお金を落として困っている奴が居たら行って財布ごと渡す。そんなこいつに、オレは到とう底ていなれそうにない。

　さっきの、夏休み中にどこかへ行こうという計画に参加を表明したもう一人というか、そもそもの発案者がこいつなのである。

「福引きかあ、わたし当たったことないんだよねえ」

　りんが、背中の三つ編みを揺ゆらしながら、小首を傾げる。

「意外だな」

　結局、福引きはオレが一回、桐崎が一回、本を買いに来たというりんが一回ということになった。列の最さい後こう尾びに並びながら、オレは横に居るりんに対して片眉まゆを上げる。

「お前みたいな奴こそ、ばんばん当ててそうなもんだが」

「そう？　どうして？」

「どうしてってそりゃ……」

　なんていうか。

「久遠さんは普段から慈善に労力を費やしているお方ですから、神様からの思おぼし召めしがあってもおかしくはないとお思いになったのではないでしょうか？」

　相変わらずの気持ちの悪い喋しやべり方かた──こいついわく『処世術』──を操あやつり、桐崎が言った。

「うーん。ああ、そういえば昔、拾った宝くじを交番に届けたら、百万円が当たってたことがあったかな」

「すげえじゃねえか。それ、どうしたんだ？」

「持ち主だって言ってきた人が出てきたから、一いつ緒しよに交番まで行って返しちゃった」

「……持ち主だって証明出来たのか？」

「うん。出来たよ。中学の時の同じクラスの人。わたしがそのこと教室で話してたら、聞いてたらしくて、家まで来て『ぼくが落としたものです』って」

「…………」

　騙だまされてる……。

　オレは、こめかみを揉もみながら、深く長いため息をついた。

「お前は、どうしてそういう……」

「ん？　なぁに？」

　説教をしようとしたのだが、その『自分は全くおかしいことなどしていません』というりんの顔を見て、オレは脱だつ力りよくした。

「……もういいや」

「言いたいことがあるなら言ってよぉ」

「馬ば鹿か」

「ひどい！」

「アホ」

「更さらに!?」

「間ま抜ぬけ」

「ダメ押おし！」

　落ち込むりんに、オレはやれやれと微び苦く笑しようする。

「まあ、お前がいいならそれでいいけどよ、オレは」

「でも、それでこそ久遠さんです。素す晴ばらしいと思いますわ、私は」

　にこにこ微笑ほほえみながら言う桐崎に、りんは「ありがとー」と頬を染める。もう勝手にやってくれ。平和で結構な話だ。

「お待ちの方、どうぞー」

　順番が回ってきたらしい。とりあえず、オレが先に出る。従業員は、愛想あいそ笑わらいを浮かべて言った。

「よっ、お兄さん、彼かの女じよが二人も居ていいねー！」

「あぁ？」

「ひぃ！」

　しまった。無意味に一いつ般ぱん人じんを恐こわがらせてしまった。桐崎やりんと一緒に居ると忘れがちだが、オレの顔は結構な強こわ面もてなのだった。

「これを回せばいいのか？」

「は、はい。どうぞ……」

　オレは、六角形の箱についている取っ手を握にぎった。がらがらと回す。軽い音を立てて、白く丸い玉が転がり出てきた。

「お！　おめでとうございますー！」

　従業員が、チリンチリンとうるさく鈴すずを鳴らす。オレの胸にほのかな期待が灯ともった。

「なに？　何等だ？」

「ティッシュです」

「ぶっ殺すぞてめえ！」

「ひぃ！　すみません！」

　わざとやってんのか！

「落ち着いて下さい、乃出さん」

　桐崎に肩かたを掴つかまれ、オレはとりあえず矛ほこ先さきを収める。くそ、一いつ旦たん希望を与あたえておいて絶望に落とすとは、悪あく魔まのような男だ。

「私に任せて頂ければ、万ばん事じ問題なしです」

　やけに自信ありげに微びし笑ようを浮うかべ、福引き機の前に立つ桐崎。

「桐崎さん、なんかすごいねー。ほんとに当てちゃうかも」

「……うーむ」何の根こん拠きよがあるのか知らんが、確かに信しん頼らいできるな。

「フフ。私にかかれば、これくらいのことは」

　おお、後光さえ差しているかのようだ。その、台に手を伸ばす仕草さえ優美に見える桐崎の姿に、その場に居た全員がごくりと唾つばを飲み込む。

　まさか──こいつ、本当に……。

　白く細長い指先が、取っ手を握った。次いで、静かに、華か麗れいなまでの動作で機械を回す──

　そして……。

「……ッ！」

　玉が、転がり落ちた。

「これは……！」

　オレは、あまりの結果に、愕がく然ぜんとなる。

　従業員は、玉の色を見て──厳おごそかに、言い放った。

「ティッシュですね」

「…………」

　桐崎がへこんだ。

「……まあ、なんだ。元気出せよ」

　その場で膝ひざを抱かかえ込む桐崎に、形ばかりの慰なぐさめを送るオレである。

「桐崎さん、あんなに当たりそうだったのになぁ」

「やめろ。それは『あれだけ大げさな前まえ振ふりがあったのになあ』という桐崎にとっての死の宣告だ」

「ええ!?　ご、ごめんなさい！」

「別に……いいんです……所しよ詮せん、福引きですから……」

　遠くを見み据すえる目つきは、『所詮』と呼ぶほど事態を軽かろんじていないことが見え見えだった。

「あの、お客様、そろそろ続きを……」

「あ、ああ。悪い。ほら、久遠」

　オレがうながすと、りんが「あ、うん」と頷うなずき、いささかの緊きん張ちようをもった顔つきで機械に手を伸のばした。

　……まあ、無理だろうな。半ば確信をもって思う。二人続けて、特等どころか四等さえ当たっていないのである。りんの結果はいわんや、である。どうせまたティッシュだろう。

　がらがらと音を立て、ころんころんと玉の出る音がした。

「おめでとうございます！」

　従業員が、景気のいい声を上げる。もういいよ、その振りは。同じことをやってもお寒いだけだ。

「特等、二泊三日、温泉旅館宿泊付、蒼蘭島ご招待ー！」

　ほら見たことか。特等だ。やっぱりオレの言った通り、こういうのは当たる当たらない奴っていうのが初めから決まっている。だから、どう頑張ろうと──うん？　特等？

「ほんとう!?　本当ですか!?」

「ええ、本当ですよ。おめでとうございます！」

　りんが、オレの方を向いて飛び上がった。

「やったよ、クギちゃん！」

「マジかよ!?」

　なんかの間違いじゃないのか!?　と従業員を見ると、深く頷いて、「おめでとうございます」ともう一度言った。桐崎が呆ぼう然ぜんと事態を見守っている。オレと目が合うと、なぜか一いつ瞬しゆんたじろぎ、視線を逸らした。

　そして唇くちびるを尖とがらせて、

「べ、別に悔くやしくない……」

　と呟く。ソーデスカ。

「……しかし、マジで当たるとはな」

　オレは、半ば信じられない気持ちで従業員に言った。

「なあ、あんた。宿泊費は出すけど運賃はこっち持ちとは言わないよな？」

「いいえ、そんなことは申しません。全すべての費用をこちらで持たせて頂きます！」

「……本当だろうな」

「え、ええ、本当ですとも」

　嘘うそだったら殺すという顔で睨にらんでも、答えを変えなかったので、多分間違いはないだろう。

「やったー！」

　と喜んでいるりんに、オレは微苦笑を浮かべた。神って奴も、たまには粋いきな計らいをするもんだ。さっきは呪のろって悪かった。

「では、こちら、招待券になります」

　従業員が、ノシ袋ぶくろに包まれた券を渡す。そして、

「細かな日程等は同どう封ふうされた用紙に書かれておりますので、ご確かく認にん下さい。二泊三日、温泉旅館宿泊付、蒼蘭島ご招待の──」

　笑え顔がおで、こう言った。

「──ペアチケットになります！」



    

  
    
      「へ!?」

「…………神よ」

　やっぱ、呪い殺してやる。

　

「ただいま」

　扉とびらを開けて玄げん関かんに踏ふみ込むと同時、慣れた仕草で鍵かぎをゲタ箱の上に放ほうり投なげる。もう何回も繰くり返された行動だ。『おかえり』という言葉の返ってこない状じよう況きようも。

　靴くつを脱ぬいで上がろうとしたところで、居間の方から笑い声が聞こえてくるのに気づいた。不ふ審しんに思いながら向かうと、暖簾を手で押し上あげたところでその意味を知る。テレビが点つけっぱなしになっており、画面の中で見知らぬ芸能人が大口を開けているところだった。

「なんだよ、行ぎよう儀ぎ悪いな」

　出かける時は消して行けってあれほど口を酸すっぱくして言ってるっていうのに。帰ってきたらもう一度注意しとかないとな、と思いながらリモコンを手にとり、電源を消した。

　テーブルの上に鞄かばんを放り投げ、椅い子すに腰こしを落ち着ける。頬ほお杖づえをつき、ようやく人心地ついた気分で呟いた。

「……やれやれ」

　本来なら、長い一日が終わったと自分をねぎらう意味でもリラックスする時なのだろう。だが、どうにも気が重かった。

　原因は分かっている。ついさっきのことだ。

　──二人で行っておいでよ

　りんの言葉が、不意に蘇よみがえる。

　──わたしは、いいからさ

「いいわけねえだろうが……」

　やりきれない想いというか、形にすることのできない苛いら立だちがあった。嘆たん息そくして、虚こ空くうを見据える。

　あの福引きの後──せっかく掴んだ幸運が条件付きであると知ったりんは、即そく座ざにオレと桐崎に向かってこう言い放ったのだ。

「二人で行っておいでよ。わたしはいいからさ」

「いや、それはかなり問題あるだろ」

　即座に、オレは首を振った。りんは、不思議そうに目をぱちくりとさせる。

「どうして？」

「そもそもチケットを当てたのはお前だ。だったら、オレか桐崎が抜ぬけるのが妥だ当とうだ」

「そうですわ。当選者が行くのは当然のことです」

「でも、だったらわたしとクギちゃんか、それとも桐崎さん？　そんなのつまんないよ」

「自分が抜けるのはいいのかよ？」

　オレの問いかけに、即座に頷くりん。なんで、と言いかけたところで、それを遮さえぎるように続けた。

「だって、クギちゃんと桐崎さんは恋こい人びと同士でしょ。だったら、一緒に行くのが自然じゃない」

「いや、だから、それはお前の当てたチケットであって」

「そんなの関係ないよ。それを言うなら、元々桐崎さんが貰ったくじ引き券でしょ。だったら、わたしにだけ権利があるわけじゃないもん」

「そりゃそうだが……」

　正論ではあるが、腑ふに落ちない。桐崎が、「でしたら」と言った。

「久遠さんが遠えん慮りよする理由にもならないと思います」

「そうだ。その通りだ。お前にだけに権利があるわけじゃないが、お前にだって権利はある。だったら、遠慮するのはおかしいだろ」

「わたしにも権利あるの？　じゃあ、その権利で、二人に譲ゆずります！」

　……返す言葉もなかった。にこにことしているりんに、オレと桐崎は顔を見合わせ、互たがいにため息をついた。

　りんは、そんなオレたちを見て不思議そうにした後、笑顔で「はい、これ！」とチケットを渡して去ってしまったのである。

「…………」

　分かっている。あいつが少しも無理などしていないことは。自分を犠ぎ牲せいにして、誰だれかを助ける──そういうことを、まるで呼吸でもするようにあっさりとやってのけるのが久遠りんという人間だ。今までそういう場面を、オレは何度も見てきた。

　でも──いや、だからこそ。

「気に入らねえな」

　そういうあいつの生き方が、じゃない。別に、そこを否定するわけじゃない。だが、どうにも釈しやく然ぜんとしないものを感じるのだ。帰り道、ずっと無言だった桐崎も、恐おそらくは同じ気持ちだろう。

　どうしたものか、と迷いながらも、結局どうすることも出来ずに家路についてしまった。

　こうして悩なやんでいても答えなど出そうにもない。

「少し気分転てん換かんでもするか……」

　そう思って、腰を上げたその時だった。

「だーれだっ！」

　突とつ然ぜん視界が暗くら闇やみに閉ざされた。何かに覆おおわれているかのような柔やわらかい感かん触しよく。だがオレは慌あわてることもなく、ため息混じりに呆れたように呟く。

「……姉さん、子どもじゃないんだから」

「あら、つまんない反応ね」

　あっさりと手を離はなし、背後に居る人物が前に回ってくる。適当に後ろで纏まとめた黒い髪かみ、ともすれば高校生と言っても通るような童顔。いつも通り、タンクトップにジーンズというラフな格好をしていた。乃出雪ゆき華か。オレとこの家で二人暮らしをしている、実の姉。

「せっかく姉さんが珍めずらしく早く帰ってこられたから、可か愛わいい弟のためにちょっとお茶ちや目めな悪いた戯ずらを仕し掛かけたっていうのに」

「ちょっとお茶目って、中々に最近言わなくなったよな」

「おっぱいも当ててあげたのに」

「ああ、脂し肪ぼうは当たってたかな」

　パンチが来たので軽やかに避さける。「もー」と頬を膨ふくらませる姉さんは、ポニーテールを揺らしながら腕うでを組んだ。

「相変わらず、つまんない上に淡たん白ぱくな返し方ねえ。もっと小こ粋いきなシャレでもかましてみなさいよ」

「布ふ団とんが吹ふっ飛とんだ」

「…………」

「布団が吹っ飛んだ」

「…………」

「布団・イズ・ビッグジャンプ」

「……うん、姉さんが悪かったわ」

　なんだか知らんが勝ったようだ。オレは肩を竦すくめて立ち上がり、台所の方に向かう。

「さて、それじゃ姉さんも居ることだし、今から飯作るけど……また間食とかしてないだろうな」

「してないわよ。カップラーメン食べただけ」

「食ってるじゃねえか！」

「カップラーメンは間食じゃないわ。主食よ！　世界の子どもたちの空腹を満たすため現れた、三分即そく席せきヒーローよ！」

「姉さん……まだ自分のことを子どもと……」

「哀あわれむような目で見ないでよ。そんなわけないでしょ」

「そうだったな。もう二十七だったな」

「二十五よ！」

　どっちでもいいだろ、と返すと「大人になると一年、二年が重要になってくるのよ！」とほざく姉さんに、オレは後ろ手にひらひらと振るだけで応えた。

　エプロンをとってつけると、シンクの棚たなを開け、フライパンを取り出だす。

「仕事の方はどうなんだ？」

「どうもこうもないわね。相変わらず嫌いやな事件ばっかりよ。ただでさえ最近、騒さわがしくてさ」

「騒がしいって？」

「例の女子高生撲ぼく殺さつ事件。三人目の犠ぎ牲せい者しやが出たでしょ？　それ関係でもう、大わらわ。まあ、あたしの部署には関係のないことだけど……」

「ああ、あれか……」

　夏休みに入る前、桐崎と一緒に映画館前のプロジェクターで観みた殺人事件のことだろう。姉さんは明答署の刑けい事じだが、少年課に所属しているために、確かに件くだんの事件とはあまり関係がない。だが、事が大きくなれば応おう援えんを頼たのまれることも多くなるだろう。そうなると、帰りも遅おそくなる。普ふ段だんの業務の他ほか、下らない雑務まで頼まれることになっては、誰だって嘆なげきたくもなるというものだ。

「毎度思うけど、難なん儀ぎな仕事だな、本当に」

「まあ、望んで就ついたんだから仕方ないけどね。それより、あんたはどうなのよ」

「オレがどうかしたか？」

　バターを引いたフライパンで鮭さけの切り身を焼きながら答えると、姉さんは呆あきれたように言った。

「夏休みだっていうのに、どこにも出かけないでぼんやり暮らしててさ」

「しょうがねえだろ。オレも、もう三年なんだからよ」

「どうせあんたのことだから、程ほど々ほどのところ目指してるんでしょ。だったら、勉強ばかりしなくても、ある程てい度どはまだ自由が利きくはずよ。どこか遊びにでも行ったらいいのに。桐崎さんと」

　桐崎の名が出た途と端たん、オレの手は止まった。

「……うーん」

　唸うなるような声を出し、火を止める。

「なによ。もしかして、またなんかあったの？」

　咎とがめるような問いかけに、オレは微苦笑して首を振ふる。以前、確かにオレは桐崎と微びみ妙ような関係になったことがある。だが、今回のそれはまた趣おもむきが違ちがう。

「別にそういうわけじゃねえんだけどよ。なんつうか、どうすりゃいいもんかと思ってな」

「は？　どういうこと？」

　皿に鮭のバター焼きを載せながら、オレは長く吐と息いきした。

　椅子に腰こし掛かけて、エプロンを外しながら、オレは口を開く。

「ちょっと困ったことになっててな」

「どしたの。金銭問題以外の相談なら、姉さんに任せなさい」

　いや、微妙にそこも絡からんでなくはないんだが──まあいいか。

「……いや、さ」

　オレは、後ろ頭を掻かきながら、姉さんに、かいつまんで説明した。

「──ってわけで、とりあえずどうするかは保留ってことで桐崎と別れてきたんだけどよ」

「ふうん。久遠さんっていい子ねえ」

　姉さんの言葉に、オレは、鼻頭を掻きながら、「いい奴やつ過すぎるんだよ、あいつは」と言った。

「もうちょっと自分ってもんを主張してもいいのによ」

「まあ、そうねえ。それに、その選せん択たくはちょっと失敗ね」

「失敗？」

「だってそんなことされて、あんたと桐崎さんは楽しく旅行出来る？」

「……まあ、出来ないな」

「自分を犠牲にして誰かに親切にすることが、必ずしもいいことばかりじゃないってことよ」

　肩を竦める姉さんに、オレは「どうすればいいと思う？」と尋たずねた。

「どうすればって……」

当とう惑わくするように頬ほおを掻いて視線を上げ、「そうねえ……」と呟つぶやく。

「まあ、電話してみたら？」

「電話？」

「久遠さんに。こんなところでぐだぐだ考えたって何も解決しないでしょ」

「なんて言うんだよ」

「あたしが今言ったみたいなことよ。それくらい、自分で考えなさい。いつでもなんだって、全部答えが用意されていると思ったら大おお間ま違ちがいよ」

「厳しいねえ」

　微苦笑して、だが、そうする他はないか、と思った。どうすればいいのか分からないが、このままあいつだけを放っておいて桐崎と旅行なんて出来るわけがない。罪悪感もあるが、それ以上に──

「桐崎と常に一緒に居いるってのはかなりレベルの高いデンジャーだからな……」

「なんか言った？」

　オレは、「いや、なんでもない」と返して、立ち上がった。

「先に晩飯食べててくれ。味み噌そ汁しるは朝作ったのが置いてあるから温めて。飯は炊たけてる」

　言い残し、電話の置いてある廊ろう下かへと向かう。後ろから、「りょーかい」という姉さんの間延びした声が聞こえた。

　受話器を持ち上げ、ボタンを幾いくつかプッシュする。幾つかのコール音が鳴り、突然、ぶつりという音がした。

『はい、久遠です』

「すみません、そちらの久遠りんさんと同じクラスの乃出と申しますが。りんさん、居ますか？」

『わあ、クギちゃんの話し方、丁てい寧ねいだ！』

「……お前かよ」

『なんか変だねー。うん、気持ち悪いや！』

「ほっとけ！」オレだって、目上と話す時くらい敬語使うわ。

『で、どうかしたの？』

「ああ、いや……」オレはどう言ったものかと思案するよう、沈ちん黙もくした。すると、りんの方から言い出す。

『もしかして、チケットのこと？』

　相変わらず、変なところで勘かんがいい奴やつだ。オレは「そうだ」と答えた。

『どうしたの？　なにか不備でもあった？』

「そうじゃなくてよ。お前……本当にいいのか？」

『いいって、なにが？』

「だから、本当にオレと桐崎の二人で行っていいのかって」

『いいに決まってるよ。さっき言ったじゃない』

「そうは言うけどよ、お前……本当にそれでいいのかよ？　お前が誰だれ彼かれ構わず親切振り撒まくのにはもう慣れたけどよ。そうやって、損ばっかりして面おも白しろくないだろ？」

『別に、面白い面白くないで、誰かを助けてるわけじゃないけど……』

　困ったように、りんは言う。

『でも、わたしがちょっと我が慢まんすれば、他の誰かが楽しくなれるなら、それでいいかなって』

「でも、今回、三人で何ど処こか行きたいって言ったのはお前の方だろ？」

『それはそうだけど、でも、桐崎さんとクギちゃんは──』

　そのひと言に、少し、頭に来た。なんとなく──さっき抱いだいた気持ちの正体が、見えた気がする。

「……お前、いい加減にしろよ」

　少し強い口調で、オレはりんに言った。

「オレや、桐崎のことは、この際どうでもいい。お前がどうしたいかだ」

『……わたしが？』

「お前は、一いつ緒しよに旅行したくないのか？　オレと桐崎が遠出している時、お前は一人で家に居てていいのかって訊きいてるんだ。お前自身の気持ちはどうなんだ」

『わたしの……気持ち、って』

「確かにお前はバカみたいにいい奴だ。でもな、時々苛いら々いらするんだよ。お前はそれでいいのかもしれねえが、色々と誰かに気を遣つかって、それで損してる久遠見てると、面白くない気分になるんだよ、オレは」

『……クギちゃん』

「こうした方が皆みな喜ぶだろうな、とか。こうだったら幸せになるだろうな、とか。そういうの、お前がやりたいって気持ちは分かる。でも、せめてオレにくらい正直に言え。わがままくらいぶちまけろ。全部受けてやるから。

　だから、久遠。お前自身は──どう思ってるんだ？」

　返事は、なかった。オレは壁かべに背を預け、その場に腰を下ろすと、根気よく待つ。

　何分経たっただろうか。不意に、りんは、呟いた。

『……クギちゃんの、ばか』

「なんだよ」

『そんなこと、わたしに言うことじゃないでしょ。桐崎さんに言ってあげなきゃ』

　一瞬の間。小さく、こぼす。

『……今、すごく、困ったよ、わたし』

「なにが」

『絶対言っちゃいけないこと、言おうとしてた』

　オレは、長く息をつき、離した受話器を耳に当てた。

「言ってみろよ」

『ううん。言わない。……でも、ね。わがまま、少しだけ、言わせて』

「ああ」

　震ふるえるように。緊張を帯びた声で、りんは、それでもはっきりと言った。

『──一緒に、行ってもいいかな。……わたしも』

　オレは、目を瞑つぶり、強くそれに答える。

「当たり前だ」

『うん──ありがとう。わたし、やっぱり、クギちゃんと一緒に行きたい』

「ああ。じゃ、このチケットは誰かにやるか。もったいないしな」

『ううん。その必要はないよ』

「なんでだ？」

　オレが首を傾かしげると、りんが返した。

『自分の分の旅費、わたしが自分で払はらうから』

「いや、それはお前がきついだろ」

『いいの。それくらいなら、貯金あるから』

「でもさ──」

『クギちゃん』

　尚なおも止めようとするオレの台詞せりふを遮り、りんが続ける。

『これは、わたしのわがままなの。本当は、クギちゃんと桐崎さんが二人だけで行った方がいいと思う。でも、わたしは、さっきすごく、一緒に行きたいって思った。それは、とてもいけないことなの。だからわたしは、それくらいしなきゃダメ』

「…………」

　……これは止められないな。出会った時から、こいつは自分でこうと決めたことは絶対に守り通した。さっきみたいに、りんが自分の言葉を覆くつがえすのは奇き跡せきに近いことだ。でも今回は、オレごときがどうこうと言葉を並べたところで、こいつの意思はてこでも揺ゆるがないだろう。そんな気がする。

「分かった」

　オレは頷うなずいた。

「お前がそうしたいって言うなら、オレが異論を挟はさむ余地はない。桐崎にも伝えておく」

『うん。ありがとう』

「そりゃこっちの台詞だ」思わず苦くし笑ようした。「じゃあな。また細かい日程なんかを伝えるから」

『分かった。じゃあね』

「ああ」

『あ、クギちゃん』

「うん？」

　わずかな沈黙の後、りんが言った。

『クギちゃんって、ちょっとずるいと思う』

「なんだよ、突然」

『人がせっかく諦あきらめかけてたのに、あんなこと言うんだもん。……また気持ち、戻もどってきちゃったじゃない』

　なにを言っているのか、さっぱり分からん。オレが沈黙していると、りんは『じゃね！』と言って一方的に通話を切ってしまった。

「変な奴……」

　呟きながら受話器を置くと、妙みような気配を感じた。

　振り向むくと、居間から、姉さんが覗のぞいていた。妙に目がキラキラしているように見えるのは気のせいだろうか？

「……なんだよ」

「青春ね、クギト」

「あ？」

「お泊とまりなのね。しかも女の子二人と。いつのまにそんな大人になっちゃったのかしら。姉さん感動だわ」

「……なんか勘かん違ちがいしてないか？　しかも物もの凄すごく嫌な方向に」

「でもダメよ。二人同時だなんて。迷いも成長には必要かもしれない。でも振り回まわされる女の身にもなりなさい！」

「あんたの行動原理には『人の話を聞く』ってもんがないのか！」

「姉さんちょっと薬局行ってくるから」

　ステップを踏みながらオレの横を通り過すぎる姉さんに、オレは「待てい」と声をかける。

「なに買ってくる気だ！」

「決まってるじゃない。青春の過あやまちを防止してくれる素す敵てきなゴム製の物よ。水すい筒とうにも出来る便利グッズね」

「よーし、迂う遠えんな言い方で止めておけよ」

「まあ、端たん的てきに言うとコンドームかしら」

「言うなああああああ！」

　当然の心理だが、オレはその場で絶ぜつ叫きようした。が、聞く素そ振ぶりさえも見せず、姉さんは「それじゃねー」と軽かろやかな足取りで出かけて行く。……あの人、オレが桐崎と付き合い始めた頃ころから、だんだんとキャラが変わってきてないか？　いや、それともこっちが本ほんし性ようなのか？　十七年一緒に生きてきてそんなことも分からないとは、人間心理っつーのは複雑なものだ。そんな大げさな問題でもないが。

「……ま、いいや」

　とりあえずあの、恋人も居ない癖くせに弟の恋れん愛あい事情に片かたっ端ぱしから首をつっこんでくる可か哀わい想そうな人は放っておいて。

　オレはポケットに手をつっこむと、携けい帯たい電話を取り出した。一応目め処どがついたところで、今回の件を伝えておかなければならない人物がいる。いや、出来ればあいつらとは少しでも関かかわりを少なくしたいものだが、無視してぎゃーぎゃーわめかれても困る。オレはアドレスに登録された番号を呼び出し、通話ボタンを押おした。

　コール音が数回。相手の出る音がする。

『何か御ご用ようですか、乃出狗斗』

　そいつは相変わらず、大根役者みたいに棒読みの声で、もしもしのひと言もなく第一声を放った。

「よぉ、久しぶりだな、ハル」

『用件をどうぞ』

「……愛想あいそねえなあ」

『愛想が欲ほしいなら、ファストフード店か通つう販はん会社、新興宗教にでも電話なさってはどうです？』

　最後の発言はかなり問題あるな……。

「わぁったよ。で、オレなんだけどよ」

『不必要な会話は出来るだけ避けて下さい。この番号にかけてくる人間はあなたか桐崎恭子以外にはいません』

「へいへいへいへい。オレがわるぅございましたよ」

　別に女はいつもにこにこしていろとも思わないし、懇こん切せつ丁てい寧ねいな対応を心がけろとも言わないが、せめてもう少し気持ちよく会話出来ないもんかね？　トークを楽しみたいわけじゃないけどよ。

『それで、どうか致いたしましたか。手短にお願いします』

「ああ。いや、実は少し、家を空けて遠出することになってな」

『旅行ですか』

「そういうことになる。夏休みだしな。それで──悪いんだが、そっちの【組織】からの連れん絡らくがあってもしばらく動けそうにない」

　少しばかりの沈黙があった。どう出てくるのかと、少し緊きん張ちようする。なにせ電話の相手は、未いまだに嘘か真か判断がつかないが──政府に所属する、【組織】なのだから。

　犯罪者を使って犯罪者を処分する──そんなイカれた発想で設立された【組織】とオレが関わったのは、【午前零時の殺人鬼】の事件でのことだった。奴らから自分たちの【組織】へ属するよう声をかけられたのは、オレではなく桐崎。そして、様々な遣やり取とりを経へて──桐崎は、【組織】の一員となることを承しよう諾だくした。オレはそれに、というより、桐崎の生きる道に、最後まで付き合うと約束した。

　そういう奇き縁えんから、オレたちと【組織】との連れん絡らく役やくとして面識をもった女、ハル──無論渾あだ名なだが、本名は凄すさまじく長ったらしいので割かつ愛あいする──からの初めての任務を受けたのがほんの少し前のことだった。いくらなんでもそう連続して仕事はこないだろうと思うが、そんなわけで、一応断りくらいは入れておくべきかと思ったのである。

『随ずい分ぶんと勝手なことをするものですね。自分の立場を理解しているのですか？』

「オレに言われても困るんだが……、少しくらいはいいだろ？　ほんの二、三日のことなんだよ」

『……まあ、黙だまって行くという選択もありながら、こちらとコンタクトをとろうとするあなたの行動は、珍しく妥だ当とうであるとは思いますが』

「それ、褒ほめてんのか？」

『妥当であるということは、当たり前であるということです。常識的な行こう為いを褒めるということは、相手がそれすらも理解出来ない愚おろか者ものであるとこちらが断定しているわけで、それを踏ふまえるとどちらとも言えないのが現状ですね』

「ソーデスカ」どうでもいいが、ほんっとに少しの可愛げもない奴だな。

『……ちなみに、どちらへ向かわれるのですか？』

「蒼蘭島ってとこだけど」

　そうですか、という返答がくるものだと思っていた。だがハルは、なぜか言葉に詰つまったかのように、須しゆ臾ゆの間何も話さなかった。

「おい、どうかしたか？」

『……いえ。特になんでもありません』

　どこか誤ご魔ま化かすようにそう言って、ハルは続けた。意外にもあっさりと。

『分かりました。構いません』

「……本当にいいのか？」

　てっきり拒きよ否ひされるか、さんざっぱら嫌いや味みを言われるだろうと思っていたオレは、やや拍ひよ子うし抜ぬけしながら問う。

『構いません、と私は言いました。それ以上の言葉が必要ですか？』

「いや、いらないけどよ……」

『用件がそれだけなら、これで失礼致します』

「あ、ああ。ありがとな」

『いえ。──それでは、良いご旅行を』

　通話が、切れる。

「…………妙だな」

　手元の携帯電話を見下ろしながら、オレは首を傾げた。良い、ご旅行を？　あいつにとってオレや桐崎は、組織の手て駒ごま以上の意味をもたないはずだ。加えてハルの性格から、旅の無事を祈いのるなどと、社交辞令であってもありえそうにない。

「なんか嫌な予感がするなあ」

　思ってもみなく飛び込んできた幸運──

　だが、オレは知っている。

　なんの努力もなくやって来る『それ』は、決して手放しで喜べるものではないと。

　この世にある定めだとか宿命だとか、そういうものは、運というものの総量さえ決まっている。その許容量を超こえた何かが起きる時、必ず後で埋うめ合あわせをするようにそれ以上の災わざわいが襲おそってくるものだ。

　……この旅行、無事で済めばいいけどな。

　ただの勘で終わってくれることを祈りながら、オレはそう思った。



    

  
    
      第二章　死なない男とアバンチュール





　蒼せい蘭らん島とう──

　瀬せ戸と内ない海かいに浮うかぶ島のひとつ。三十年前までは無人島であったが、とある大手企きぎ業ようが開発を行い、今ではリゾート地として知られている。と言っても名物の温泉以外は特に観光となるものがあるわけではなく、唯ゆい一いつ戦時中に兵器開発用として作られた建物が廃はい墟きよとして島のあちこちに残っているが、訪おとずれる者は少ない。とは言え、小さくはあるものの海水浴場はあるし、温泉旅館で出される料理は絶品であるため、知る人ぞ知るといういわゆる穴場となっている。

　蒼蘭島の一部に群生していた蒼あお蘭らんは鮮あざやかな蒼あおの花弁を咲さかせる蘭らんの変種であり、島の名の由来ともなっていたが、近年では環かん境きよ汚うお染せんの影えい響きようか絶ぜつ滅めつしているため見ることは出来ない。

　──以上、チケットに同どう封ふうされていた蒼蘭島の説明文をそのまま引用したものである。

「……しっかし」

　港に降り立ち、オレは、熱ねつ射しや線せんを避さけるよう手をひさしにしながら、周囲を見み渡わたして呟いた。

「笑えるくらいさびれてんなあ、おい」

　まるで、さびれていることが逆に名物です、とでも言うかのような人ひと気けのなさっぷりだ。

　フェリーに乗っていたのはオレたちの他に二人で、内一人は釣つり客らしく、もう一人は積荷を運んできただけらしい。ようするに、こんな辺へん鄙ぴなところに観光目的で来ている酔すい狂きような輩やからは、オレたち三人だけということだ。くじ引きの景品が妙にせこかったことからある程度予想は出来ていたが、まさかここまでとは──。

「人、全然いないねー」

　キャリーを引きずりながら、りんがオレの横に立った。きょろきょろと物もの珍めずらしそうに辺りを眺ながめている。

「静かでいいところですね」

　ボストンバッグを肩かたに担かつぐ桐きり崎さきが、おしとやかな口調で感想を述べる。

「静かというより無音に近いなこれは……」

　前方に聳そびえる山からセミの大合唱が聞こえてこなかったら、気が狂くるっていたかもしれん。

「誰だれも迎むかえに来ないのかな？」

「客商売やる気ねえな、絶対」

　旅館はどこにあるんだろうと探すと、すぐにそれらしき建物が見つかった。山の中腹辺りだ。つまりここからは歩きということになる。勘かん弁べんしてくれ。暑さでどうにかなりそうだ。

「……くそ。とりあえず歩くか」

「そうですわね……」

　頷く桐崎は、ツバの大きな帽ぼう子しを被かぶっている。鮮やかな色をした造花があしらわれたそれは、身につけている白いワンピースと相まって、本当に外見だけなら深窓の令れい嬢じようさながらだ。

「それにしても桐崎さん、服もそうだけど、その帽子も可か愛わいいねー！」

　りんが素す直なおな言葉で褒めると、桐崎は朱しゆに染まった頬に手を当てた。

「そんな……久く遠おんさんこそ、とっても似合っていると思います」

「そうかな。家にあるの、適当にもってきたんだけど」

　麦わら帽子を手で直し、はにかむようにりんが笑う。確かに純白のシャツにジーンズ生き地じのホットパンツ、それに黒のニーソックスという格好は、りんの性格によく合っているように思えた。

「ね、クギちゃん、どうかな。変じゃない？」

　りんが、少し照れるようにしてオレの前でくるりと回る。オレは馬ば鹿かみたいに強い光を放ち続ける太陽に嫌いや気けが差しながら、

「あー、そうだな。よく似合ってるよ」

「ほんと？」

「ああ。今にも川でザリガニ捕とりそうだ」

「……それ、子どもっぽいってこと？」

「縁えん側がわでスイカ食いそうでもある」

「やっぱり子どもっぽいってことじゃないかー！」

「ちげぇよ」

　オレは言った。

「小学生っぽいんだ」

「言うに事欠いて!?」

「どうでもいいから、さっさと行こうぜ。日干しになって猫ねこに食われちまうよ」

「どうでもいいって言われた……」

　何やらショックを受けているりんを放っておいて、オレは歩き出した。すっと横についた桐崎が、小声で問いかける。

「……私はどうだ？」

「さっきからなんなんだお前らは。自じ慢まんじゃねえがオレはセンスの欠片かけらもねえんだから、服の感想求められても困るんだよ」

「そういう問題ではない。これは乙おと女めとしての重要事じ項こうなんだ」

「まだわけの分からんことを……」

「似合ってる？　なあ、似合ってるか？」

「あーあー、似合ってるよ。似合ってる」

「ほ、本当か？」

「ああ。物干し竿ざおにかけられたシーツを思わせるな」

「あら乃の出でさんったら！」

　やだー、というように桐崎はオレの肩を叩たたくと同時、

「ご冗じよ談うだんが過ぎますわよっ！」

　素す早ばやく寄より添そって、スカートのスリットから取り出したナイフで横腹を刺さした。

「ごぶすっ！」

　ウフフ、と笑う桐崎に、オレは口端をひくつかせながら言った。

「き、桐崎さんこそご冗談が過ぎますわよ……」

「あらなんのことかしら、ウフフー」

「そ、その純白のお召めし物ものが返り血で真っ赤に染まると困るんじゃありませんこと？」

「あらご心配ありがとうございます。でも返り血を浴びない程てい度どに刺す深さを調節することくらい出来ますのよ、ウフフフー」

　得意のお嬢じよ様うさまスマイルを保持しながら、更さらに深く刺し込んでくる桐崎。お、おのれ。相変わらず無む駄だな技術を保持しやがって、（ぐりぐりぐりぐりぐり）う、うごご、じょ、冗談で済まされないレベルになってきている……。いや、最初からそうだが！

「二人とも、どうしたの？」

　駆かけ寄ってきたりんが不思議そうな顔をするのに、オレは「い、いや、なんでも」と無理やりに平静を保った。桐崎もまた、びっくりするくらい自然な、オレからすれば嘘うそくささがそのまま形をとったような笑え顔がおで、「大だい丈じよ夫うぶですわ」と答える。

　……島を出るまで、五体満足で居られるんだろうか。

　脳のう裏りに、今いま更さらながらの不安が過よぎったオレであった。



「……そういえばね」

　急な坂を汗あせだくになりながらやっとのことで上りきり、平らな道になったと思ったら、すぐにトンネルが見えてくる。入り口に足を踏み入いれたところで、りんがふとそう言った。

「わたし、変な話聞いちゃったんだ」

「変な話？」

　日ひ陰かげに入るとさすがに幾いく分ぶんか暑さはマシになる。やれやれと汗を拭ぬぐって荷物を背せ負おいなおし、オレはそう問いかけた。薄うす暗ぐらい空間に声が反はん響きようし、どうかすれば大勢が会話しているかのような不気味な印象をこちらに与あたえる。どうもこのトンネル、かつて兵器開発の工場が置かれていた際、材料運うん搬ぱん用ようの列車が通るものとして使われていたらしい。その証しよ拠うこに地面には錆さびたレールが敷しかれている。レンガ造りの壁は経た年月を思わせるようにひび割れ、侵しん食しよくした蔦つたでびっしりと覆おおわれていた。気持ち悪いのひと言だ。

「話っていうか、妙な噂うわさっていうか……」

「なんだそりゃ。まさか本当は飯が不ま味ずいとか、そういうんじゃねえだろうな」

「ううん。旅行の前、インターネットでこの島のことを調べてたんだけどね」

「ああ」

「この島、夜になると、どこからか聞こえてくるんだって」

「なにが」

　いつのまにか蝉せみの声は聞こえなくなっていた。靴くつがアスファルトを叩く音だけが、やけに大きく鳴る。

　カツン、カツン──と。

　まるで、オレたち以外にもう一人、誰か存在しているかのように。

　りんが、心なしか声のトーンを落として呟つぶやいた。

「──若い女の人の、悲鳴」

「…………」

　オレは、りんの話の内容をもう一度自分の中で反はん芻すうし、考えた後、こう言った。

「……鬼おにごっこ、だな」

「夜中にするの!?」

　りんが叫さけんだ。

「しかも悲鳴を上げるほどに熱中して」

「……本気で言ってる？」

「んなわけねえだろ」

　オレは肩を竦すくめて言った。

「なんだそれ、怪かい談だんか？」

「わかんない。でも、この島へ旅行に来た人が何人も聞いたって言ってるみたい。ほら昔ここ、戦争で使う兵器を作ってたでしょ。その工場で働いてた人、ろくに食事もさせてもらえなかったみたいだし、病気になっても休めなかったんだって。あんまりにも辛つらいことばっかりで、ちょっとおかしくなっちゃった人も居たみたいでさ……」

「それで、その当時の奴やつらが幽ゆう霊れいになって、今でも工場で働いてるとか？　悲鳴はそこから？」

「一応、そういうことになってるみたい」

「アホらしい」

　呆あきれたように、オレは肩を竦めた。

「んなことあるわけねえだろ」

「クギちゃんは、幽霊とか、そういうのは信じない？」

「信じないな。見たことねえし。オレは、自分の目で見て確かめたことのあるもの以外は、信用しないことにしてる」

　オレがそう言うと、りんが不満を示すように唸うなった。

「わたしもそう思うけど……でも、見たことがないってことは、あるかどうかも分からないってことでしょ？」

「そりゃまあ、そうだが」

「だったら、絶対に居ない、とも言い切れないと思う」

「……なにが言いたいんだ？」

　りんがかすかに頷いた。前を見つめ、口を開く。

「……もし、その話が本当にそうだったら、悲しいねって」

　沈しずんだ声で呟いた。

「生きている時でも辛くて、やっと亡なくなって楽になれたのに、まだ働かなきゃいけないなんて……」

「ま、そりゃそうだが」

　ひどい時代があり、ひどい環かん境きように生まれ、ひどい運命に翻ほん弄ろうされる──命を失くしたその後も。もし仮に、その話が本当だとしたら、最悪な話だ。しかし、かと言ってオレたちにはどうすることも出来ない。当時の彼かれらとてやりたいことではなかっただろう。それでもやらざるを得なかった。『そういう風に生まれてしまった』故ゆえに。仕方なかった、それだけでは納なつ得とくのいかない話ではあるが、そう受け入れる他ほか方法はなかったのだろう。なににせよ、もう終わってしまったことだ。オレたちにやれることは、せいぜいがそのことを覚えておく程度でしかない。

　オレがそう言うと、りんは目をしばたたかせて、顎あごに手を当てた。

「うーん……確かにそうだけど」

「だろ」

「でも、甘あまいのかな、わたしは」

　苦笑して、言う。

「それでも、どうにかできなかったのかな、って思っちゃう。もっと他に、何か方法があったんじゃないかって──。諦めるっていうのは、本当に最後の最後に置いておくべきなんじゃないのかなって」

「……お前らしい考え方ではあるけどな」

「つい最近、クギちゃんのせいでより強く思っちゃったんだけどね」

「？　どういう意味だ？」

「なんでもなーい」

　りんは笑って、その後で、周囲を見渡した。

「……って、あれ？　桐崎さんは？」

「あ？……あれ。いねえな」

　薄暗いが、向こうから光が当たっているのである程度は見通せる。それでも、桐崎の姿はどこにもなかった。

「二人ともー、置いていきますよー」

　と思ったら、ずっと先の方で手を振ふっている。……なんだあいつ。

「なにもそんな急がんでも」

「桐崎さんも、楽しんでるんだよ、この旅行」

　そうだといいんだが。なんかあいつ、りんの話が始まる前くらいから居なかったような。何か気まずいテーマでもあったか？

　首を傾かしげながらも、疑問に対する答えが見つからないまま、オレとりんは桐崎のところへと向かった。



　結局港から約一時間余り歩き、ようやく今日から二日間世話になる宿、【蒼せい蘭らん亭てい】に辿たどり着ついた。日本屋や敷しき風の建物は、想像していたよりもまだマシな造りをしていた。だが、とにかく全体的に雰ふん囲い気きが古ふる臭くさく、何十年も前から時が止まってしまったかのような場所だと思った。部屋に案内してくれた女お将かみは歴史があると言っていたが、ようは金がないから作り変えることも出来ないだけである。

　もたれかかったらそのまま倒たおれて床ゆかを突つき破やぶった挙句、地中に埋まりそうなマッサージ椅い子すとか、既すでにシリーズも終わって懐なつかしいの域に突とつ入にゆうしているアニメキャラが踊おどるゲームマシン（無稼動）やらを横目で見ながら、オレたちは長い廊ろう下かを通って客間の並ぶ区画へ入った。

「わたしたち以外に、お客さんは居ないんですか？」

　りんが尋たずねると、女将は先を歩きながら微笑ほほえんで答える。

「そうですね。本日お泊りになるのは、お客様方のみとなります」

　本日は、じゃなくて永遠に、じゃないのか。とつっこみたい気持ちを抑おさえ、別館の廊下から見える庭をオレは眺めていた。と、そこでふと尋ねる。

「あの、この島って戦時中、軍の施し設せつがあったとか聞いたんですが」

「よくご存じですね。それを見学なさるために訪れるお客様も多いんですよ」

　こちらを振り向いて、女将が微笑む。

「なにか、それにまつわる話とかあります？」

　女将の足が止まった。

「……話、とは？」

「いや、なんとなく。パターンじゃないですか。戦時中に死んで浮かばれない霊れいがとか。そういう、怪談みたいなものってあるのかなと。少し、興味あるもので」

しばらくの間、女将は言葉を発しなかった。だがオレがもう一度口を開こうとすると、

「……いいえ、私は聞いたことがありません」

　顔だけをこちらに向けて、にっこりと笑った。どことなく、何がというわけではないが、作りものめいた表情だと思った。

「……そうですか」

「ええ。申し訳ありません」

　どこかほっとするように息をつくと、軽く頭を下げ、女将は再び前を向いて歩き出だした。

　……こりゃ、なんかあるな。

　りんの語った怪談が本当かどうかは別として、そういう噂の流れる根こん拠きよとなる『なにか』がこの島には存在しているはずだ。なんとかのないところに煙けむりは立たず、とも言うし。りんがオレの袖そでを引いたので、振り向くと、小さく首を振った。宿の迷めい惑わくになるから余計なことは訊きかない方がいい、ということだろう。へいへい、と肩を竦めて歩き出そうとして、オレは腰こしの辺りに違い和わ感かんを覚えた。視線を落とすと、桐崎が顔を俯うつむけて服の裾すそを握にぎっている。

「……なんだよ」

「なんでもない」

　小声でそう言い返して、ぱっと手を離はなした。……なんだ？　オレが問い返そうとしたその時、

「こちらで御ご座ざいます」

　女将の声が聞こえた。いつのまにかどん詰づまりまで来ている。女将は、左手で部屋を指した。ドアの上にプレートがかかっており、【椿つばきの間】と書かれている。ドラマの二時間サスペンスなんかでよくみる典型的な温泉旅館そのままだった。

「こちらがお部屋の鍵かぎになります。オートロックでは御座いませんので、お出かけになる際、戸と締じまりだけはお気をつけ下さい」

　今日の客はオレたちだけなのに気をつけろということは、従業員に盗ぬすみを働く不ふ逞ていの輩がいるということか？

　思わず言いかけたオレを、桐崎が肩を掴つかんで止めた。ということは、こいつも同じことを考えていたのだろう。嫌いやなシンクロだ。

「もう一部屋は、お隣となりの【菊きくの間】になります」

　女将は鍵をりんに渡わたすと、丁てい寧ねいに頭を下げ、そのまま去っていった。

「……さて、と。とりあえず先に荷物置いて、それから合流しようぜ」

　オレはそう言って、りんに手を伸のばした。

「貸せよ、鍵」

「ん？　なんで？」

　きょとんとして尋ねるりんに、オレは「なんでって……」と続ける。

「オレの部屋の鍵だよ。三人で一つの部屋に泊とまるわけにもいかねえだろ」

「なに言ってんの」

　当たり前でしょ、というような口調でりんが言った。

「クギちゃんは、桐崎さんと同室だよ」

「ええ!?」

　オレは、『カッパとタヌキは同種族だよ』と言われた時のような、理解の範はん疇ちゆうを越こえた驚おどろきを覚えた。

「お前、正気か!?　前から足りないとは思ってたが、遂ついにわずかな脳も溶とけたか!?」

「すっごく失礼なことを平気で言うなあ、クギちゃんは……」

　頬ほおを膨ふくらませたりんは、「だって」と二の句を継つぐ。

「クギちゃんと桐崎さん、恋こい人びと同士でしょ？　それじゃ、一いつ緒しよの部屋に居ないと」

「えええええええええ!?」

　まじでえええええええ!?

「それじゃ、わたし荷物置いてくるから、後でねー」

「ちょ、ちょっと待て！　いや待ってください！　久遠さん！　久遠さん!?　久遠さん！　アイス奢おごってあげるから！　ちょっと！　ちょっとおおおお！」

　オレの嘆なげきの本意など知る由もなく、りんは「変なクギちゃん」と笑いながら、さっさと扉とびらを開けて隣の部屋に入って行ってしまった。

「…………」

　がっくりと膝ひざをつく。今、それまで目に見えずに心中で浮ふ遊ゆうしていた様々な不安が、一気に形をもったのを感じた。

「さて、それではクギト、行こうか」

　肩に、ずっしりと重い感かん触しよくが乗った。強い力で掴みながら、桐崎が言う。

「いざ魅み惑わく溢あふれる、夏のアバンチュールへと旅立とうではないか！（血ち飛沫しぶき付きの）」

「い、いやだあああ！」

「ウフフ、もう逃にがさないぞぉ！」

　物もの凄すごく楽しそうな声を放つ桐崎に羽は交がい絞じめにされ、オレはそのままずるずると部屋へと引きずられていく。

　絶望の──

　絶望の扉が開く音を、聞いた。



    

  
    
      第三章　死なない男と変化の兆きざし





　寄せては返す白いさざ波も。

　海を輝かがやかせる空の青さも。

　さあ遊べと誘さそう夏の太陽も。

　柔やわらかく足を包つつみ込む砂すな浜はまの感触も。

　何もかも、オレを救ってはくれなかった。

「終わりだ……」

　海辺で座すわりながら、頭を抱かかえ、呟いた。

「全すべてが灰色にしか見えん……」

　そりゃ、嘆きたくもなる。

　あの桐きり崎さきと、ほんの数時間付き合うだけで十八禁指定間ま違ちがいなしの猟りよ奇うきシーンを繰くり広ひろげるあの女と、二十四時間一緒である。

　一応、ある程度は我が慢まんするよう伝えてあるが、状じよう況きよ次うし第だいでいつでも破ろうとすることは既に証明済みだ。オレの頭の中で、様々なシチュエーションの中、様々な手段で、様々に刺される自分の姿がリアルな映像として浮かび上あがる。それだけ多くの刺し殺さつシーンを容易に想像出来るようになった自分が嫌だった。

「もういい……いちいち落ち込んでいても仕方ない」

　最大限の防衛ラインを張ることに努力して、どうにか数を減らすことを目指すしかない。【刺されない】という選せん択たく肢しは端はなから存在しないことを理解しているオレが居て、どうしようもなく切なくなった。

　立ち上がり、海を眺める。くそ、こうなったらもう、全部忘れてこの場を楽しんでやる。ああ、海っていいなあ！　広いなあ！　広いと何がいいのかさっぱり分からんけど！　はは！　はははは！　あ、なんか楽しくなってきた！　色々なものが壊こわれつつあるのかな、オレ！　はははははは！

「……はあ」

「何を落ち込んでいるのだ貴様は」

　ようやくどうにか気持ちを鎮しずめたところで、背後から声がかかったので振り返かえる。桐崎が立っていた。

「なんでもねえよ……」

「そうか？　何か悩なやみでもあるなら遠えん慮りよなく相談しろ」

「今日何回くらいお前に刺されるのか想像すると軽く入じゆ水すい自殺したくなるんだが、どうすればいいと思う？」

「安心しろ」

　桐崎が微笑んだ。オレは一いち抹まつの希望を見る。

「何回どころでは済まん！」

　こいつに何らかの救いを求めたオレが馬鹿だった。

「もういいよ……」

「？　そうか。それよりクギト、私を見てなんとも思わんか？」

「ああ？」

　オレは怪け訝げんな顔をして、桐崎の姿を眺める。さっきまでそれどころじゃなかったから気づかなかったが、今オレたちは海に遊びに来ているのだから、当然桐崎も水着だった。

　全身を覆ういわゆるワンピース型ではなく、胸と腰周りだけを覆っただけのビキニタイプだ。上も下も色は黒で、白い肌はだと相まって妙みような色気をもっている。そういえば以前見たのはスクール水着だったか、と思い出した。さすがにそれとは違ちがい、体の線がもろに出ている。……まあ、確かに、『脱ぬげばすごい！』と豪ごう語ごするだけのことはある、と思う。常時なら、そりゃ確かに妙な気分になったかもしれない。

　しかし今オレは、こいつのせいで人生最大の危機にして最悪の事態を迎えているわけで、それを踏ふまえるとそんな感情も失うせるというものだ。

「……あー、いいんじゃない」

「な!?」

　適当に答えると、桐崎はショックを受けたように仰のけ反ぞった。その後、信じられないといった顔で、「え？　え？」と自分の体を見下ろし、オレに視線を戻もどした。

「それだけ!?」

「え？　あ、ああ。え？　なに？」

「こ、これ、高かったんだぞ、割と……」

　ああそうなのか。そういえばてっきり金がないから学校指定の水着で来るかと思っていたのだが、意外だったな。

「よくそんなもん買う余よ裕ゆうあったなお前」

「ないよ！　ないけど、その、あの」

　何な故ぜか桐崎は頬を染め、俯くと、ヘソの辺りで指を絡からませた。

「無理してでも買ったというか……その……」

「……？　そうか、そんなに旅行楽しみだったか」

「それもあるが、そ、そもそも貴様に見てもらうためにだな、ええと」

　もじもじとする桐崎に対して、オレが理解出来ずに首を傾げていると、急にきっと前を向いた。ずかずかと近付いてきて、桐崎はばっとオレの手をとる。

「な、なんだよ」

「揉もめ！」

「は!?」

　と驚く間もなく、桐崎はそのまま何の躊躇ためらいもなく、自分の胸へオレの手を押おし付つけた。むにゅ、としか形容しがたい感触が伝わる。その瞬しゆ間んかん、どうしようもなく心臓が高鳴った。体が熱くなる。

「や、やめろバカ！」

「い、嫌だ！　この水着だけでクリティカルを与えられないのなら、遠慮なくしっかりと私の胸を揉め！　む、ムラムラしろ！」

「なに言ってんのお前!?　日本語喋しやべってる!?」

「柔らかいぞ!?　貴様が想像している以上の柔らかさだ！」

「こ、この時点で大体分かったからやめろ！　マシュマロくらいって理解したから！　やめろ！」

「もっとだ！　得も言われぬ感触だぞ!?」

「ま、まじで!?……ってそういう話じゃなくてだな、落ち着け！」

「自分でも驚くほど落ち着いているぞ！　その上での行動だ！」

「尚なお性質悪いわ！」

　手を振り払はらって「しっかりしろ！」と言うと、桐崎ははっとした表情を見せた。顔を真っ赤にさせたまま、何度か深呼吸する。ようやく、上下していた肩の揺ゆれが小さくなっていった。

「……ふう」

「正気に戻ったか？」

「う、うむ。すまん。少し取り乱した」

「……まあ、大丈夫そうなら良かったけどよ」

「……。その、クギト、落ち着いたところで、少しお願いがあるんだが……」

「なんだ？」

　桐崎は、少しずつこちらににじり寄りながら言った。

「ちょっと、性欲発散させてもいい？」

　やべー。こいつ落ち着いた方が性質悪いわ。

「オレとどんくらい付き合ってる？　いいって言うと思ってんのか？」

「勿もち論ろんそんなわけはないと思っているが、正気に戻ってみると、その、水着姿の貴様が普ふ段だん以上に肌を露ろし出ゆつさせていることに気づいて、誰もいないことだし、こう、なんと言うか……」

「なんと言うか？」

　逃げるように後退していくオレの足が、冷たさを感じた。どうやら、波なみ打うち際ぎわまで来ていたらしい。

　桐崎が、未いまだ頬を紅潮させながら、目を潤うるませ、色いろ艶つやのある唇くちびるを微かすかに動かした。

「……濡ぬれちゃった」

　おまわりさ──ん！　痴ち女じよだぁ────ッ！

「ちょ、お前、待っ──」

　無駄だと分かっていながら制止の声を放つが、やはり無駄に他ならず、オレはあっという間に押し倒された。

「ちょっとだけ！　ちょっとだけだから！」

「なにその欲情した獣けものの台詞せりふ!?」普ふ通つう逆じゃね!?

　と、そこまで言ったところで気づいた。そういえばこいつ、今水着だ。刃は物ものなんてもってるわけがない。以前もそういうことがあった。荒あらい息を繰り返す桐崎と目が合った瞬間、それを口にしようとしたオレは、愕がく然ぜんとなる。

　桐崎は、胸むな元もとに手を入れると、谷間から小さめのナイフを取り出したのである。

「学習してる──ッ!?」

「人は常に成長しているんだ、クギト」

　もっと他に学ぶべきところがあるだろお前には！　沢たく山さん！

「えい」

　可か愛わいく恋人の胸を突くように、桐崎は遠慮なく刃やいばでオレを貫つらぬいた。

「がふっ」

　小さくても痛い！　血が噴出し、桐崎の手を、腕うでを、あらわになった肌を赤く染める。

「お前、本当、遠慮ってもんを知れよ！」

　頬に散った血を小さな舌で舐なめとり、桐崎は微笑んだ。

「知らなかったのか？　クギト。夏の海は、女を開放的に、大だい胆たんにするんだ──」

　大胆過ぎて法に触ふれてるだろうが！

「えいっ」



    

  
    
      　桐崎はそのまま、倒れこむようにしてオレに覆いかぶさってきた。ぴったりと体を押し付け、指で撫なでるように、ナイフの刃で肌を切きり裂さいていく。その度に小さな痛みがいくつも襲おそって、オレは引きつったような声を出した。桐崎の吐はく熱い息が、傷口に被かぶさって寒気が走る。ナイフは浅く肉を突き、桐崎がその光景を、嬉うれしそうに見つめた。

「……さて、では本番といったところで──」

　気合いを入れるよう、体を起こして馬乗りになった桐崎が、妖よう艶えんな仕草で唇を舐める。全てが絶望の終しゆ焉うえんへと向かおうとしていたその最中、奇き跡せきは起こった。

「おーい、クギちゃーん」

　救いの女め神がみの登場である。

「……ちぇ」

「そぉいっ！」

　舌打ちした桐崎を、オレは思いっきり後ろへ放ほうり投なげた。「ぎゃんっ！」という声を上げて、頭から海に突っ込む女、桐崎。もちろん、同情する気持ちも、罪悪感も欠片かけらさえない。

　オレは、刺された場所が既に塞ふさがりつつあるのを見て、血を海水で流した。痛みが増したが他に方法はない。さりげなく傷を隠かくしながら立ち上がり、駆け寄ってくるりんへ手を上げる。

「よぉ！　未だかつてこれほどお前の登場を待ちわびた時はなかったぜ！」

「なんのこと？」

　りんが目をしばたたかせ、「あれ？　桐崎さんは？　更こう衣い室しつから先に出て行ったんだけど」と尋ねる。

「さあ。お魚さんたちと仲良くやってんじゃねえの」

　肩かたを竦めたオレは、きょとんとしているりんを眺ながめる。

　海に居いるのだから、当然、りんも水着姿だった。白のワンピース、腰の辺りにはパレオを巻いている。ただそれだけのことだったが、オレの胸に小さな罪悪感が芽生えた。

　数すうヶか月げつ前、りんは生死の境をさまよう大おお怪け我がを負った。【午ご前ぜん零れい時じの殺さつ人じん鬼き】による事件、もう一人の犯人──桐崎ではなく、その犯行を真ま似ねた男の手によって。奇き跡せき的てきにりんは一命をとりとめ、後こう遺いし症ようもなく、今はリハビリを終え、ごく普通の生活を送っている。だがそれでも、事件そのものが消えてしまったわけではない。りんの腹には、大きな傷きず跡あとが今も残っている。もう一生こいつは、人前で容易に肌をさらすことが出来なくなったのだ。

　確かに直接、りんを傷つけたのはあの【三月ウサギ】と名乗った男だ。そして、本来なら関係のないこいつを巻き込んでしまったのは、桐崎のせいでもある。だがそもそも、オレが桐崎と付き合うことを選ばなければ、少なくともりんが傷つくことはなかった。だからこれは、オレの責任でもある。

「……どしたの？　クギちゃん。怖こわい顔」

　無意識にしかめっ面つらをしていたのだろう。オレは慌あわてて、表情を取とり繕つくろう。

「オレはいつもこんな風だろ」

「怖い顔と、顔が怖いっていうのは別だよー」

　……ま、確かにそうだが。そしてさりげなく顔が怖いということを肯こう定ていされた気がするが。まあいい。オレは、微び苦くし笑ようして「なんでもねえよ」と言った後、

「……あれ？」

ふと、りんの水着に違和感を覚えた。

「ど、どしたの？」

　りんは、オレの視線にどこか照れるような仕草をする。

「いや……」

　首を傾げつつ、オレは仔し細さいに観察した。

　別に、何の変へん哲てつもないただの水着だ。どこにでも売っているものだろう。だが……変に体を締しめ付けているように見えるというか。

　ソレが、どうにもおかしいというか、なんというか。別に似合っていないというのではなく……んん？

「……なあ、久く遠おん」

「うん？」

「お前の水着──小さくないか？」

　オレの指し摘てきに、りんは一歩後ろに退いた。図星を指されたような顔で、苦にが笑わらいする。

「……やっぱり分かる？」

「いや、うん。まあ」

　頷うなずく。そう、やっと分かった。りんが身につけている水着は、ワンサイズかそれくらい小さいものなのだ。

「お店で買う時、違えちゃって……変かな」

「別に変ってわけじゃないけどよ」

「おかげでかなりきつくて」

　言いながら、りんはパレオを外した。下半身の際きわどいラインが露あらわになるが、こいつの体を見ても別にどうと思うわけじゃない──と考えていたオレが馬ば鹿かだった。

「後ろも変な感じなんだよー」

　そう言って振り返った途と端たん、オレは吹ふいた。

　布にまったく余裕がないせいか、水着が大きく尻しりに食い込んでいる。

「ね、変でしょ？」

　困ったように笑い、りんは水着の中に指を入れると、引っ張って、ずれを直した。「こうやってしょっちゅうやらないと、気持ち悪くて」少しだけ頬を染めて言う。「……恥はずかしいし」

「…………」

　オレはくるりと後ろを向くと、つかつか歩き、海の中に入った。

「どうしたの？　クギちゃん」

「訊くな。男が黙だまって下半身が見えない場所へ入ったら、そのことについては尋ねないのが礼れい儀ぎってもんだ」

「なんで？」

「それも！　訊かない！　後、近付いて来ない！」

「ほう」

　いつのまにか蘇よみがえっていた桐崎が前に立っており、水中を覗のぞき込みながら、オレに言った。

「私は胸に仕込んでいたが、クギトは股こ間かんに隠していたというわけか……文字通りの、凶きよう器きを」

「もう一回沈んでくれるかな、桐崎さん」

「何故だ？　私は厳然とここに存在する事実を指して述べており、それは即すなわち、率そつ直ちよくに言うなればクギトがぼっ」

「チェストオオオオ！」

「たわばっ！」

　再び母なる海へと帰る桐崎。

「ねー、どうしたの？　二人で遊んでるの？」

「はは、なんでもないなんでもない」

　ようやくどうにか納まりがついたので（二重の意味で）オレは、振り返って海から上がることにした。

「やれやれ……」

「桐崎さん、大だい丈じよ夫うぶなの？　転んだみたいだったけど」

「はしゃいでるんだよ。海に来たから」

　適当にごまかすと、りんは笑った。

「あはは。そうだね。海もそうだけど、三人で遊びにくるなんて初めてだもんね」

「ま、それもそうだな」

　オレは微苦笑して、「さて、なにするか？」と尋ねた。

「なにするって……」

　りんが、目をぱちくりとさせて答える。

「なにするの？」

「いや、だからそれを訊いてるんだが」

　ようやく海から上がってきた桐崎が、オレの隣に並んで言った。

「……そういえば、海水浴って具体的に何をするんでしょう」

「海で泳ぐんじゃねえの？」

「それで？」りんが言う。「それでなにするの？」

「……さあ。ああ、後ほら、スイカ割りとか」

「ああ、あの、目め隠かくししてスイカを割るやつですね」

　桐崎が頷き、「でも」と人差し指を立てる。

「割って、食べるだけのことが、そんなに楽しいですか？」

「……そういやそうだな」恒こう例れい行事過ぎて疑問を抱いだいたこともなかったが、確かに、目隠ししてスイカを割ることの、何が面おも白しろいというのだろうか。普通に食った方がいい。大体スイカないし。

「ビーチバレーとか。わたし、空気入れて膨らませるボールもってきたよ」

「三人でか？」

「……うーん」

　沈ちん黙もくが降りるオレたち。うーむ、海で遊ぶって結構難しいな。みんなどうやってんだか。

「とりあえずさ、せっかく海に来たんだし、ちょっくら泳ぐくらいは──」

　そう言いかけた、その時だった。

「だから、ちょっとくらい、いいじゃん！」

　軽けい薄はくそうな声が聞こえ、オレたちは振り向むいた。

　少し離れた場所に、男が数人立っている。肩の辺りまで鬱うつ陶とうしく伸ばした髪かみに、相手を威い嚇かくするよう尖とがらせた頭、はたまた迫はく力りよくを出そうというのか坊ぼう主ずにしていたりと、種類は様々だが、どいつもわざとらしく焦こがした肌をして、耳には揃そろってピアスを通し、精せい一いつ杯ぱい【夏の男】とやらを演出している。典型的なナンパ野や郎ろうだろう。チンピラよりも嫌きらいなタイプだ。

　絡まれているのは、女が二人──だが、友達のようには見えない。

　一人は、オレよりも二つか三つほどは上だろうと思われる。長い髪を襟えり元で縛しばって、後ろに垂らしていた。長身で無む駄だのない体つきをしていて、このくそ暑いのにカッターシャツの上から黒のジャケットを羽織っている。上着と同色のスラックスの下は、編み上げのブーツだった。顔は整ってはいるものの、目は鋭するどく、どこか人を寄せ付けない空気を漂ただよわせている。

　もう一人は、恐おそらく、十歳さい程てい度ど。こちらは今、男たちに腕を掴まれている方とは違い、柔らかで上品な空気を纏まとっている。どこかのお金持ちのお嬢じようさん、といった感じだった。肩の辺りできちんと切りそろえた髪に合った大きな瞳ひとみは、今、不安に揺れている。

　どうやら絡まれているのは女の子の方ではなく、彼かの女じよを守るようにして前に立っている人物のようだった。

「ちょっと遊ぶくらい、かまわないだろ？」

　髪の長い男がそう言うと、女性は強く相手を睨にらみつけ、凛りんとした声で言った。

「君も分からない男だな。私は彼女を置いて私事に時間を費やすことは出来ない、と言っているんだ」

「なんだって？」

　言葉の意味が分からなかったらしく怪訝な顔をする長ちよ髪うはつの男に、坊主が後ろからフォローする。

「後ろに居る女の子をほっといて遊べないってさ」

「ああ」

　合が点てんがいったように頷いたが、納なつ得とくしたわけではないらしく、更さらに掴んだ手首を自分の方もとへもってくる。

「少しくらい大丈夫だよ。その子だって我慢できるって。な？」

　同意を求めるように顔を覗き込んだが、女の子は怯おびえたように女性の後ろに隠れてしまった。

「……悪いが、向こうへ行ってもらえないか」

「そういうわけにもいかないんだよねえ」

　髪をおったてた男が、にやにやと笑う。

「シケた海だと思ってたら、こんな可愛い子が居たんだから。こりゃほっとけって方が無理でしょ」

「そーそー。これ、多分、運命よ。ウンメイ」

　ふざけた口調で長髪の男が言うと、女性は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「その言葉は、軽々しく使うものじゃない」

「なに？」

「運命とはもっと厳然としていて、抗あらがい難がたいものだ。君たちのように軽薄な生き方をしている人間が、運命の何を知っているというんだ？」

「……何言ってんの？　おねーさん」

　さっぱり意味が分からないというようなぽかんとした表情を見せる長髪の男。坊主が、舌打ちしてもう一方の手をとる。

「そんなことどうでもいいからさ。ちょっとこっち来いよ」

「断る。手を放して貰もらえると有あり難がたい」

「てめえ、あんま調子乗ってんなよ？　無理やり連れていくことも出来んだぞ？」

　髪をおっ立てた男が、我慢しきれなくなったのか、脅おどしつけるような低い声を出した。まずは懐かい柔じゆうから始め、相手が頑かたくなだと分かると途端に力で押さえつける方法を使う。頭の悪さが露ろ呈ていするようなやり方だった。

「客はオレたちだけじゃなかったのか……？」

　オレが呟つぶやくと、桐崎が答えた。

「多分、ここではなく近くの島の宿しゆく泊はく客きやくでしょう。確かここから船で十分ほどのところに、大きなホテルのあるところがあったはずです。でも向こうの海水浴場は人が多いですから」

　ああ、なるほど。それで、なんかで話を聞いて、こっちに来たわけか。でも、予想以上に人ひと気けがなく、うんざりしていたところにあの二人連れがいた……と。

「……なんか向こう、変な空気だね」

　りんがそう言って、何かを決意したように頷いた。

「わたし、ちょっと行ってくる」

「おい、やめとけって」

　すぐにでも走り出そうとするりんの手を、オレは思わず掴んだ。

「どうして？　困ってるよ、あの二人」

「ああいう輩やからに関かかわるとろくなことになんねえんだよ。あのタイプは大して力もない癖くせに執しゆう念ねん深ぶかい上、変なところで頭が回るんだ。せっかく旅行に来てんのに、付きまとわれて迷めい惑わくするのは嫌だろ」

　オレは、肩を竦すくめて大おお仰ぎように目を瞑つぶると、諭さとすように続けた。

「気持ちは分かるけどよ。でも、お前が止めに行ってどうなるんだよ。どうにもなんねえだろ？　こういう言い方はあんま好きじゃねえけどよ、あの二人は運が無かったんだよ。な、分かるだろ」

　と、そこまでぺらぺらと喋ったところで、桐崎が言った。

「クギト、弁べん舌ぜつ逞たくましいところ申し訳ないが」

「あ？」

　瞼まぶたを開けて見ると、桐崎は、前を指差した。

「もう行ったぞ」

「…………」

　視線を戻す。確かに、りんはもう、随分と先を、男達の方へ向けて歩いているところだった。

「あいつは……！」

　どうしてそう、頑ななんだよ！　オレは頭をくしゃくしゃと掻かいて、「行くぞ！」と桐崎に声をかけて追いかけた。

「ちょっと！　やめなよ！」

　りんが一いつ喝かつすると、男たちは驚いたようにこっちを向いた。つかつかと近寄り、りんは、かなり低い位置から、長髪の男を見上げる。本人は睨みつけているつもりらしいが、全くと言っていいほど迫力がない。

「この人にだって都合があるんだから、無理言っちゃダメだよ！」

「ああ？　なんだお前」

「遊びたいんだったら、ちゃんと予定聞いて、時間置いてからにしなきゃ。嫌いやがってるよ？」

　まことに正論ではある。が──悲しいかな、世の中、正論だけがまかり通っているわけではないのである。

「うるせえな、どっか消えろよ、クソガキ」

「ダメ。きちんとお願いします、時間があったらでいいから付き合って下さい、って言わなきゃ」

　長髪男のこめかみに、青筋が浮うかんだ。まずいな……。やっていることは偉えらいが、ほとんど神経を逆さか撫なでする行こう為いでしかない。

「……しょうがねえな」

　ちょっと脅しつけて、お帰り頂くか。

　オレがそう思って、一歩足を踏み出したその時だった。

「うるせえつってんだろ、この──ブスが！」

　乾かわいた音が鳴った。

　りんが、ゆっくりと倒たおれていく。

　オレは、その頬ほおが、赤く腫はれているのを見た。

　その瞬間、頭が真っ白になった。

「──なにしてんだ、てめえッ！」

　気づけばオレは走り出し、思い切り振ふりかぶった拳こぶしを、長髪男の顔面へ向けて打ち放っていた。

　鈍にぶい音が鳴る。長髪男は吹っ飛とび、仲間たちもろともその場に仰あお向むけになった。

「……あれ？」

　はたとそこで、我に返る。……オレ、今、なにした？　何か、わけの分からない衝しよ動うどうが駆かけ抜ぬけたとこまでは覚えているんだが。

　拳が、じんじんと痛んでいる。手を開くと、軽く痺しびれていた。どうやら本気で、殴なぐってしまったらしい。なんだったんだ……？　さっきの感情は。

　……いや、そんなことはいい。

「桐崎！」

　振り返ると、桐崎はりんを抱き起おこして、様子を確かめていた。オレの方を見て、「大丈夫だ」と頷く。

「ショックで気を失っているだけだ。腫れもすぐに引く」

「……そうか」

「それよりクギト──驚おどろいたぞ」

「なにが？」

　桐崎が、目をしばたたかせて言う。

「貴様、さっき、本気で怒おこっていなかったか？　貴様と知り合って半年かそこらだが、少なくとも私は、貴様がキレて相手を殴ったところなど初めてみた」

　……怒った？　オレ、怒ってたのか？

　そういえば、確かに、さっきみたいな感覚は初めてだ。生まれてこの方、あそこまで感情が沸ふつ騰とうしたのは、りんが刺さされたのを見て以来──いや、あの時より確実に今の方が上だ。

　りんが殴られて、ブチンときたってことか。

「……まじかよ」

　大体、オレは、どれだけ絡まれたって、自分から相手に暴力を振るったことはない。……そのはずだったんだが。

「どうかなっちまったかな、オレ……」

　頭を掻いていると、後ろから怒ど鳴なり声ごえがかかった。

「てめえ、なにしやがんだ！」

　やべ、忘れてた。

　恐る恐る振り返ると、倒れている長髪を除いたナンパ男たちが、険しい顔をしながら立ち上がるところだった。

「いやー、ははは……なんつうか、ごめん」

「許すかボケェッ！」

　もっともです。

「悪気はなかったんだよなぁ」

「悪気がない奴やつがあんだけのクリティカルヒット出すわけねえだろ！　サトシ見ろよ！　すげえ安らかに死にかけてるじゃねえか！」

「だから、悪かったって。サトシくんもきっと今ごろ、亡なくなったおばあちゃんと抱ほう擁よう交かわしてるよ。それでいいじゃないか。いいってことにしておこうぜ。オレが助かるから」

「てめえ！　いい加減にしやがれ！」

　いきり立った二人が、オレの方に向かってくる。が、その間に、先ほど絡まれていた女性が立たち塞がった。

「待て」

「あぁ!?　どけよ！」

「君たちの相手は私だろう。彼かれらはあくまで部外者だ」

「んなもん、もう関係ねえんだよ！　ぶっ殺すぞこのクソアマが！」

「確かに手を出だしたことに関しては彼に非がある。だが、先に彼の友達を平手で叩たたいたのはそこで伸のびている男だ。罪は双そう方ほうにあるとして、ここは両成敗と行かないか？」

「ワケの分かんねえことほざいてんじゃねえ！　どかねえならてめえからぶん殴るぞ！」

「……困ったな」

　女性はそう言ったが、オレは気づいていた。目の前にいる人物が見せる、大きな余裕を。オレは慣れているからそうでもないが、こいつらの脅しは中々の力をもっている。その証しよう拠こに、彼女の傍そばにいる女の子は、さっきから小動物のように縮こまってしまっている。だが、先ほどから胴間声を浴びせられ続けている当の本人は、少しも退く様子を見せないのだ。

「……何もんだ？　あいつ」

　オレが呟くと同時、「とっととどけ、てめえ！」と坊ぼう主ずあ頭たまが掴つかみかかろうとした。その刹せつ那な、確かに女性は動こうとしたように見えた。

　が、それより速く、桐崎が疾しつ走そう。砂すな浜はまを蹴けり、勢いをもって、坊主頭の腹にローキックを放った。

「ごぶっ」

　予想外の方向から、想像以上のダメージを受け、坊主頭は大きく吹っ飛んだ。

「てめえ！　なにすっ──」

　二の句を継つぐ暇ひまもなく、桐崎の腕が伸びる。相手の手首を掴むと、覇は声を一つ。

　そのまま、華か麗れいな一本背ぜ負おいを披ひ露ろうした。

「ぎゃん！」

　悲痛な叫さけびを上げ、髪をおっ立てた男が倒れこむ。だが、下は砂浜だ。傷は浅い。それを見み越こしてか、桐崎はその長い足を天へ向かって振り、大上段からの踵かかと落としを下した。

　声もなく、相手は沈しずんだ。

「……ふう」

　鮮あざやかな連れん続ぞく技わざを見せた後、息をつき、桐崎はオレに尋たずねた。

「とりあえず、こいつらはどうする？」

「そうだな……」

　りんを背中に負いながら、首を傾かしげるオレ。警察に突つき出してもいいんだが、いちいち探すのは面めん倒どうくさい。かと言ってこのまま放置しておくと、目を覚ました時、ろくなことをしでかさないとも限らない。悩んでいたオレは、ふと、いい案を思いついた。女性の方へ、顔を向ける。

「……なあ、あんた」

　オレに声をかけられた女性は、乏とぼしい表情の中で見開いていた目を、二、三度まばたきさせて小首を傾げた。

「なんだ？」

　オレは、片口を上げて言う。

「──この辺に、ボートとかなかった？」



「せーのっ！」

「おらっ！」

　掛け声と共に、力いっぱい押し蹴った。

　勢いをもって波を割った舟ふねは、しばらく漂っていたものの、やがて少しずつ、少しずつ沖おきへと流れていく。

「……これでよし、と」

　手をぱんぱんと叩き払い、オレは頷いた。

　徐じよ々じよに小さくなっていく前方のボートには、先ほどナンパしていた男たちが乗っている。この近辺には小さな島がいくつもあるし、意識を取り戻すのが遅おくれても、いずれはどこかに流れつく。フェリーや観光船も多く通っているので、万が一でも漂ひよう流りゆうはありえないだろう。そう判断してオレが出したこの『島流し作戦』は、満まん場じよう一いつ致ち（桐崎だけだが）で実地が決まった。さらば夏の男たち。目を覚ましたら、人魚という名のジュゴンでも遊びに誘さそうがいい。

「賛成した私が言うのもなんだが、鬼おにのようにひどい方法だな」

「女に何の躊躇ためらいもなく暴力振るう奴には、これで十分だろ。寧むしろ軽いくらいだ」

「女、ねえ……」

　桐崎が、ちらりとオレの方を見た。

「なんだよ」

「いや、貴様はいつのまにそんなフェミニストになったのかと思ってな」

「バカ言うな。オレはいつ何なん時どきでも女性のことを考えてるぜ？」

「だったら、私が殴られても助けてくれるか？」

「三十分くらい様子を見て、相手に苦戦するようだったら助けなくもない」

「なぜ時間制限を設ける……」

「下手に手を出したらオレも一いつ緒しよに切り刻まれるだろうが」

「それこそ、バカを言うな」

　腕を組み、桐崎は得意げに鼻をひくつかせた。

「きちんと相手を倒した上で、貴様単独でじっくりと刺し刻むさ。一緒くたにしたら勿もつ体たい無ないだろう」

「まっじでー、しのびなーい」

　そのまま、水平チョップで桐崎の顔面を切った。

「目がっ！」

　悶もだえるアホを置いといて、オレは振り返かえった。

「とりあえず、あいつらはしばらくこの島に戻ってこれねえだろ。もう大丈夫だと思う」

　オレたちの背後で様子を見守っていた女性は、その言葉で急に姿勢を正した。そして、こちらがびっくりするくらい深い角度で礼をする。

「……おいおい」

「感謝する。本音を言えば、困り果てていたところだったんだ」

「オレは大したことしてねえよ。それどころか、放っておこうと思ってたしな。礼なら、後ろで寝ねてる奴に言ってくれ」

　苦笑して、オレは背中を揺ゆすった。しがみつくようにして気を失っているりんが、少し唸うなる。本当に眠ねむってるんじゃねえだろうな、こいつ。まあ、大人しくしてくれていた方が、こっちとしては都合がいいんだが。島流し作戦も、こいつが居たら絶対中止になってただろうし。

「そちらの女性にも迷惑をかけてしまった。意識を取り戻もどしたら、改めて謝罪と礼をしたい」

「よせよせ。こいつに今みたいなお辞じ儀ぎしたら、恐きよう縮しゆくしまくってまた気絶しちまうよ」

　半ば本気でオレがそう言うと、女性は目をしばたたかせた。そして、わずかに口元を緩ゆるめる。

「……君たちと、後ろに居る彼女は、どうやら、少し変わった人間らしいな」

「そうか？」

「君が私たちを見捨てようとしたというのは、知っていた。だが、それは別に問題にするべきことじゃない。少し考える頭を持っていれば、誰だれでも同じことをするだろう」

　まあ、そうだな。オレが頷くと、女性が続けた。

「だが、君の後ろにいる彼女は、そうしなかった。それも、考えなしで来たわけではない。誰だって私たちを見捨てる。その方が取るべき選せん択たくだ。それを知っていながら、そうせずに、無む謀ぼうだと分かりながら私たちの元へ来た。己おのれの内がそうすべしと判断したからだろう。彼女はそれに従った。誰でもそうするということを、自分の中において、無条件で是ぜとしない。十分に変わっていると思うが？」

「……ま、確かに」

　考えなしで行ったような気がしないでもないが、それはともかく。

「そして君だ」

　女性が言った。

「君は最初私たちを見捨てようとした。だが彼女が私たちの方へ向かってきた時、何の躊躇いもなくそれについてきた。愚おろかな真似だと放っておくことも出来ただろう。個人の勝手と関わり合あいを避さけるという選択もあったはずだ。だが君は来た。それも止めるためではなく、彼女が既すでに起こした行動を肯定し、それを助けるために。これを変わっていると言わずになんと表す？」

「考え過ぎだよ、あんたは」

　苦笑して、オレは返す。

「オレはただ単に、こいつが無む茶ちやしてどうかなっちまうのを、見たままにしているのが面倒くさいだけだ」

「なるほど。君はお人ひと好よしか」

「……その言葉やめてくんねえかな」

　色々と複雑な気持ちがこみ上げてくる。

　オレのしかめっ面を見て、女性はわずかに笑い、「すまない」と謝あやまった。

「何にせよ、助かった。もう一度礼を言わせて欲ほしい」

「だから、いいって」

「私の名は、絶ぜつ津つ夜や宵よい。そして──」

　と、絶津と名乗った女性は、彼女の背後にぴったりとくっついて、少しだけ顔を覗かせている女の子の頭に手を置いた。

「妹のヒカルだ」

「姉妹だったのか。……まあ、そうじゃないかとは思ってたけどな」

　オレは、頭を掻いて、続けた。

「オレは乃の出で狗くぎ斗と。で、後ろの奴は久遠りん」

「乃出狗斗くんに久遠りんくんか。承うけたまわ　った」

「私は、桐崎恭きよ子うこだ」

　オレのスライダーアイクラッシュ（水平目め潰つぶし攻こう撃げき）からようやく復活したのか、桐崎が目を充じゆ血うけつさせたまま自じ己こし紹よう介かいする。

「なんか兎うさぎみたいになってんぞお前」

「誰のせいだと思っているんだ……」

「社会だよ」

「なんでもかんでも社会のせいにするな！　社会をいじめるな！」

「だってそうした方が便利だろうが！　言い訳にもなるし！」

「ダメだ、貴様、ダメな生き方を選びつつあるぞ……」

　呆あきれたように息をつく桐崎を見て、絶津が笑えみを漏もらす。

「面白いな、君たちは」

　別に面白がらせようと思ってやってるわけじゃない。

「……ほら、ヒカル。私たちを助けてくれた人達だ。礼を尽つくさねば失礼に当たるぞ」

　そう言って、絶津は後ろを向いてしゃがみこみ、妹であるヒカルの頭を撫なでて微笑ほほえんだ。オレは思わず、目をしばたたかせる。そこには、先ほどまで彼女がみなぎらせていた、ある種の緊きんち張よう感のようなものはない。どこかあたたかな、慈いつくしむような空気がある。その光景にどこか既き視し感かんのようなものを覚え、オレは小首を傾げた。

　絶津が立ち上がってこちらを振り返り、ヒカルの背中を押おすようにする。絶津の服の裾すそを掴んで物もの怖おじするようにこちらを覗き込んでいたヒカルだったが、やがて、すっと離はなれて前に出た。

「……あの、ありがとう、ございます」

　きちんと手を前で揃えて頭を下げる。

「ワタシ、恐くて、どうしようかと思って……。お姉ちゃん、どこかに連れていかれるんじゃないかって思って……。でも、なにも出来なくて。その……ごめんなさい」

　そこでちらりとオレの方を見るので、片眉まゆを上げて言った。

「その言葉は、オレじゃなくて姉ちゃんに言ってやんな」

「あ……そうですね」

　慌てて、視線を下げる。そこでまた少しだけ見上げ、オレと目が合うと、また下げた。

　……なんだよ。

　不思議に思っていると、桐崎がすっと前に出て、膝ひざを曲げると視線を合わし、ゆっくりと微笑んだ。

「大丈夫だ。このお兄ちゃんは確かに般はん若にやのような、鬼き神じんのような、悪あく魔まのような、大魔ま王おうのような顔をしているが、別に怒っているわけではない」

「お前今、怖こわいもん全部言っただろ」

　後、大魔王のような顔ってなんだよ。お前大魔王に会ったことあんのか。大魔王に謝れ！

　ヒカルは桐崎の言葉を聞いて、恐る恐るといった感じでオレと目を合わせた。

　……どうすりゃいいんだ、オレは。笑った方がいいのかと、無理やりに口を歪ゆがめてみる。が、ヒカルは「ひっ」という声を上げて仰のけ反ぞったまま固まった。

「……すまない。妹は少し臆おく病びようなところがあってな」



    

  
    
      　苦笑して、絶津は再び自分の後ろに隠かくれてしまった妹の頭を撫でる。

「いや、今のはクギトが悪い」

「なんで!?　オレは最大限の努力をしたぞ!?」

「クギト、世の中には無駄という言葉があってな……」

「遠まわしに全すべてを水すい泡ほうに帰したなてめえ」

　オレは嘆たん息そくして、腕うでを組んだまま、ヒカルに言う。

「おい。オレは子どもが苦手だし、対応の仕方も分からないからこの通りぶっきらぼうだ。そこは勘かん弁べんしてくれ。後、生来のせいか顔も怒っているように見えるけど、どっちかと言えば冷静な方だから、安心しろ」

「治すつもりはないのか？　ぶっきらぼうなところを」

　絶津が問うので、肩かたを竦める。

「治せるなら、とっくに好青年で評判になってるよ」

　確かにそうだ、と絶津がくすりと笑った。ヒカルはオレをしばらく見つめていたが、やがて絶津の後ろからおずおずと出てきて、前に立った。少しの間躊躇ためらうようにした後、そっと、手を差し出す。

「…………」

　オレは思わず桐崎を見た。奴は頷いて、うながす。オレは、ゆっくりと手を伸ばした。出来るだけ力を入れずにヒカルの手を握にぎり、軽く振る。離すと、ヒカルは嬉うれしそうに笑った。

　桐崎が、満足そうに顎あごを引く。

「よし。どうやら、仲直り出来たようだな」

「別に喧けん嘩かしてねえよ」

「そうか。一方的な脅しだったな」

「お前はどうしてもオレを悪人にしたいようだな……」

　絶津が、オレと桐崎の会話が一いつ旦たん終わるのを待ってから、口を開いた。

「君たちは、他ほかの島から来たのか？」

「いや、この島に旅館とってるよ。商店街のクジで旅行が当たってな」

　オレがそう答えると、何な故ぜか絶津は、「そうか……」と言ったまま口をつぐんでしまった。なにがまずいことでも言ったかなと思いつつ、今度はオレの方から問う。ずっと気になってたことだ。

「あんたらは何しに来たんだ？　服装を見たとこ、観光客じゃないみたいだけど」

「ああ、確かに観光客ではないな」

　頷いて、絶津が言った。

「少し用事があってな」

「こんな辺へん鄙ぴな島に？」

「ああ」

「……なんでまた」

「恒例行事だよ。【祭り】がある」

　祭り？　オレは、口の中でその単語を転がして、呟く。ほんの少し、また絶津の後ろに居たヒカルが、絶津の服の裾を掴む手を強めたような気がしたが、錯さつ覚かくだろうか。オレは言う。

「そんなもん、この島にあんのか？」

「身内だけでやっている極ごく々ごく小さなものだから、君が知らないのも無理はない」

「それは一いつ般ぱん人じんでも参加出来るものか？」

　桐崎が、興味深そうに尋ねた。しかし、絶津は首を振る。

「あまりお勧すすめはしないな。面白くないのは勿もち論ろん、こちら側は間ま違ちがいなく君たちを歓かん迎げいしないだろう」

「そうか……」

　残念そうに肩を落とす桐崎の代わりに、オレが問うた。

「なに、絶津って、この島の出身か？」

「違ちがうよ。元々この島は無人島だったからね。だが、まあ、関係がなくはない」

　妙みような言い方だな。奥おく歯ばに物が挟はさまったような、というか。まあいい。

「……さて」

　絶津はちらりと手首の辺りに目を落とした。腕うで時ど計けいが嵌はめられている。

「すまない。そろそろ私たちは失礼したいと思うのだが」

「あ、ああ。急ぐのか？」

「特にそういうわけではないのだが……」

　その時だった。

「あの、じゃあ、せっかくだから一緒に遊びませんか？」

　オレの後ろで声がした。

「なんだりん、起きてたのか」

　声をかけると、りんは照れくさそうに笑った。

「ごめんね。今さっき目を覚ましたんだけど……」

「じゃあさっさと降りてくれよ。重いんだからよ」

「お、重くないよう」

「後いつまでもお前の尻しり掴つかんでるってのもどうかと思うんだよ」

「ひ、ひぁ!?」

　驚いたように飛び跳はねたので、りんはそのまま、砂浜に転がってしまった。

「……なにしてんだよお前」

「な、なんでもない」

　頬を朱しゆに染めながら立ち上がると、りんはオレの横へとやってきて、頭を下げた。

「初めまして、久遠りんです」

「あ、ああ。こちらこそ初めまして。絶津夜宵という。……傷は大だい丈じよ夫うぶかな？」

　絶津の気き遣づかいにりんは笑い、「大したことないですよ。それより絶津さんたちが無事でよかったです」と言った。そしてしゃがみこむと、絶津の背後に隠れているヒカルへ向けて、にっこりと笑った。

「初めまして、ヒカルちゃん。よろしくね」

　たったそれだけのことなのに、ヒカルは、何度かまばたきした後、「は、はい」と呆ほうけたように頷うなずいた。

「可か愛わいいね。いくつ？」

「十歳さいです……」

「恐かったよね。大丈夫だった？」

「はい。あの、でも、お姉ちゃんが居たから」

「お姉ちゃん、強そうだもんね。カッコいいね」

「はい。お姉ちゃん、とってもカッコいいんです」

「お姉ちゃん、好き？」

「……はい」

　照れくさそうにそう言ったヒカルに、もう警けい戒かい心しんはどこにもない。りんはにこにこしながら、ヒカルの頭を優やさしく撫でていた。……うーむ、わずか数秒で陥かん落らく。恐るべし。

「ところで、久遠くん、遊ぶとは？」

　絶津の問いかけに、りんは立ち上がり、「はい！」と得意のスマイルを作った。

「あの、わたしたち三人、海でどうやって遊ぼうかなーって考えてたんですけど、いい案が思おもい浮かばなくて。ビーチバレーやるのには人数が足りないし。でも絶津さんたちが居れば出来るなって思ったんです」

「……私たちが？　ビーチバレーを？」

　さすがに驚いたように目を丸くする絶津へ、りんは小首を傾げた。

「ダメですか？」

「いや、私は構わないが……。君たちはいいのか？」

「いいって、どういうことですか？」

「自分で言うのもなんだが、私たちは素すじ性よう不明の輩だ。今は無害を装よそおっているが、これ以降もそのままであるとは限らない。それを踏ふまえて、それでもいいのかと訊きいているんだが……」

「……？　絶津さん、不思議なこと言いますね」

　腕を組んで考え込むように唸っていたりんは、何かを思いついたように「あ、そうだ」と手を叩いた。

「絶津さん、手出してください」

「……？　手？　こうか？」

　すっと差し出した手を、りんは握って、何回か振った。

「はい、これでオッケーです」

「なにがだ？」

　意味が分からないといった表情を見せる絶津。りんは言った。

「握あく手しゆって、自分は味方だって示す方法ですよね。だって、そのまま掴まれて何をされるか分からないですし。でも、絶津さんは何もしなかった。それじゃあ、もう、わたしたちは友達だってことです。友達なら、遊んでもいいですよね？」

　その台詞せりふに、絶津は目を何度かしばたたかせた。その後、オレたちの方へ視線をやる。

「……君たちはいいのか？」

「久遠がそう言ったなら、それでいいんだろうよ」

　オレが肩を竦めると、桐崎も頷いた。

「私たちに問題はありません」

　そのまま、絶津は何度もりんと、オレたちを見比べるようにしていたが、やがて吹ふき出すと、表情を緩めた。

「やはり君たちは、変わっている」

　りんがヒカルに言った。

「ヒカルちゃん、お姉ちゃんたちと遊んでくれる？　いや？」

　ヒカルは、少し困ったように、絶津を見上げた。彼かの女じよは、そんな妹に対して、微びし笑ようを浮かべる。

「ヒカルの好きにすればいい」

　その言葉に、ヒカルはわずかに躊躇うような素そ振ぶりを見せたが──やがて、にっこりと笑って頷いた。

「はい！」

「よし、決まり！」

　りんは嬉しそうに、ヒカルの手を握って振る。

「わたしたちも、友達だね、ヒカルちゃん！」

「お友達……」

「よかったな、ヒカル」

　腰こしを落とし、視線を合わせながら、絶津が言った。

「友人が出来たな。もう、私と二人だけで遊ばなくてもいいぞ」

「……うん。でもワタシ、お姉ちゃんと一緒に遊ぶのも好きだよ」

「そうか。ありがとう。……ヒカルはいい子だな」

　そのまま、微笑んで、絶津はヒカルの頭を撫でていた。

　そこで、オレは気づく。

　先ほど感じた、デジャヴのようなものの正体が、なんなのか。

　絶津がヒカルと喋しやべる時、いちいちしゃがみこむその仕草。

　それは、オレがまだ小さい頃ころに、姉さんがしていたものと一緒だったのだ。

　その頃は、姉さんはオレよりずっと大きくて、喋ろうとすると必ず見上げなければならなかった。

　だが、姉さんはオレが話しかけると、すぐに背を屈かがめ、視線を合わせてくれた。それが子ども扱あつかいされているようでオレは不満だったのだが、今なら分かる。

　子どもは等しく全てが大きく見える。そして、自分を遥はるかに超こえたものというのは、時に不安を呼び寄せるのだ。人が高いビルを仰あおいだ時、わずかな恐きよ怖うふを覚えるのと同じように。

　だから姉さんは、オレと同じ高さになって、話を聞いてくれた。オレを安心させるために。自分だけはお前の味方だから、と言い聞かせるように。それは、相手を愛いとおしく思う感情がさせる当然の行為だったのだろう。

　絶津とヒカルは、一見すると正反対で、姉妹と言われなければ何故二人一緒に居いるのか分からなかっただろう。

　だがそれでも、そこには確かな信しん頼らい関係が築かれているように思えた。

　……いつからだったかな。オレが姉さんを見下ろすようになったのは。

　忘れかけた記き憶おくを、うすぼやけたそれを、オレは手た繰ぐり寄よせるように思い出していた。



　高くボールが跳ねる。

　ヒカルがおぼつかない足取りでどうにかトスをすると、それを受け取った絶津が軽かろやかな動きでスパイクした。かなりの強さだが、対たい抗こうするように、桐崎が砂すな埃ぼこりを上げて滑すべり込み、どうにかレシーブする。が、りんが慌あわてながら打った一いち撃げきは、簡単に絶津にブロックされてしまった。

　……しかし、とふと思う。ビーチバレーほど、無防備なスポーツはない。水着姿であることはもちろん、スパイクの際に跳とび上あがれば揺れるものは揺れるし、何よりボールをトスする時にどうしても両りよう腕うでを合わせるようにしてしまうため、女性の場合、自然と胸を寄せて上げる姿勢になってしまうのである。さっきから桐崎がいちいち煽情的なポーズになっているのを、とりあえず視界に入れながらも注目しないよう気をつけている。りんの場合は、悲しいかなその恐おそれはないが、問題は絶津だ。普ふ段だんの服装からは分からないが、トスをする瞬しゆ間んかんだけ急に双そう丘きゆうが盛り上がって目立つようになる。あれか、いわゆる隠れ巨乳。

　……まあ、だからなんだって話なんだが。さっきからひたすら益やく体たいもないことを考えているのは、ようするにオレがゲームに参加していないので暇であるということである。平常時からこんなことばっかりで頭を一いつ杯ぱいにしているわけではない。と思う、多分。

　そうこうしている内に、試合は終しゆう了りようしたようだった。

　りんとヒカルは息を切らしながら、それでも互たがいの健けん闘とうを称たたえた。桐崎と絶津は、無言で微笑みながら会え釈しやくする。

　オレは大木の陰かげで休みながらその光景を眺ながめていた。相変わらずの暑さだが、それでも直射日光がなければ少しはマシになる。

　りんと桐崎、絶津の三人は何事か語らっていた。ヒカルは会話には参加せず三人を見上げていたが、不意にこちらを向いた。じっとオレと目を合わせる。

「……なんだ？」

　どう反応していいか分からず、とりあえず軽く手を振っておいた。ヒカルはその仕草に、しばらく戸と惑まどうよう、絶津とオレの方を交こう互ごに見ていたが、やがて思い切ったように頷いた。ゆっくりと、こちらへ歩き始める。

　オレの前まで来ると、小首を傾げて問うた。

「えっと……お兄ちゃん、一緒に遊ばないの？」

「オレのことは気にするな」

「ビーチバレー、嫌きらいですか？」

「嫌いというより、苦手なんだ」

　苦くし笑ようすると、ヒカルは不思議そうな顔をする。

「どうして？」

「あー。……なんつったらいいのか。まあ、アレだ。歳をとると、だんだんとはしゃぎ辛づらくなってくるもんなんだよ。分かるか？」

「うーん。分かりません」

　だよなあ。オレは子ども相手になに言ってんだか。

「じゃ、恥はずかしいってことにしといてくれ」

「皆みんなと遊ぶの、恥ずかしい？」

「そういうことだ」

「どうして？」

「……えーと」

　うわー。これか。姉さんに聞いてた、お子様の「どうして？」攻撃。

「……、ま、大きくなれば分かるよ」

　究極の逃にげ口ぐちである。

「ワタシ、もう大きいよ。色々と我が慢まんできるもの」

「へえ。例えば？」

「晩ご飯の前にお菓か子しは食べないし、遅おそくまで起きていないし」

「そりゃすごい」

　オレが言うと、少し得意げに、ヒカルは微笑んだ。

　しばらくそのまま沈ちん黙もくが続いたが、ヒカルは去る様子を見せない。

「……オレになんか用か？」

　尋ねると、目をしばたたかせて、ヒカルが言った。

「えっと……。あの、隣となりに座すわって、いいですか？」

「別にいいけど」

　許可を出すと、少し躊躇うような素振りを見せたものの、やがて思い切ったようにオレの隣へ腰を下ろす。もじもじとしていたが、ヒカルはオレの方を見上げて笑った。

「……エヘヘ」

「お前、オレが恐こわくないのか？」

　思わず質問してみる。生まれてこの方、子どもと触ふれ合ったことはそう多くないが、総じて好かれたという覚えがない。電車なんかで目が合えば大たい抵ていが泣なき叫ぶか、怯おびえたように後ずさるか、母親に助けを求めにいくかだ。

「恐い？　どうしてですか？」

　オレは無言で自分の顔を指差した。

「さっきは恐がってただろ、お前」

「あ……うん。ごめんなさい」

「いや、別に謝る必要はねえけどよ」

　苦笑するオレへ、ヒカルは「でもね」と続けた。

「お兄ちゃんは、目が恐くなかったよ。だから、大丈夫だと思ったんです」

「目？」

「目の中。お姉ちゃんが言ってたんです。目の前に居る人が、どんな人なのか知りたければ、瞳ひとみをよく見ろって。心が落ち着けば、大丈夫、見た目がどうでも、危害は加えないんだって」

　へえ。本当かどうかは別として、中々深い言葉だな。

「姉ちゃん、いいこと言うな」

「はい。お姉ちゃんは、すごいです。ワタシに色々と教えてくれるんです。算数とか、漢字とか、理科とか……」

　そうか、と答えて、オレは引っかかりを覚えた。

「……あれ？　ヒカルお前、学校は行ってないのか？」

「行ってません」

「なんで？」最近の小学校がどうかは知らんが、まだ義務教育の制度は続けられているはずだ。そういえば、と尋ねる。

「ヒカルの父親とか、母親はどうしてるんだ？　島に居るのか？」

「…………」

　黙だまりこんでしまった。なにか不ま味ずいことでも訊いてしまったのだろうか。

「お父さんと、お母さんは、居ません。小さい頃に、死んだから」

「……そうか。悪かったな」

「ううん」首を振り、ヒカルは胸に手を当てた。目を閉じ、感じ入るように言う。「……ワタシには、お姉ちゃんがいるから」

「姉ちゃん、好きか？」

「はい。大好きです」

　臆おく面めんもなく、迷うこともなく。素す直なおに誰かを好きだと言えるのは、子どものいいところだろうと思う。中ちゆ途うと半はん端ぱに歳をとれば、中途半端にプライドが出来る。その他にも様々な感情が絡からんで、気軽に愛情を伝えられなくなる。大人なるというのは、損なことも多い。

　オレが姉さんを好きだ好きだと言っていたのはいくつの頃までだったかな、と考えながら、ヒカルを眺めていた。足元の砂を集めて山にしている。特に意味もないのだろう。オレもよくやったな、などと思っている内、ふと質問した。

「なあ、ヒカル」

「はい？」

「その服、暑くないのか？」

　指を差す。ヒカルの着ているワンピースは、生き地じは薄うすいが長なが袖そでの上、足首までの長さがある。この気温では辛いだろう。

　オレとしては、「はい。暑いです。でもこの服好きだから」とか、そういうありきたりな答えが返ってくるものだと思っていた。しかしヒカルは、ぴたりと動きを止めてしまった。そのまま、やけに思いつめた顔で、砂で出来た山を見つめる。

「……ヒカル？　どうした？」

「あ──ううん。なんでもないです」

　慌てたように表情を取とり繕つくろい、しかし視線はそのままで、ヒカルは言った。

「ワタシ、肌はだが荒あれてて。あんまり誰かに見られたくないの」

「ああ、そうなのか」

　またしても、不ぶし躾つけな質問をしてしまったようだ。オレは少し気を遣うことを覚えた方がいいのかもしれない。ヒカルが、こちらを向く。

「お兄ちゃん、さっきは助けてくれて、ありがとうございました」

「いや、オレは別にお前らを助けたわけじゃないんだよ。だから礼なら、りんに言ってやってくれ」

「お姉ちゃんにはさっき言いました。だから今度はお兄ちゃんです」

「だからオレはいいって」

「ダメだよ。私のお姉ちゃんが、誰かに助けて貰もらったら必ずお礼を言いなさい、って言ってたから」

「……じゃ、ま、素直に受け取っとくよ」

「はい。ありがとうございました」

　にこにことして、頭を下げる。オレは苦笑して、空を仰いだ。やっぱり、どうにも子どもは苦手だ。性しよ根うねがひねくれているからかもしれない。だが、珍めずらしくいい子だとは思う。最近のガキはろくなもんじゃないと思っていただけに意外だった。こういう奴こそ、希望に満みち溢あふれた人生を送るべきだ。

「あ、鳥だ」

　不意に、ヒカルがそう言った。確かに、青空を切きり裂さくように一匹ぴきの鳥が飛んでいく。

「鳥、好きか？」

「うん。色んなところへ、飛んでいけるから」

　あれは渡わたり鳥どりではなくこの島に住んでいるやつだろうから、多分そうあちこちへは行けない──とはさすがに言わなかった。それくらいの分別はある。

「でも、鳥には鳥の苦労があると思うぜ」

　天敵に襲おそわれる恐怖。いつ落ちるかもしれないという不安。逆に鳥からすれば、安全に地に足をつけて生きられるオレたちこそが、羨うらやましいのかもしれない。

「……それでも」

　ふと、ヒカルが、呟つぶやいた。

「それでも、飛んでいけば、今居る場所よりもっといいところが見つかるかもしれないから。ワタシ、鳥になりたいなぁ……」

　ただ、漠ばく然ぜんとそう思うのではなく。まるで、強く願うかのようなその言葉に、オレは眉を顰ひそめる。だが、詳しよ細うさいを問うより前に、

「ヒカル、もうそろそろ帰ろうか？」

　いつのまにか歩み寄っていた絶津が、そう尋たずねた。

「……ううん。もうちょっとだけ」

「あまり遅くなってもいけないぞ」

「分かった。後ちょっとだけ、遊んでくる」

　そう言って立ち上がると、ヒカルは「お兄ちゃん、さようなら」と丁てい寧ねいに頭を下げた。手を振ふると、頷いて、向こうの方へ駆かけていく。りんと桐崎が、ヒカルを迎むかえ入いれる。彼女は嬉しげに近寄っていった。

　しばらくして、りんとヒカル、桐崎は今度、どれだけパスを続けられるかのラリーをすることにしたようだ。また、ボールが跳ねる。

「君は参加しないのか？」

　絶津に問われて、オレは苦笑した。姉妹で同じことを訊きやがる。

「苦手なんだよ」

「恥ずかしいの間違いじゃないか？」

「じゃ、恥ずかしいから苦手って言っとく」

「なるほど」

　わずか片口を上げた後、絶津は言った。

「隣、座っても構わないか？」

「別に問題ないんじゃないか」

軽く顎を引き、「失礼」と断りを入れてから、絶津はオレの隣に腰を下ろした。

「ヒカルもそうだし、会った時から思ってたんだが、あんたの服装、暑くないのか？」

「心しん頭とうを滅めつ却きやくすれば火もまた涼すずしという諺ことわざを知らないか？」

「それって、金がない奴やつの言い訳だと思ってたよ」

「つまりはそういうことだ」

　涼しい顔で言ったので分からなかったが、どうやら冗じよ談うだんだったようだ。笑った方がいいのかどうなのか困こん惑わくしていると、絶津は片口を上げた。

「今は仕事中だからな。これは制服のようなものだ」

「……仕事？」

「そうだ。その合間に休きゆ憩うけいを貰い、ヒカルを連れて島を回っていた」

「あんた、祭りに参加してるんじゃなかったか」

「そうだ」

「祭りで仕事？」それでその格好？「……あんた、職業はなんなんだ？」

「さて、なんだろうな。当ててみるといい」

　オレは鼻頭に指を当て、少し唸った。

「……分からん」

「答えを放ほう棄きするのは良くない。問題を曖あい昧まいなままにすると、後々苦しむことになる」

　随ずい分ぶんおおげさなこと言うな。オレは改めてしばらく考えてみたが、やはり分からなかった。降参、と言うように両手を上げる。

「教えてくれよ」

「あまり一いつ般ぱん的てきではない、とだけ伝えておく。後は知らない方がいいだろう」

　教えたくない、じゃなくて知らない方がいい、か……。奇きみ妙ように引っかかる言い方だ。

「ところで、狗斗くん」

「あの」

「……どうした？」

「細かいこと言うようで申し訳ないんだが、下の名前で呼ぶのやめてくれねえか？」

「なにか理由でも？」

「ちょっとした訳があってな。あんまり好きじゃないんだ」

　オレの名前をつけたのは、父親だ。オレを産んだ後に母親が亡なくなり、途と端たんに暴力を振るうようになった最低な男の考えた名が、オレのことを指していると思うだけで気が滅め入いる。

「なるほど。わかった」

「……何も訊かないのか？」

「私が何も教えないのに、君だけ言えというのは卑ひき怯ようだろう」

　微び苦くし笑ようする絶津に、それもそうか、とオレも同じ仕草で返した。

「で、なんだよ」

「いや──」と、絶津は前方を見つめた。遊びの内容が変わったのか、波と戯たわむれながらビーチボールをぶつけ合っている三人を眺めて言う。

「彼女のことだが」

「久遠か？」

「いや、もう一人の。桐崎くん、だったか──」

「……桐崎が、なにか？」

　片かた膝ひざを立て、そこに肘ひじを乗せたまま、絶津は呟いた。

「──彼女は、普ふ通つうの人間とは違う生き方をしてきたようだな」

「…………」

　オレは一いつし瞬ゆん息を呑のみ、どう返そうかと迷った。しばらく考えた後に尋ねる。

「……なんでそう思う？」

「先刻、あの男たちを止めた時の体の動き。あれは、一般的な女性では到とう底てい無理な芸当だ。明らかに何かの武術を嗜たしなんでいるか、もしくは天性に拠よるものだろう」

「でも、だからって、普通の人間とは違うってわけじゃねえだろ？」

「たとえ才能があっても、それを活いかす場がなければ意味を持たない。桐崎くんの場合、自らの肉体を鍛きたえ上げる何かの理由があったように思える」

　実に鋭するどい指し摘てきだった。桐崎は、【午前零時の殺人鬼】だ。自らの欲求を叶かなえるため、対人的な戦い方を学ぶ必要はあっただろう。

　黙っているオレを見て、絶津が微笑む。

「そして君は、彼女がそんな生き方を歩む理由について知っている。……違うか？」

「どうして、そんなことを──」

「私が先ほど、桐崎くんのことを指摘した時、君は『どうしてそう思う？』と尋ねた。何も知らないなら、『どういうことだ？』と訊くだろう。それがまず一つ」

　……確かにそうだ。我ながら失敗だったか。

「二つ目は、君は私の言葉に動どう揺ようしていた」

「してねえ、と思うんだが」

「傍はた目めにはな」

　また視線を外し、絶津は遠くを見み据すえた。

「だが、若じや干つかんながら動どう悸きの乱れがあり、顔面の筋肉に変化があった。体も緊張に引ひき締しまっている」

「……あんた、何者なんだ？」

　今度は、本気で知りたくなった。絶津が答える。

「只ただ者ものではない、とだけ言っておこう」

「あんた、顔に似合わず結構ジョーク飛ばすのな……」

「褒ほめられているなら、礼を述べよう」

　褒めてるわけじゃねえんだが。いやまあ、別にけなしているわけでもないが。

「後、三つ目。それほど多くを見たわけではないが、桐崎くんは常に周囲に対して警戒心を持っているように思えるな」

「そうか？　そんな風には見えないが」

「警戒心と言っても、恐がっているというわけじゃない。ある一定の距きよ離り以上に相手を近づけないというような、いわば壁かべのようなものだ」

「……それが、どうかしたか？」

「だが不思議なことに、君の隣に居る時だけ、それが揺ゆらぐ。まったくの無防備になる。安心しきっている。……以上、私が彼女と君が特別な関係であると推測した理由だ」

　なるほどねえ。本当かどうかは分からないところもあるが、あながち間違ってもいないとは思う。って、そういや同じようなこと、前にりんも言ってたな。……あいつも何なに気げにすごいのか？

「もし私の考えが当たっているのなら、桐崎くんは運がいいな」

「なんで？」

「警戒心を全くなくして隣に置ける相手というのは、そう多くない。人生に於おいて、一人も出会わないという可能性もある。彼女は君と出会ったことで、救われている部分も多くあるだろう」

「……だといいんだけどな」

「大切にしてやりなさい」

　オレが大切にされてないんだけどな。あいつに。

「でも、そういうあんただって、運がいいじゃねえか」

「ほう？」

「ヒカルみたいな子が妹で。ヒカルだって、あんたみたいな姉さんが居るのは幸せだ」

「…………」

　何故か沈黙した絶津は、消え入るような小さい声で言った。

「……そう、なのかな」

「そうだろ。分かるんだよな。オレも姉さんが居るから。あんた、あの子のこと大事にしてるだろ」

「ああ。何よりもな」

「独りってのは気楽だし、相手のことを何も考えずに居られるって強みもある。でも、誰かが隣にいるってのも、まあ、そう悪いもんじゃない。一人の時に手に入らなかったものがあったりする。オレはそう思う。……いや、そう思うようにしてるのかね、最近」

「……なるほど」

　わずかに笑みを漏もらし、しかし、絶津は唇くちびるを引き締めた。

「だが、覚えていた方がいい、乃出くん」

「なんだよ」

「大切なものを手に入れる強さを持つということは、同時にそれを失うことを恐れる弱さを持つということだ。桐崎くんは過か酷こくな人生を経へて、君という存在と出会えたかもしれない。それは彼女の希望になっただろう。だがいずれ、彼女にとって大事な何かを、捨てる時が来るかもしれない。彼女の生き方が普通とは違う故ゆえに」

「……何か？」

「君との関係であるかもしれないし、信頼という目に見えないものであるかもしれない。あるいは、それは、君そのものという可能性もある。その時桐崎くんは、そのことに怯え、向かうべき問題から逃げることを考えることがあるかもしれない」

　ゆっくりと立ち上がり、絶津は目を細めた。瞳は、その先にある、ヒカルを映している。

「命には形がある。鋳い型がたのごとく初めからその人間自身のものとして決まった形が。それは何をしても歪ゆがまず、崩くずれず、壊こわれることもない。人は時に、そのことを恐れる。無理やりに形を変えようとする。しかしその行こう為いは、いずれ芯しんの部分に亀き裂れつを入れ、そのものを砕くだいてしまう」

　命の形──。聞き慣れない言葉を使い、絶津は言った。

「肝かん心じんなのは受け入れること。それを、あるがままと承しよ諾うだくすることだ」

「……そういうの、諦あきらめって言うんじゃねえか？」

「諦めは選択が残っている場合にやることだ。最初から一つしかないなら、従う他はない。失うものがあったとしても、命の形を保ち続けようとすること。それが歩むと決めた道を外さぬ最大にして唯ゆい一いつの法だ」

　そしてオレを、真まっ直すぐと見つめた。

「その時が来たら、君はそのことを彼女に教えてやって欲ほしい。希望は依い存ぞんではない。生きようと思うきっかけでしかないんだ」

　少しだけ笑い、

「……君と彼女が幸せで居られることを祈いのっているよ」

「ありがたいけどな」

　苦笑して、オレは言った。

「せいぜい、その時が来ないことをオレは祈るよ」

「尤もつともだな」

　と、絶津は笑った。

どこかその表情に陰があるように思えたのは、オレの気のせいだったのだろうか。

　空と海は青く。世界はオレの半径数キロの範はん囲い内ないで平和だ。

　桐崎は、笑っていた。

　いつかオレの前だけではなく、誰だれを相手にしても、あいつは心から笑えるようになるだろうか。

　そしてそのことを、桐崎自身は望んでいるのだろうか。

　ふと、そんなことを考えた。



　静かな夜だった。どこからか、虫の音だけ聞こえてくる。人家のまるでないこの島では、明かりもほとんどない。そのせいか、まるでタールのような黒く濃のう厚こうな闇やみが、外の世界を包つつみ込んでいた。

　オレたちは、旅館の自分たちにあてがわれた部屋に居る。

　桐崎は、荷物を整理するために先ほどから自分の鞄かばんをごそごそやっていた。オレは、テーブルについて日本茶を啜すすっている。

　……さて。

　夕飯も食べ終え──質素なメニューであったものの、結構な美う味まさだった──暇ひまな時間がやってくる。何をしたものかと、オレはぼんやりと考えていた。

　そこでふと、あることを思い出だす。

「なあ、桐崎」

「なんだ？」

「この島ってよ、怪かい談だんがあるんだって。なんか、夜中に女の悲鳴が聞こえるらしいぜ」

　どずん、と音がした。

　桐崎がすっ転んで、鞄に頭を突っ込んでいた。

「……なにしてんだお前」

「なんでもない」

　すぐにそう返答する。いや、なんでもないことないだろ、とオレはつっこもうと口を開いた。が、桐埼はそれを遮さえぎるように、振り返かえってこちらに近付くと、腰を下ろした。

「……ところで、クギト」

「ん？　どうかしたか」

「少し話したいことがある」

　そう、真ま面じ目めな顔で前置きして、桐崎が言った。

「昼間に会った、姉妹のことだ」

「あいつらがどうかしたか」

「正しく言えば、絶津夜宵の方だ」

　姉の方か。オレが片眉まゆを上げて先をうながすと、桐崎が頷いた。

「彼女は私の見たところ、ただの観光客ではない」

「どこらへんが？」

　桐崎の分を淹いれ、茶を渡す。会釈して湯のみに口をつけた後、桐崎が言った。

「外見はどうということはない。が──あのナンパ男たちが私たちの方に襲いかかろうとした時があっただろう」

「ああ」

「あの瞬間、私が動いたのには、訳がある」

「……訳？」

　湯飲みをテーブルへ置き、桐崎は吊つり気味の目を細めて言った。

「あの時、絶津夜宵から殺気のようなものが感じ取れた気がした」

「……嘘うそだろ？」

「勿もち論ろん、錯さつ覚かくである可能性もある。だが、考えるより先に体が動いた。あのままにしておけば、どうなっていたか分からないと思ってな」

　うーむ。オレは思わず首を傾かしげてしまう。どうにも信じ難がたい。

「まあ、怪あやしいところがあるのは確かだけどよ。服装といい、荷物も持たずに妹とこんな島に居ることといい」

「うむ。素性が知れないから警けい戒かいすべきとまでは言わんが」

「確かに、気になることは気になるけどな……」

　オレは短く息をつく。

「かと言って、もう、どうしようもないだろ？　泊とまってるところも教えてもらえなかったし、宿の女お将かみに聞いてもあいつらのこと知らないって言うしよ」

　恒こう例れい行事と言う程ほどにしょっちゅう来ている癖くせに、島の住民であいつらのことを知ってる奴はいなかった。そこも、変と言えば変だが、手がかりがない以上は探しようもない。

「明日も会えるかどうか分からねえし、関かかわるのは無理そうだぜ」

「それはまあ、そうなのだが……。……そういえば貴様、絶津と何か話をしていたな」

「ああ」

「なにを話していたんだ？」

「別になんでもいいだろ」

　軽くそう答えると、桐崎は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「……私に話せないことか？」

「なんだよ。絡むなよ。また拗すねてんのかよ」

「っ！　だから！　あ、あの時もこの間もさっきも、拗ねてないと言ってるだろう！」

　机をばんっと叩たたき、顔を赤くしながら主張する桐崎。

「き、貴様はそうやって昔の傷を掘ほり返して、ぐじぐじといつまで私を虐いじめれば気が済む！　さては相当のサドだな!?」

「まさかお前にサドって言われる日が来るとは思わなかったよ。このアルティメットサドフォームが」

「何かの究極形みたいに呼ぶな！」

　桐崎がオレを睨にらみつけながら、勢いよく身を乗り出した。

「大体に於いて貴様という男は──うわっ！」

　その拍ひよ子うしに、湯飲みが倒たおれてお茶がこぼれる。

「おわっ、お前、なにしてんだよ」

「す、すまん。少し慌てて……」

　慌ててティッシュをとろうとオレの方へ手を伸のばし、桐崎は、「あっ！」と声を上げた。

　このバカッ、と言う暇もなく、バランスを崩した桐崎が、こっちへ倒れてくる。

　どうにか受け止めたが、重さに耐たえ切れず、そのままオレは後ろへ仰あお向むけになった。その上に、桐崎が乗ってくる。

「…………」

「…………」

　体と体が密着した状態で、しばしの沈黙が降りた。桐崎の鼓こ動どうさえ、聞こえてくるような気がする。互いに息を殺しながら、何も言わずに見つめ合った。な、なんだこの状じよう況きよう。物もの凄すごく恥ずかしいんだけど。誰かどうにかして欲しいんだけど！　ラブコメみたいなんですけど！

「……おい、桐崎？」

　やがて、思わず目を逸そらしていた桐崎が、頬ほおを染めながら徐じよ々じよにオレの方へ視線をやってくる。

「……な、なあ、クギト」

「なんだよ」

　互いの鼓動の音までが聞こえてくるようだ。桐崎は、自分の想おもいに耐え切れなくなったかのように、耳まで真っ赤にして言った。

「──ザ、ザクっと、やってもいい？」

「だからっ！」

　スカートをまくってナイフを抜ぬき取ろうとする桐崎の手を止め、オレは言った。

「もっと他に言うべき台詞があるだろお前は！」

「だ、だって！　ブスリとやるとか!?」

「擬ぎ音おん!?　擬音の問題!?」

　どうにか拘こう束そくから逃のがれようとする桐崎を必死で押おさえつけるオレ。

「だ、だって、なんかドキドキしたんだぞ!?　ドキドキしたら刺さしたくなるだろう、乙おと女めとして！」

「お前は乙女って言葉の意味を調べた上、三百回くらい書き取りしろ！」

「やだあ、刺させてぇ、刺したいぃ！」

「おお!?　だだっ子か!?　どんどん芸の幅はばが広がるなお前は！」

　そのままじたばたと暴れまわる中、段々とオレの手の力が弱まっていく。相変わらず常識外れの力だ。

「刺させてくれクギト、パンツ見せてあげるから！」

「嫌いやんなるくらい見てるわお前のクマパンツなんか！　お前はもっとパンチラってもんの意味を学べ！」

「じゃあおっぱい！」

「そういう次元の話じゃ──」

　まずい、と思ったオレは、反動を活かして、一いつ旦たん振ふり切った桐崎の体を──

「ねえんだよっ！」

　ぶん投げた。

　そのまま「あー」と言いながら飛んでいき、桐崎は壁にぶち当たる。どすん、と音がして転がり落ちた。よし今だ！　りんの部屋に避ひ難なん！

　が、部屋のドアまで走ったところで、がしりと肩かたを掴つかまれた。

「ひいいい！」

こいつまじで人じゃねえ。そのまま、無理やり前を向かされる。

「さあ大人しくしろクギト。私の欲求は爆ばく発はつ寸前だ。フフ……恋こいする乙女の導火線、点火したのは貴様だ」

　やべー、爆ばく弾だんは爆弾でも核かくのスイッチ押しちまったよ、オレ。

　じりじりと迫せまる桐崎に、逃げるオレ。が、やがて背中は硬かたい壁に当たる。その瞬間、獣けもののように桐崎が襲いかかってきた。

「ぐわ！」

　両腕を押さえると、腹の上に座る。足はかろうじて自由だが、ばたつかせたところでどうしようもなかった。口にナイフを咥くわえ、桐崎は淫いん靡びな笑えみを浮うかべる。とろけるような眼まな差ざしに、熱があるように紅潮した肌。片手で押さえながらナイフを抜くと、舌でゆっくりと唇を舐なめた。喩たとえるなら、餌えさを目の前にした蛇へびだ。完全にヤる気と言える。って冷静に言ってる場合じゃねえだろ、オレ。

　桐崎は、何な故ぜか片手で器用に服を脱ぬいだ。ぎょっとしたが、中は今日の昼に見た水着姿だった。伸ばした手をオレの頬に当てると、桐崎がそっと囁ささやく。

「濡ぬれちゃうと、困るから……」

　とてつもなく変態的なセリフゥ──！

「お、おい、お前今日、何回興奮してんだよ。性欲旺おう盛せいもいい加減にしろ」

「そんな気にさせたのは、誰だ……？」

　オレ!?　オレの責任なの!?　明らかにお前が勝手に突つっ走ぱしってるんだけど！

　微笑を浮かべながら、ゆっくりと、露あらわになったオレの肌へ刃やいばを這はわせていく。ちくりとした痛みを与あたえながら、下腹部から胸にかけて一筋の赤い線が描えがかれた。恍こう惚こつとするように目を細め、桐崎はゆっくりと傷を撫なでる。痛みより何より先に、ぞわりとした感かん触しよくが伝わった。そして、ナイフの柄えを強く握にぎり、準備運動は終わりだとばかりに口こう端たんを上げる──。

　こ、これはまずい。非常にまずい。こいつがこういう状態になると、一時間以上に亘わたってオレを弄もてあそぶのは既すでに経験済みだった。遂ついに、一巻の終わりか──？　と思ったその瞬間だった。

　軽いノックの音がした。

「……っ！」

　まさか──

「だ、誰だ？」

「クギちゃーん？　わたし、久遠」

　天・使・降・臨。

「……ちょ、ちょっと待ってくれ。今開ける」

「うん、わかった」

　桐崎に視線をやる。物凄く残念な顔をしていた。が、スカートを跳はね上げると、ナイフを仕し舞まう。そして近くにある服を手にとって着込んだ。それを見て、ようやく安あん堵どの息をつき、オレは自分の服をとって立ち上がった。

　血がついていないかどうか確かめながら服を着ると、よろめきながら玄げん関かんまで辿たどり着つき、ドアを開く。

　りんが、不思議そうな顔をして立っていた。

「ねえクギちゃん、さっきから隣でどたんばたんいってたけど、どうかしたの？」

「なんでもない。ちょっとプロレスゴッコしてただけだ」

　なんか子どもにアレな行為を見られた親の言い訳のようだった。

「そう？　仲いいね」

「はははは」

はははは。

「……で、どうかしたか？」

「あ、うん。えっとね……」

　手を後ろで組み、上うわ目め遣づかいをする。そうして少しばかり躊ちゆ躇うちよした後、何かお願いでもするかのようなポーズで……りんは、こう言った。

「──肝きも試だめし、しない？」



　不意に、首筋が冷たい感触を覚えた。

　思わずその部分に手をやってみると、濡れている。どうやら、上から水すい滴てきが落ちてきたらしい。

　オレは、何となく懐かいち中ゆう電灯を上へ向けた。

　苔こけむしたレンガ造りの天てん井じようの一角を、光の輪が切り取っている。それは闇を照らすというより、わずかに残った場所を、徐々に暗黒が侵しん食しよくしていっているように見えた。

「……確かに雰ふん囲い気きはあるな」

　小声でさえも、静せい寂じやくの中ではよく通る。反はん響きようし、オレの言葉が幾いく重えにもこだました。三人分の足音が、やけに大きく鳴っている。

「この先だったはずなんだけどなあ」

　りんが、旅館から借りた懐中電灯をあちこちに向けながら、呟く。

「本当に居るのかよ、幽ゆう霊れいなんて」

　胡う散さんくささ百パーセントだと思うが。オレがそうぼやくと、りんは「わたしもネットで見ただけだからなあ」と答えた。

「この島、戦時中は兵器を作る工場が作られてたって言ったよね。その廃はい墟きよがあちこちにまだ残ってて、その一つから聞こえてくるんだって」

「嘘くせぇ」

「だって、何人も聞こえたって言ってる人がいるんだよ？」

「あのなあ、久遠」

　オレは、呆あきれたように肩を竦すくめた。

「そういうのは、大抵が『聞こえた気分』になってる奴らなんだよ。そういうサイトに書き込む奴ってのは、オカルト趣しゆ味みの奴が多いだろ？　だったら、否定するよりは肯こう定ていした方が面おも白しろいだろうが」

「……まあ、そうだけど」

　率そつ先せんして歩くりんに、オレは「しかし──」と話しかけた。

「意外だったな。お前にこういう趣味があるとは」

「うん？　うん」

　てっきり、怪談やこういった噂うわさ話ばなしは苦手なのかと思っていたが。オレでさえ不気味に思う場所なのに、平気な顔で進んでいく。

「幽霊とか、怖こわくないのか？」

「どうして？」

　振り返り、りんは首を傾げた。

「どうしてって……死んでるんだぜ？」

「うーん。……でも、ほら、元々はちゃんと生きてた人たちなんだし」

「そういう問題かあ？」何かがズレてる気がするんだが。「でもこう、血ち塗まみれだったりするだろ？　そういうのは？」

「早く治ちり療ようしてあげないとねえ」

「…………」

　そういえば、こいつは、こういう奴だった。でも、冷静になってみれば、下半身がないとか首だけだとか、確かにびっくりするが、どうして怖いのかと言われてみるとすぐに答えが出せない。インパクトを除けば、そこにあるのは『ただ首になった人』や『ただ腕うでや足がない人』であり、恐きよ怖うふに繋つながる明確な理由が見当たらないのだ。ただ本能的な部分で、人は霊れいに恐れを抱いだく。死は未知のものであるからだろうか。分からないこと、解明出来ないことに対して人は畏い怖ふの念を抱く。そういうことだろうか。

「どう思う？　桐崎。思えば、なんでオレたちは幽霊が怖いんだろうな？」

　適当に話題を振りながら隣を見た。が、桐崎は答えない。ただ前を見つめ、唇を真一文字に結んでいる。

「……桐崎？」

「……ん？　なんだ？」

　くるりと顔を向けて、桐崎は首を傾げる。その仕草はどこか不自然で、まるで糸で操あやつられたマリオネットのようだ。

「いや──お前、どうかしたか？」

「別に、どうもしないぞ。問題ない」

「そうか。だったらいいんだが」

　オレがそう言うと、「うむ。なんの不備も見当たらない。万ばん事じはオールオッケーだ」とわけの分からんことをほざきながら、再度前方に視線を移した。……やっぱ変だな。

「……そういやあ」とふと思いつき、言ってみる。「桐崎ってのはやっぱり好きなんだろうな？」

「なにがだ？」

「怪談とか」

「…………まあ」

「だろうと思った。いや、実はよ。姉さんから前に聞いた話があってな。警察ってのは場所が場所なのか、そういう噂うわさが結構あるみたいでよ」

「…………」

「なんでも資料室に夜一人で残ってると、どうにも誰かの気配がするような気がするんだと。でも探してみても、やっぱり自分以外は誰もいない。変だなあと思って再び作業に戻もどる。するとぽん、と肩を叩かれて、『探してるのは、わたし？』──くるりと振り返ると、そこには首を吊った女の死体が──」

「きぃ─────んッ！」

「あ、こら！」

　オレが話し終わらない内に、桐崎は奇き声せいと共に両手を上げて駆けていった。……なんだあいつ。壊れたか？

「どうしたの？　桐崎さん」

　りんが驚おどろいたように訊きくと、桐崎は平静を取り戻したように微笑ほほえんで、「なんでもありませんわ。ちょっと……」といつもの上品な仕草で返した。

「……うーむ」明らかにおかしい。まあいいけど。それよりも、尋ねなきゃいけないことがあった。

「ところで久遠」

「うーん？　なに？」

　オレは、懐中電灯を揺らしつつ近付き、りんに言った。

「なんで肝試しなんてしようと思ったんだ？」

「え？　えと、だから、わたしは怪談とかに興味があって──」

「おかしいじゃねえか。こういうイベントに繰くり出す奴ってのは、大たい抵ていが怖いもの見たさってのが普通だろ。でもお前さっき、幽霊は別に怖くないって言ったよな。なんで怖くもないもんを、わざわざ見に行く必要があるんだ？」

「……えっと」

　返答に困ったように、りんが眉まゆ根ねを寄せる。……図星か。どうにも妙みようだと思った。りんは、あまりこういうことをしたがる奴じゃない。たとえ相手が人ならざるモノだとしても、好こう奇き心しんからその場所を荒あらすような真ま似ねはしないだろう。

「お前さあ」

　オレは、少し前から考えていたことを、口にした。

「ひょっとして、噂が本当で、もし戦争中に苦しんだ奴がまださ迷っているなら、せめて話だけでも聞いてやれるんじゃないか、とか思ってんじゃないだろうな」

「…………」

「思ってんのか？　なあ、思ってんだよな？」

「や、やだなクギちゃん。そんなことあるわけないじゃない。大体、居るかどうかも分からない人のために」

「お前がフツーの、一般的な、いわゆる常識的な思考を持ってる奴ならそうなんだろうけどな」

　オレは、びしりとりんを指差した。

「久遠りんって人間を踏ふまえて考えるに、それは十分ありえることなんだよ。で、どうなんだ？　そうなのか？　あ？」

　オレがじっと見つめると、りんは初め口元に笑みを浮かべながら、否定するように首を振っていた。が、それでもまだ睨みつけていると、やがて、少しずつ、少しずつだが、目を逸らしていく。そして完全に、目線からオレが外れると、小声で呟いた。

「……ご、ごめんね」

「やっぱりそうかよ──」

　がっくりと肩を落とす。そうなんじゃないかと思っていたというか、こうなった方が自然だったというか。

「お前なあ。せめて生きてる人間だけに優やさしくしろよ」

「だ、だってぇ」

　たじろいだ後、顔を伏ふせて、両手の指先をちょんちょんと合わせる。

「その、わたしも、ダメかなーって思ったんだけど、えっと、気になって。最初、独りで行くつもりだったんだけど」

「だったんだけど？」

　ちらりと視線を上げて、申し訳なさそうに言う。

「突とつ然ぜんいなくなったら、クギちゃん、心配すると思って」

「それで付き合わせたってわけか……」

「ご、ごめんなさい！」

　りんが急いで頭を下げるのに、オレは額に手を当ててため息をついた後、「あー、もういい、もういい」と手を振る。

「お前のそういうパターンにはもう慣れた。寧むしろよく独りで動かなかったと褒めてやりたいくらいだ」

「え、えへへ」

「褒めてねえけどな。決して」

「やっぱり……」

　頭を掻かき、落ち込んだように、りんは俯うつむいた。

「……ま、もうここまで来たら行くのも帰るのも一いつ緒しよだ。行こうぜ」

「ほ、ほんと？」

「ああ。もうしょうがねえだろ。なあ、桐崎？」

「え、帰らないの!?」

　物凄い大声を上げて、桐崎が仰のけ反ぞった。

「…………」ん？

「…………桐崎さん？」

「え？　あ、え、あの、その」

　自分の言動に驚いたかのように調子を崩し、桐崎はあたふたと手を振った。

「もう時間も遅おそいしお化けは恐くないけど蝙こう蝠もりとか不良とかそういうのが夜の墓場で大運動会だからそのあのえっと！」

「とりあえず落ち着け」

「お、おち、おちついて、おつちいてる！」

　どうやら重大なエラーが発生したようだ。

「……ねえ、桐崎さん」

「な、なんです!?」

「あの、さっきから、というより、この島に来た時からちょっと思ってたんだけど……」

　りんが、唇に指を当て、小動物のような仕草で小首を傾げた。

「──もしかして、お化け、怖いの？」

「っ！」

　ぴょんっ、と。

　直立したまま後ろにジャンプして、着地。腰こしを低くしながら、桐崎は言った。

「そそ、そんな馬ば鹿かな！　久遠さん知ってます？　火の玉や幽霊っていうのは全部プラズマなんです！　ポルターガイストは住んでいる人間が気付かずに発している超ちよう能のう力りよくが原因だって聞きますし、金かな縛しばりは体が寝ねていて脳だけが起きている状態の時に起こる現象なんです！　だから大だい丈じよ夫うぶです！　怖くないです！」

　すっげー勢いで自分を安心させるために超ちよう常じよう現象を科学的に証明し始めたぞこいつ。

「ところで桐崎よぉ」

「な、なんです!?」

「お前の後ろに居いる血だらけの男は、どう科学的に説明してくれるんだ？」

「っ！」



    

  
    
      　桐崎が固まった。同時に、わなわなと震ふるえたまま、掠かすれたような声で言う。

「ま、また乃出さん、ご冗談を──」

　その時、不意に、天井から水滴が落ちた。あっ、と思う間もなくそれは、桐崎の首に落ちて──、

「ぎゃああああああああああ！」

　凄すさまじい悲鳴を上げて、桐崎が飛び上がった。

「いやああああああ！」

　振り返って、走り出す。

「あ、おい待てお前、そっちは壁──」

　注意しても時とき既すでに遅し。べちゃりと音を立ててぶつかった桐崎は、悲鳴を上げた。

「いやああああ！　なんかねっとりするうううううう！」

「正気を保て桐崎！　それはコケだ！」

「コケ!?　コケってなに!?　コケロイド!?」

「コケロイドってなに!?」

　がらり、と音がした。元々老ろう朽きゆ化うかしていたのだろう。桐崎がぶつかった衝しよ撃うげきでレンガが落ちてきて、地面で砕けた。

「い、いやああああ！　なにか落ちてきたああああ！」

「あ、生首だ」

「ぎゃああああああああああああ！」

　みっともない声を上げて逃にげ惑まどい、つまずいて転ぶと、手にもった石を掴んで「なんかもっちゃったああああ！」と桐崎は叫さけんだ。……なんだろう、この面白い生き物は。

「ちょっとクギちゃん……」

「いや、だってあんまり普ふ段だんと違ちがう反応見せるもんだからよ」

　これは遊ぶなって言う方が無理だろ。

「おーい桐崎」

「な、なになに、なに!?」

　起き上がった桐崎が、目を白黒させる。

「お前の足、なんか踏んでない？」

「え!?」

　慌あわてて足元を見るが、暗くら闇やみで見えない。

「それ、人間の手だぞ」

「──ッ！　いやあああああああ！」

　手を振りほどこうとするためか、踊おどるようなステップを踏む桐崎。なに。なにこの湧わき上あがる高揚感。もっと！　もっと弄びたくなるよ！

「助けてええええええ！」

　とか思ってたら、桐崎はダッシュでこちらに駆け寄よってきた。

「うわ、お前、待て！」

「いやあああああああ！」

　そのまま、オレに抱きついてきた。

「おぶっ、なにすんだお前──」

　その拍子に、懐中電灯が落ちた。からんからん、と音を鳴らす。

「いやああああああ！　なにさっきの音おおおおお！」

「落ち着け！　ただ懐中電灯が落ちただけだ！」

　羽は交がい絞じめにされながら、オレがさすがにそろそろ安心させようとそう言った瞬しゆ間んかんだった。

　またもや、件くだんの水滴が落下した。ぽたり、と桐崎の頬に落ちる。

「っ──きゃあああああああああああああああああっ！」

　ふわり、とスカートを跳ね上げると、桐崎は左手でオレの首をがっしりと掴んだまま、空いた方の手でナイフを抜き取とった。素す早ばやくオレの服の裾すそを引っ張り出す。そして、

「いやああああああああああああ！」

　そのまま、物凄い勢いでオレの腹を刺した。

「ぎゃああああああああああ！」

　叫ぶオレ。

「いやああああああああああああ！」

　刺しまくる桐崎。

「ごわあああああああああああ！」

「やめてええええええええええええ！」

　大パニックになった。

「ちょ、ちょっと！　クギちゃんどうしたの!?　二人とも落ち着いて！」

　りんが声をかけるが、桐崎は全く治まる様子を見せない。幸いなことにりんの持っている懐中電灯は明後日あさつての方向を向いているのでこちらの方は見えていないが、そんなことはどうでもいいくらいに痛い！　痛い痛い痛い！

「ちょ、待て、オレが悪かったから待って！」

　オレは、思わず桐崎を抱きしめた。

「落ち着けって、ちょっと！」

　必死こいてゲームのボタンを連打する小学生のように夢中でオレを刺していた桐崎が、オレがそう言った瞬間、ぴたりと動きを止めた。オレは素早くナイフをとって、薄うつすらと見えるホルスターに仕舞うと、背中をぽんぽんと叩く。

「よーし、よしよし。よーく分かった。お前がお化け苦手ってのはよーく理解した。さすがにちょっとからかい過ぎた。悪い。だから正気に戻れ」

「…………ふにゃ」

　そのまま、一気に緊きん張ちようの糸が途と切ぎれたのか、桐崎はぐったりと後ろにもたれかかった。それを支えつつ、ゆっくり移動し、どうにか下ろす。

　りんから懐中電灯を借り、服を着こんで傷を隠かくしながら、照らしてみる。

「うにゅう」

　奇きみ妙ような声を上げたまま、桐崎は完全にグロッキー状態となっていた。手足はだらりと力なく垂れており、目は虚うつろで焦しよ点うてんが合っていない。これが漫まん画がなら、眼球がナルトを思わせるかのごとく、ぐるぐると巻いているように描かれるところだ。

「あーあ……」

「もう、クギちゃん、ふざけ過ぎだよ」

　りんが、しゃがみこんで、心配そうに桐崎の頬を触さわっている。

「いや、わりぃ、わりぃ」あんまりにも興味深い対象だったもんで。

「桐崎さん、大丈夫かな」

「ちょっと無理っぽいな」

「……帰った方がいいかな？」

　りんがこちらを向いて言うが、オレは腕を組んでため息をついた。

「こうなったのは、そもそもオレのせいだ。だったら、オレが責任を取るってのが筋ってもんだろ」

　そう言って、しゃがみこみ、桐崎に背を向ける。

「ほれ、桐崎。おぶってやるよ」

　桐崎が、半分意識を失いながら、それこそ幽ゆう鬼きのようにだらりと腕を伸ばし、オレの肩にその両方を乗せた。

「よしっと──」

　力を入れると、まだ完治しきっていない腹の傷が痛んだ。……ぐう。まあ、いい。これも調子に乗った罰ばつだと思うことにする。

　立ち上がって前を向き、桐崎をおんぶしたまま、オレは言った。

「じゃ、行こうぜ」

「う、うん」

　りんは、何故か桐崎を物もの欲ほしそうに見ていた。

「どうした？」

「う、ううん。なんでもない」

「なんだよ、言いかけたんだから最後まで言えよ」

「いいよ、その、悪いし……」

「旅行の前に言ったこと、覚えてるか？」

オレが尋たずねるのに、りんは、目をしばたたかせた。そして、ようやく思い出したらしく、「あ……」と口にする。

「無理もねえ願いくらいなら聞いてやるから。言ってみろよ」

「……うん」

それでも幾いく分ぶんかの間、目を逸らせて迷っているようだったが、やがてりんは思い切ったようにオレの方を向いた。

「え、えっとね、クギちゃん」

「おう」

　恐おそる恐ると言った感じで、りんが、ゆっくりと手を差し出す。

「……わたしも、手、握ってもらっていい？」

「んだよ、そんなことかよ。でも、なんで？」

「ちょ、ちょっと怖くなったから」

「だってお前、さっき……」

「い、いいから！　ね？……ダメ？」

　暗闇にぼんやりと浮かび上がるりんの顔は、何故か少し、赤くなっているような気がした。

「……変な奴やつだな」

　わずかに苦くし笑ようし、オレは、りんの小さな手を握ってやった。

「それじゃとっとと行くぞ」

「…………」

「どうした？　りん」

　オレが尋ねると、りんは、はっとしたように、見つめていたオレの手から、視線を上げた。

「ううん、なんでもない。行こ！」

　やけに嬉うれしそうに言ったりんに首を傾げながらも、オレは歩き出した。

　が──数歩進んだところで、立ち止まることになる。

　トンネルの先に、数人、誰かが立っているのが見えたからだ。

「み、見つけたぞコラァ！　オレたちのこと、覚えてるだろうな！」

　そう言われても、出口付近にある街灯が逆光になって見えない。オレは懐中電灯を照らし──驚きよ愕うがくした。

「……お前ら」

　そこには、肩の辺りまで髪かみを伸ばした軽けい薄はくそうな男が居た。残りの二人も、それぞれ髪をおっ立てたのと、丸まる刈がりにしたのと、見覚えがある。

　間ま違ちがいない。昼間に会ったナンパ男どもだった。

「なんでここに」

「てめえらがひっでー真似した後に必死で手でボート漕こいで戻って来たんだ！」

　長ちよ髪うはつがそう言うと、丸刈りがそれを継つぐ。

「め、目が覚めたら東西南北全部海だった時の絶望がお前に分かんのか!?」

「あれだけ命がけでなんかしたのは生まれて初めてだこの野や郎ろう！」

　ツンツン頭が、何な故ぜか目に涙なみだを溜ためて主張した。

「……無む駄だに根こん性じようだけはあるなあ」

「丁度いい。あの時は何がなんだか分からないうちにやられたけどよ。リベンジさせてもらうわ」

　拳こぶしを鳴らしながら、長髪が二人を引きつれ、こちらへやってくる。……まずいな。桐崎はさっきから完全にダウンしてる。

「オレがやるしかねえか……？」

　正直、殴なぐり合あいはやったことがないんだが。いつも絡からまれても、ただ耐えていただけだ。そうこうする内、相手はオレの頑がん丈じようさに疲つかれて勝手に倒れる。だが今は、りんや、無む抵てい抗こう状態の桐崎が居る。オレ独りだったら何の問題もないが、こいつらまで巻き込まれるのはゴメン蒙こうむりたいところだ。

「……ったく、面めん倒どうくせえもんだな。知り合いが出来るってのは」

　そういう道を選んじまったんだから、文句も言えねえが。

「久遠、ちょっと桐崎頼たのむわ」

「クギちゃん……？」

「大丈夫だ。なんとかなんだろ」

　オレがそう言って、不安げな顔で見つめるりんに、背せ負おっている桐崎を頼たのもうとした。

　その時、

「……ここで何をしている」

　鋭するどい声が飛んだ。

　男たちの背後に、また、誰かが佇たたずんでいた。

「陽ひが沈しずめば遊びは終わりだ。母親にそう教わらなかったのか？」

　オレは、懐中電灯で先を照らす。そして言った。

「……絶津？」

　入り口で佇んでいた絶津夜宵は、驚いて振ふり返っている男たちへ近付いた。

「直すぐに家へ帰れ。ふざけるのはここまでだ」

「てめえ……昼間に居た女じゃねえか」

「お前でもいいや。鬱うつ憤ぷん晴らさせてもらうぜ」

　三人が、臨戦態勢のまま、絶津を迎むかえ入いれる。

「おい、絶津、やめろ！」

　声をかけたが、絶津はオレを見て、首を振った。

「いいから、任せてくれ」

　そのまま、だらりと、構えも取らずに立つ。

「……おい、バカにしてんのか？」

　嘗なめられていると思ったのだろう。ドスの利いた声を発し、長髪が、拳を固めた。

「……バカにしているとは滅めつ相そうもない。君たちのことは十分に理解しているつもりだ」

　そのまま、絶津は、片口を上げる。

「ただ、冷静に分ぶん析せきして──自分より、下だと踏んだだけだ」

「ッ！　てめえ！　ざけんな──ッ！」

　踏み込む。同時に、長髪は鉄てつ拳けんを繰り出した。

「さっき、遊びは終わりだと言ったな？」

　そう言って、手を差し出し──簡単に、絶津は相手の一いち撃げきを受け止めた。

「……ッ!?」

「あれは、私にも当てはまる言葉だ。──少し、本気で行くぞ」

　そのまま手首を握り、わずかに動かす──そう認にん識しきした時にはもう、

「うおっ!?」

　長髪の体は、『ぐるり』と回っていた。

　そのまま、背中から地面に落ちる。ばづんっ、と音がして、長髪は苦鳴を上げた。

「な、なんだ今の!?」

　ぐったりとして動かなくなる仲間を見て、丸刈りが驚愕の声を上げる。それには答えず、音もなく絶津が進んだ。

「仮にも戦いを仕し掛かけようとする者ならば、どのような状況下でも相手から目を逸らすな」

　丸刈りが視線を戻した時にはもう遅い。眼前で絶津は足あし払ばらいを仕掛け、転びかけた相手の顔面を掴んだ。ゆっくりと持ち上げていく。

「がっ……ぐっ……あ！」

「軽いな。きちんと飯は食べているのか？」

　無造作に放ほうる。それだけで吹ふき飛とんだ丸刈りの体は、壁かべにぶち当たり、声もなく地面に落下した。

「て、てめえ……なんなんだ！」

　最後に残ったツンツン頭が、震える体を叱しつ咤たするように声を上げて走る。絶津は、そちらを向こうともしない。

「少しでも腕が立つ者なら、まず相手の力量を測ろうとする。それを怠おこたった君たちの命は、敗北以外のカタチを持たないよ」

　足元には、今にも折れそうな木の枝が転がっていた。絶津は足で蹴けってそれを空中に浮かし、すっと握る。そして──

「……ッ！」

　振り返り様ざま、ただ、薙ないだ。

　それだけだった。

　だが、ツンツン頭の猛もう撃げきは止まり、何故か目を押さえたまま、何歩かよろめいた。懐中電灯で照らされた中、手から、血が滴したたり落おちているのを見た。……なんだ、あれ。切ったのか？　あんな枝で？

「少し、眠ねむれ」

　ふらつくツンツン頭へ歩み寄ると、そのまま、絶津は腹を軽く蹴った。くぐもった声を出し、男は仰向けに倒れた。

「…………さて」

　一分もかかっただろうか。流れるような動作で全すべて片付け、絶津は埃ほこりを払はらうように手を叩き、オレたちの方を向いた。

「彼かれらは後数時間、目を覚まさないだろう。君たちも、早く帰った方がいい。ここは危険だ」

「……お前、一体──」

「訊かない方がいい。それだけ言っておく」

　絶津が言った。確固とした拒きよ絶ぜつの意を込めて。

「私と君、それが双そう方ほうの為ためだろう」

「ヒカルはどうした？」

「彼かの女じよは【祭り】に参加するための準備をしている」

「【祭り】……って、あれか？　お前らが言ってた？　ヒカルが何してるって？」

　問うように声を上げたが、絶津は首を振った。

「昼間も言ったが、詳くわしくは語らない方がいいと思う。……それでは、私は失礼する」

「あ、おい、ちょっと待てよ！」

　引き止めるように手を伸ばしたが、絶津は振り返り、そのまま去っていった。

　そこで、オレは気付く。さっきもそうだったが、少しの音でも響ひびくこの場所で、とうとう最後まで、絶津の足音を聞くことはなかった。オレの中で、ますます謎なぞが深まっていく。

「……絶津さん、どうしてこんなところに居たんだろう」

　りんが言う。オレは、首を振った。

「分かんねえ……」

　不意に、肩を掴む手に力がこもった。

　桐崎が、呟つぶやく。

「やはり──か」

　オレはその意味を問うたが、桐崎は、とうとう答えてくれなかった。
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　都会では考えられない程ほどに澄すんだ夜空で、星が幾いくつも瞬またたいていた。天へ吸い込まれていくように、ゆったりと白い湯気があちこちで立ち昇のぼっている。

　熱いくらいの温度は、一日の疲れを少しずつ癒いやしてくれる。何をしていなくても、力が抜けていくようだ。

　今や夏を象しよう徴ちようする蝉せみの声はなく、代わりに、名も知らぬ虫の音や、蛙かえるの鳴き声だけが聞こえていた。

「……ふう」

　全ての要素が、心に平へい穏おんを与えてくれる。

　風ふ呂ろっていうのは──それも、露ろ天てんの温泉っていうのは、いいもんだ。十数年という人生の中で一度も経験していなかったのが悔くやまれる。仕方のないことではあるが。

　旅館はボロいが、風呂は中々だった。内はもちろん、外もかなりの広さを誇ほこっている。これで客がオレたちだけというのは勿もつ体たい無ない話でもあった。

「……っつーか、なんかおかしいんだよな」

　確かにこの島は寂さびれている。遊びどころもまるでない。しかしそれでも、温泉というだけで結構な客は確保できるはずだ。それなのに、この過か疎そっぷり。なんなんだ？　やっぱり怪かい談だんと関係しているのか？

「そういや、結局なんも聞けなかったな」

　火ほ照てる体と、熱の上がる頭で考える。

　肝試しは、結局中止になってしまった。あんなことがあったなら、当然だろう。りんも大人しく従ってくれた。

　それにしても、驚くべきは絶ぜつ津つのあの身体能力だ。ただ強いというだけではない。どこか洗練されて、技術の結けつ晶しようのようなものがあるように思えた。桐きり崎さきの動きも相当なものだが、やはりどこか、荒あらっぽさのようなものはある。自己流で鍛きたえたからかもしれない。だが絶津の場合、まるで踊っているかのように思えるほど、華か麗れいに見えた。一つの道を究きわめた人間──そんな印象を受ける。

「……なんなんだろうな、あいつ」

　考えれば考えるほど分からない。ということは思し索さくに耽ふけること自体無意味ということになるのだが、それでも悩なやんでしまうのが人間というものだろう。

　そして、

「うわ、ひろーい」

　何か少しでも気の惹ひかれることが起こると、すぐに雲うん散さん霧むし消ようしてしまうのも、人間だ。思うに哲てつ学がく者しやってのは、多分、暇ひま人じんで性欲のカケラもない奴らだったんだろうな。答えの出ないことを、あれだけ延々と考えられるってのは。……で、それはともかく。

「すごいですね……。旅館がああでしたから、正直、期待はしていなかったのですが」

　二人の、甲かん高だかい声が、オレが背にしている板の向こうから聞こえてくる。どうやらこの露ろ天てん風ぶ呂ろ、一つの大きな場所を、真ん中で区切ってあるだけらしい。オレが風呂に入っているのだから、りんと桐崎が来ても、何もおかしい話ではない。

「……なんつうお約束な」

　漫画でさえ使い古されているパターンじゃねえか。どうせこの後、「うわ、桐崎さん、胸大きいんだねー」「あら、そんなことありませんよ。りんさんだって、可か愛わいいお尻しりだと思います」「ちょっと、ダメだよ、触らないでよ」「いいじゃありませんか」「じゃあ、わたしだって触るんだから！」「あ、ちょっと、ダメ、あっ、そんなとこ……！」とかいう会話が繰り広ひろげられるに違いない。絶対そうだ。オレはそんなことで動どう揺ようしねえからな、絶対。誓ちかうぞ！　さあ来い！　オレの不動っぷりを見せてやる！

「…………」

「…………」

「──って、なんもねえのかよっ！」

　そこはやれよ！　王道パターンだろうが！　別にお前らの体はどうでもいいが、なんか打とうとしたボールが途とち中ゆうで消えたみたいな感じがして気持ち悪くなるわ！

「……いや、まあ、現実でそれはないか」

　よく考えれば当たり前な話だ。ちょっとオレは、落ち着いた方がいい。色々な意味で。

「桐崎さん、さっきはごめんね。苦手なのに、肝試しなんて行って」

「い、いえ。別にかまいません。その、私の方もご迷めい惑わくをおかけしてしまって」

「ううん。わたしが悪いんだから。絶津さんが来てくれなかったら、危なかったよ」

「そうですね……。絶津さん、凄すごいお方ですね」

「うん、びっくりしちゃった。……でも、ね。桐崎さん」

言葉を切り、りんは続けた。

「クギちゃんも、カッコよかったんだよ。一人で戦おうとしてた」

「乃の出でさんが、ですか？」

「うん。桐崎さんを守ろうとしてたんだと思う」

「……そう、ですか」

　正確に言えば、お前ら二人のためだったんだが、まあ、いい。しばらくの、沈ちん黙もく。

　そして、

「……ねえ、桐崎さん」

　やがて、りんが尋ねた。

「なんですか？」

「あの、こんなこと聞いちゃいけないのかもしれないんだけど──」

「大丈夫ですよ。なんでも訊いてください」

「ええと、ちょっと待ってね」

　少し、躊躇ためらうような間があった。……なんだ？　と不ふ審しんに思ったオレは、すぐに気付く。どうやら隣となりにオレがいるかどうか、探さぐっているらしい。まじかよ。

「…………」

　なぜか動けなくなるオレ。別に悪いことしているわけじゃないのに。隣に気配を悟さとられてはいけないという想おもいが、今、全身を支配していた。無意味に心臓の鼓こ動どうが速まる。

数分が経過した。そのまま何も言わないのかと思ったが、やがて、思い切ったように、りんが尋ねた。

「……その──あのね。クギちゃんの……どこが好きになったの？」

　全身が固まった。なに？　予想外の展開？

「乃出さんの、ですか──？」

　声は冷静だが、桐崎にとっても少々暴投だったようだ。若じや干つかんの焦あせりがある。りんには悟られない程てい度どかもしれないが。

「うん。クギちゃんの。あの、えっと、別に変な意味はないんだよ。ただ、クギちゃんって見た目も、態度もああでしょ。誤解されちゃうこと、多いから」

「そう、ですね。根は優しいのに、悪い人ぶろうとするところがありますから」

「そうだよね。『オレは不良なんだぞー』ってわんわん吠ほえて、誰だれも近づけないの」

「だから、それが分かっていると、なんだか可愛く見えてきます」

「そうそう」

　……そうか。お前ら、そういう目でオレを見てたのか。よーく分かった。悪かったな。不良もどきで。どうせオレはチンピラ風ひねくれ添ぞえ、世の中斜ななめに見てるソースがけだよ。

「でも、付き合ってみると分かります。乃出さんは、ただ不器用なだけです。人との距きよ離りのとり方が、分からないだけ」

「…………」

　りんは、何も言わなかった。だがやがて、「うん、そうだね」と続けた。

「わたしも、そうだと思う。どうやって人と接していいのか、よく分からないんだと思う。だから、初めから関かかわらないように、遠ざけてる。……初めて会った時、そう見えた」

　水音がした。桐崎が、肩に湯でもかけたのかもしれない。

「最初は──私はただ、乃出さんの、他ほかの人にはない部分を必要としていただけでした」

「他の人にはない部分？」

「はい。絶対に、真似できない、唯ゆい一いつの部分──」

　ようするにオレが【死なない男】で、どれだけ刺しても息絶えることはないから、ということだ。思えばあれはもう、半年以上前のことになるのか。あまり、思い出したくもないが。

「……でも」

　桐崎が、一拍ぱく置くように黙もくした。そして言う。

「今は──今は、少し違います」

「……どんな風に？」

「乃出さんは、見知らぬ誰かのために何かしよう、とは考えない人です。その辺りは、久く遠おんさんとは違いますね」

　くすり、と笑った後、

「──でも乃出さんは、一度出会って、その人のことを自分の中に取り入れたら、絶対に見捨てようとはしません。自分を犠ぎ牲せいにしても、助けようとします。それが、どんなに許されない罪を犯おかした人間でも、償つぐなおうとする意志があれば、出来る限りは尊重してあげようとします」

「……うん」

「甘あまい、と言われてしまえばそれまでです。でも、そう非難されようとも、責められようとも、乃出さんは少しも退きませんでした。……誰かのために躊躇ためらいもせずに身を投げ出せるのは、相応の覚かく悟ごが要いると思うんです。そんな人、今まで、居ませんでした。だから──」

　ほんのわずかな、躊躇い。それでも、桐崎は、まるで宣言でもするかのように言った。

「──だから、私は、乃出さんに惹かれてしまったのかもしれません」

「…………、そっか」

　苦笑して、桐崎は言った。

「ごめんなさい。何を言っているか、分かりませんよね」

「ううん」

　りんは、「そんなことないよ」と答える。

「桐崎さんの想いは、ちゃんと伝わってきたから。……だから、ちょっと、くやしい」

「……くやしい？」

「わたしね、クギちゃんのこと、誰よりも分かってると思ってた。近付いて、話しかけて、一緒に帰って──そうやって、少しずつ、知っていったから」

　でもね──、そう、りんは言った。

「桐崎さん、わたしの知らないクギちゃんを知ってる。それがよく分かる。だから……ちょっとくやしかったの」

「……久遠さん」

「でも、それはきっと、クギちゃんにとっていいことだよ。自分のこと、こんなに深く好きになってくれる人に──桐崎さんに出会って、幸せだと思う」

　虫の音が、止やんだ。静せい寂じやくに、りんの声はよく通る。

「わたし──応おう援えんするね、クギちゃんと、桐崎さんのこと！」

「……ありがとうございます」

　少し笑い、桐崎が続けた。

「でも、まだ少し、迷ってるんです。私が、乃出さんのことを、好きになっていいのか──」

「何言ってるの。大丈夫だよ。絶対。わたしが保証するから！」

「……はい。でも、自分の中で、しっかりとした答えを出だしたいと思います。きちんと、迷ってから」

「……うん。そっか」

　会話は、そこで終わった。そして、「そろそろ、体洗いにいこうか？」という声と共に、水音がする。そのまましばらくして、がらがらと扉とびらを開けて、閉める音。……やがて、二人の気配は消えた。

「──ぶはっ」

　溜まっていた空気を、全部吐はき出す。し、死ぬかと思った。なんでこんな苦労してまで盗ぬすみ聞ぎきしてんだオレは。

　しかし、なんか、異常に居い心地ごこちが悪かったんだが……。

　多分、桐崎が言っていたのは、前にオレへ零こぼした気持ちのことだろう。

　それを是ぜとも、非ともすることは、オレには出来ない。あいつが全てを決める、決められる時が来るまでは待つと約束した。

　難しい問題だ、と思う。答えがあるかどうかさえも、分からないような。それでもあいつは挑いどむと決めた。進むと意を固めた。だったら、オレは、それに付き合うだけだ。

　それにしても……りんはどうしてあんなことを訊いたんだ？　純じゆ粋んすいに、疑問に思っていたからだということだって勿もち論ろんあるとは思うが。桐崎とオレが付き合いだしてから、少し、様子がおかしい気がする。

「……っと」

　そんなことをつらつら考えていると、一いつ瞬しゆん、くらっとした。どうにも、のぼせてきたようだ。そういえば、さっきからいまいち頭が働かない。オレは、とりあえず体を冷やそうと立ち上がった。

　やれやれ、とそのまま湯の中を進み、そして──

　岩の傍そば、湯気の向こうに、影かげがあるのを見た。

「……あれ？」

　確かオレたちの他に客はいなかったんじゃなかったか？

　訝いぶかしげに見つめていると、折よく、風が吹いた。

　湯気が、ゆっくりと晴れていく。

　謎の人物が、明らかになっていった。

「…………」

　で、オレは、その場に硬こう直ちよくする。

「……どうも」

　道みち端ばたで偶ぐう然ぜん出会った知り合いにするかのような適当な口調で挨あい拶さつして、そいつは立ち上がった。

　体についた水すい滴てきが、ぽたぽたと落ちていく。

　ほんのりと桜色に染まった肌はだを、『胸の辺りまで』タオルが覆おおっていた。だが、その体は、隠す必要があるのかと思うほど平らに形作られている。

「ご旅行の方は、順調ですか？」

　いつだって、どこだって。

　平へい坦たんなその口調で、そいつは言った。

「【組織】から、伝言を預かってきました」

　花か王おう曽そ根ね宮みや春はる香か──

　もとい、ハルが、そこに居た。



「な──」

　予想外を通とおり越こして予想無だった事態に、オレは思わず大声を出した。



    

  
    
      「なにしてんの、お前ッ!?」

　だがハルは平然として、膨ふくらみさえも見当たらない胸に手を当てながら言った。

「温泉に入っていますが」

「んなことはわかってんだよ！」

「そうですか。目の前のことさえも認識出来ないほど脳が退化したのかと」

　言うに事欠いてこのガキは……。いや、落ち着け。とりあえず基本的なことから訊きこう。

「……なんでお前がここにいる？」

「フェリーに乗って、ですが」

「いや、そうじゃなくて。なんで男湯に居るのかってことなんだが」

「旅館を通り、脱だつ衣い所で服を脱ぬぎ、湯に浸つかっているからです」

「だから！　そうじゃなくて！」

　ああ！　もう！　すげえ苛いら々いらする！

「わざとやってんだろ、お前！」

「はい」

　すっげー涼すずしい顔で肯こう定ていしやがってこいつ。超殴りてえ。

「大体、わざわざこんなところまで来てなんの用なんだよ」

「先ほど申し上げたはずです。【組織】からの指令を届けに参りました」

「あ、ああ、そうか」

　そういえばそんなこともほざいてた。なんか色々あって頭が完全に混乱している。

「だったら桐崎に伝えればいいじゃねえか」

「最初はそうしようと思ったのですが、彼女は友人と共にあったもので、貴方あなたにと。なにか問題でもありますか？」

「問題がありすぎてどこから正せばいいのかわかんねえよ」

「今の社会に似ていますね」

「誰が上う手まいことを言えと」

　なんの会話なんだ。

「……いや、でも、指令を受け取るにしても、今すぐ帰るってわけにもいかねえぞ。船は明日の夕方まで無いんだからな」

「ご心配なく」

　ハルはそう、前置きしてから言った。

「今回の指令で貴方と桐崎恭きよ子うこが向かう場所は、この島にあるからです」

「……ここ？」

「ええ。ここ──蒼せい蘭らん島とうです」

「ここに、なにがあるってんだ？　廃はい墟きよと温泉くらいしかねえぞ」

「その前に、少し失礼します」

　断りを入れて後、「あ？」と不思議そうな顔をしているオレの前で、ハルはタオルの裾に指をかけた。

　そのまま、何の躊躇いもなく取り去る。

「っ!?」

　小さな音を立てて湯の中にタオルが落ち、ゆっくりと沈んでいった。あらわになって初めて分かる、小さな胸。下降していくに従い、引ひき締しまっていく体。だがそれは、腰から下にいくにつれ、徐じよ々じよに丸みを帯びていく。透とう明めいな肌をもったその肢し体たいが、何の覆いもなくなった状態で、そこにあった。つまり、端たん的てきに、なんのロマンもなく言うと。

　ハルが素すっ裸ぱだかになった。

「ぎゃあ！」

　思わず悲鳴を上げる。

「やめろバカ！」

「なぜ？」

「斬ざん新しんな返し方だな！　オレが訊きたいわ！　とりあえず隠せ！　色々と！」

　ハルは自分の体を見下ろし、しばらく眺ながめた後、「ああ」と言って視線をオレへ戻した。小首を傾かしげて、尋ねる。

「欲情しますか？」

「しねえよ！　モラルの問題を言ってるんだアホ！」

「そうですか。まあ、貴方が性的欲求を発散させる行こう為いを求めても、それに応こたえることは不本意極きわまりないとわたしの中では定義付けられていますので、どちらにしろお断りしますが」

「いいからタオルつけろタオル！」

「少々お待ちください」

　後ろを向くと、ハルはオレに尻を向けたまま進み、湯から上がった。

「…………」

　待つこと五分余り、からからと露天風呂の戸を開けて戻ってくる。

「お待たせしました」

　その時にはもう、いつものスタイルに戻っていた。どう考えてもサイズオーバーの、だぶだぶになったスーツ姿。

「……なんで着き替がえる」

「これが私の仕事着ですから。お望みなら、先ほどの姿でお伝えしますが」

　いや、いい。それでいい。ほんともういい。

「っつか、だったらなんで、さっきは裸はだかだったんだよ」

「前まえ触ぶれなく起こる緊きんき急ゆう事態に対し、一いつ般ぱん男性がどのような対応をとるかというデータ収集及および、貴方の性的嗜し好こうに於おける把は握あく事じ項こうを取得するためです」

「分かりやすく説明してみろ」

「びっくりするかな、と」

　はい、どっきり大成功ーって、ほんとうん、殺すわ。

「それでは、指令をお伝えします」

「オレは裸のままかよ」

「わたしは気にしません」

「オレの立場は？」

「初めから気にしていません」

　そうかよ。分かったよ。オレは、ため息をついて近くの岩場に背を預けた。肩かたを竦すくめる。

「……じゃ、聞こうか？」

「はい」

　一呼吸置いた後、ハルははっきりと言った。

「──金こん壕ごう製薬という会社を、ご存じですか？」



「金壕製薬？　ああ、あの風か邪ぜ薬ぐすりの」

　しょっちゅう宣伝をしているから、少しでもテレビを観みたことのある人間なら、誰でも覚えのある名前だろう。

「そうです。明治に創設されてから、風邪薬だけでなく、頭痛薬、整せい腸ちよ剤うざい、胃薬、軟なん膏こう、包帯──つまりは薬と名のつくもののほとんどを開発・販はん売ばいしている企きぎ業ようです。その他にも多数の病院を経営していることもあり、命の担にない手て、とさえ呼ばれています」

　オレの家にも幾つか、金壕製薬が販売している薬がある。効果はもちろんだが、値段が安いのも購こうに入ゆう理由に挙がるだろう。庶しよ民みんの味方、というわけだ。

「その金壕製薬がどうかしたか？」

「この島が、ある企業にリゾート地として買い取られたと聞いたことは？」

　ああ、そういえばくじ引きのチケットに添てん付ぷされていた資料にそんなこと書いてたな。

「……じゃあ、まさか？」

「ええ。数十年前、蒼蘭島の権利を買い取り、温泉旅館を建て、リゾート地として開発したのは金壕製薬です」

　そうだったのか。そこまでは記されてなかった気がする。

「でも、それがどうかしたのか？　別に問題はないだろ？」

「おかしいとは思いませんか？」

「なにが」

「金壕製薬と言えば、その業界では一、二を争あらそうほどに巨きよ大だいな企業です。そんなところが、こんな辺へん鄙ぴな島を買い、しかもやったことと言えば寂れた温泉旅館を建てるだけ。ろくにＣＭも流さなければ、雑誌にも紹しよう介かいさせず、橋を作って交通の便を良くしようともしない」

　……そりゃ、まあ、確かにおかしいが。

「実は──、少し前、金壕製薬が裏で不正な商品の流通を行っているという報告が【組織】に入ってきました」

「不正な商品？　なんだそれ」

「詳しよ細うさいは不明です。恐らくは、市場に出回らせるのに不都合のある代しろ物ものでしょう」

　つまり、法に触ふれる薬──覚かくせい剤ざいか、もしくは新種のドラッグってことだろう。

「最悪なとこだな。とっとと偉えらいさんを捕つかまえればいいじゃねえか」

「そうしたいところですが、金壕製薬の現社長──金壕亮りよ輔うすけは日ごろから有力議員に献けん金きん等を行っており、自らの行為を黙もく認にんするよう求めているようです。そのせいか、わたしたちのところにさえ、不確かな情報しか回って来ないのです。詳細を探ろうとして現社長に組織員数名が張り付きましたが、全て死亡。ボスの話では、後々匿とく名めいで、事を荒あら立だてたくなければこの件は放置しろという旨むねを記した手紙が届いたそうです」

　つまりそれは、【組織】の存在を知っている何者かが、金壕製薬の裏を探られたくないと思っているということだろう。

「……ちょっといいか？」

「なんでしょう」

「たかだか不正商品の取り引きごときで、そんな大おお事ごとにまでするか？　秘密にしたいとしても、死人まで出すようなこととも思えねえんだが」

　ハルは目をしばたたかせた。

「……あなたにしては鋭い指し摘てきです」

　馬鹿にしてん──だろうな、多分。くそ。

「【組織】が本格的に乗り出したのもそのことがあったからです。つまりそれは、逆を言えば金壕製薬の取り扱あつかう【不正商品】が、関係する人間に直接的な行動を取らせるに足るほど、隠いん匿とくしたい物である、その可能性が、非常に高いということになります。扱っているものがドラッグ程度なら、せいぜいが警告程度でしょう。それを超こえてということは恐らく──正体を暴あばかれれば、関わる人間全てが自身の置かれた地位を脅おびやかされる……そういう【物】なのではないか、と、ボスは考えたようです」

「……なるほどな。でも、邪じや魔まが入る、と。どっかの馬ば鹿かのせいで」

「ええ」

「相変わらず、腐くさってやがんなあ」

「過去から現在、そして未来に至るまで、権力を握にぎった人間とは総じてそういうものです」

「でも、お前んとこはそれくらいで諦あきらめたりしねえんだろ？」

「勿論です。わたしたちは独自の権限を与あたえられていますから、不当な理由で行動が制限されることはありません。ただ、【組織】を司つかさどる幾つかの存在が、今回の事件の追及を疎うとましく思っていることは事実です。故ゆえに、非常に障害が多い」

　軽く、ハルは息をついた。無表情ではあるが、そこにはどこか憂ゆう鬱うつな想いを感じさせられた。元々、そういった表で裁けない罪を断たつために作られた物なのに、それを設立した当の本人たちからダメ出しを受けるというのは、確かに面おも白しろくない話だろう。まあ、この国は基本的にそういうことが多いが。

「それでも、どうにか金壕製薬が取り引きするであろう場所を突つき止とめ、現場へ直接乗り込みました。証しよ拠うこを揃そろえるには時間がかかりすぎますので」

「……ふむ」

「ですが──」

　上手くいかなかった、と。大体予想出来る。そうでなければ、オレや桐崎に指令を届けにこないだろう。

　オレがそう指摘すると、ハルは頷うなずいた。

「一いつし瞬ゆん遅おそく、既すでに逃にげられた後でした。それでも捜そう索さくは続けられ、ようやく、ある事実を突き止めました」

「それが、この蒼蘭島ってわけか？」

「貴方にしては察しが良くて助かります」

　そりゃどーも。

「組織員から、金壕亮輔は毎月、決まった日にこの島を訪おとずれているとの報告がありました。それも部下を何人も連れているとのことです。それから約一週間、彼はここに滞たい在ざいするそうです」

「なるほど」

「恐らくですが、彼は緊急に備えて幾つか取り引きする場所を持っているのでしょう。その一つが蒼蘭島であるというわけです」

　っつーことは、ここを観光用に買い取ったっていうのは隠かくれ蓑みので、実際はその取り引きに使うつもりだったってことか。どうりで誰もいないわけだ。

　その考えは概おおむね当たっていたようで、ハルは言った。

「そして、彼は折よく昨日、ここを訪れたようです」

「それで、オレが蒼蘭島に行くって言った時に素す直なおな応じ方をしたわけか」

「その通りです」

　どうりでおかしいと思ったよ。

「こちらとしては手間が省けて助かりました。有あり難がとう御ご座ざいます」

「やめろよ。お前に礼言われると気持ち悪い」

「社交辞令です」

　ですよねー。

「今までの説明からお分かりのように、今回、桐崎恭子と貴方に与える指令は、金壕製薬の取り引き現場を押おさえ、詳細を明らかにすることです。事は大々的に行うわけにはいきませんので、二人のみ。期日は一週間以内──と言いたいところですが、貴方がたの都合上、早ければ今日中に片をつけた方がいいと思います。取り引きが行われるのは、恐らくは夜半過ぎ」

「なんで夜だと分かる？」

「例外はありますが、経験上、あまり真っ昼間から裏取り引きは行われないかと」

まあ、そりゃそうか。

「場所の方は把は握あくしていますので、後にお伝えします。以上です」

「……そんだけか？」

「何か不満でも？」

「いや、別にそういうわけじゃないんだが──。前回が前回だけにな」

　暗殺者を殺せとか、またそういう類たぐいの無む茶ちやなことを言われんのかと思った。

「今回は事実を明らかにし、芋いもづる式しきに関係者を捕とらえるというのが目的ですから。後……重要なのは、桐崎恭子が狗いぬとしてわたしたちの【組織】に従うことです。別に指令は殺しに限ったことではありませんよ」

　むかつく物言いだが、面倒なことにならないのなら結構な話だ。

「……安心しているようですが、くれぐれも油断はなさらぬように」

「なんで。いや、まあ、そりゃ大変かもしれねえけど」

　仮に何かあったとしても、桐崎の腕うでがあったら、そこらへんの奴は物の数ではないだろう。

「金壕製薬の現社長には、常に傍で仕える人物が居るそうです」

「なんだそいつ。何者なんだ？」

「分かりません。恐らくは護衛役でしょう。相当な腕を持っていることだけは確かです」

「名前も分からないのに、どうしてそんなことが分かるんだ」

「先ほど、社長に張り付いていた組織員が全員死亡した、とお伝えしましたね？」

　オレが頷くと、ハルは高低のない口調で、こう言った。

「ボスに送りつけられてきたのは手紙だけではありません。その一週間後、大きな荷物が届きました。そこに入っていたそうです」

「なにが」

「首です」

　クビ──という、荷物としては普ふ段だん聞きなれない言葉に、反応が遅おくれた。それに構わず、ハルは続ける。

「組織員達たちの、生首です。それも、肉の断面に少しの乱れもなく、相当に鋭えい利りな切り口で、迷いなく、一瞬で断たれたものでした。この意味が分かりますか？」

「…………」

　絶句するオレへ、ハルは、深く頭を下げた。

「それでは、宜よろしく、お願いします」

　その時、隣で、がらがらと音がした。桐崎とりんが帰って来たらしい。何か他た愛あいもない会話を繰くり広げながら、湯に浸かったらしき動きがある。

「…………」

　ハルはそちらの方を見上げていたが、不意に歩き出すと、板の前に立った。近くにある岩に足をかけて登り、

「……よっと」

　そう言って軽く跳とび、板の縁ふちに手をかけると、体を持ち上げていく。

「……こらこら。なにしてんだ」

　人が最悪な忠告に頭を抱かかえている間に。

「いえ、興味本位で」

　相変わらず行動が全く読めん奴だ。ハルはしばらく塀へいの向こうを眺めていたが、やがてオレの方を向いた。小声で言う。

「二人の身体特とく徴ちようデータをお知りになりたいですか？」

「いらん」

「久遠りんの方は年ねん齢れい不相応なほど成長していません。胸部の膨らみは目立ってみられませんし、体つきも同年代の女性と比べると幾らか幼いと言えるでしょう」

「いっぺん鏡見てこい。そのままお前に返ってくるから」

「しかし全体的なバランスはとれていると言っていいでしょう。逆に桐埼恭子の場合、均整のとれた体ではあるものの、やや胸が大き過すぎるきらいがあります。男性にとっては好ましいと言えるのかもしれませんが」

　いい子だから下おりて来い。な。

「乃出狗くぎ斗と、貴方は巨乳派ですか？」

「…………」

　近付いて、スーツのズボンを掴つかんだ。そのまま引きずり下ろそうとするが、びくともしない。小こ柄がらな体の癖くせに、妙みような力がある。

「おい、こら、下りろ」

「その命令に従う理由が見当たりません」

「理由はなくても従わなくちゃいけない時がある。それが人生だ」

「貴方がわたしに人生を語るとは、興味深いですね」

「そりゃよかったな。ほら下りろ」

「お断りします」

　腹立ってきた。強ごう引いんでも下ろしてやる。オレはそのまま、ぐっ、ぐっ、と引っ張った。が、離はなれない。体はもうほとんど剥はがれているが、手だけは塀をがっしりと掴んだままだ。

「この野や郎ろう……」

　だんだんとこっちも本気になってくる。さっきあんなことを聞かしてくれた怒いかりもあった。オレは、大きく息を吸い込む。そして──目を見開くと同時、

「下りろっ！」

　思いっきり引いた。後から考えるに、それが最大の失敗だったように思える。

　ハルは意地でも離れなかった。オレはそれでも奴をこっち側に引き寄せようとした。

　その結果、どうなるかは、少し頭を働かせれば分かる。

「……げっ」

　ハルごと、ぐらりと、塀がこちら側に倒たおれてきた。

「ちょ、ま、え、まじで？」

　慌あわててハルを手放すが、もう遅おそい。傾かたむいた塀は、容易たやすく重力に押されていく。

　ハルは飛び下りると、頭を下げた。

「では、わたしはこれで」

「逃げ、逃げんな！　逃げないでください！　ねえ！　ちょっと！」

　聞く耳もっちゃいない。そして、タイミングよくハルの姿がその場から消えた瞬間──。

「………嘘うそだろ」

　塀はただの地に伏ふせる板となり、

「クギちゃん？」

「……クギト？」

オレたち三人は、素っ裸でご対面となった。

「……ど、どうも」



　深夜──

　蒼蘭島にある全ての明かりは落とされていた。都心では考えられない程の闇やみが、周囲にわだかまっている。

　だが、一つだけぼんやりと光を放つ場所があった。

　恐らくこれが、戦時中に使われていたという軍事施し設せつなのだろう。長方形の巨大な建物は既にその威い容ようを失って久しく、ガラスは割れ、壁には亀き裂れつが走り、庭の草木は放置されるがまま、縦じゆ横うお無うむ尽じんに伸のびきっている。歴史の暗黒部分が終しゆ焉うえんを告げて幾いく年とし月つきか、既に不要となった施設にはしかし、何な故ぜか今、煌こう々こうとライトが点ともされていた。

　そして、朽くちて捨て去られたそこを守るようにして──入り口に、数人の男達がいる。いずれも作業着姿で、一見すると危険がないよう、老ろう朽きゆ化うかした廃墟の修復作業に来た工員達のようにも映る。だが、そのいずれも立たち振ふる舞まいは油断なく、視線は常に周囲へ向けられている。建物を覆うようにして巡めぐらされたロープの上、『作業中につき立ち入り禁止』と掲かかげられた看板。それを無視する不ふ埒らちな人間が居れば、容よう赦しやなく、時に何らかの乱暴な方法を以て【お帰り頂く】であろう空気を、彼らは間違いなく漂ただよわせていた。

「なるほど……いかにも、という場所ではあるな」

「…………」

「あれで誤ご魔ま化かしているつもりかもしれんが、こんな深夜まで工事をする者などいないと少し考えれば分かりそうなものだが」

「…………」

「それとも、それを相手が理解したところでどうということはない──ということか？」

「…………」

「どう思う？　クギト」

「…………」

「クギト？」

　桐崎が、腰こしを屈かがめた体勢のまま、顔だけをこちらへ向けた。オレは壁にもたれかかり、嘆たん息そくする。

「……なんでもない」

　そう言って首を振ると、桐崎は呆あきれたように返した。

「なんだ、まだ気にしているのか。年とし頃ごろの男なら別に問題のある行動ではない、ときちんとフォローしただろうに」

「だから！　あれは覗のぞきじゃねえって言ってんだろが！　ハルがわけの分からんことを仕出かしてだな──」

「静かにしろ」

　オレは、たじろいで、額に手を当てた。……まさか、桐崎にたしなめられるとは。

「お前はまだいいよ、事情を知ってんだからよ。でもりんはどうすりゃいいんだよ。お前、あいつのあの顔で、『大だい丈じよ夫うぶだよ。手をつけたら塀が倒れてきたんだよね。クギちゃんのこと信じるよ』って全開に信用された時のオレの気持ちが分かるか？」

「うむ。別に嘘をついていないとしても軽く死にたくなるな」

「……冗じよ談うだんじゃねえよ」

　頭を抱えて、大きくため息をつく。

「落ち込む気持ちも分かるが、少し緊きんち張よう感を持て。油断できる相手ではないぞ」

「分かってるよ」

　確かに、そんな場合じゃない。それは十分に理解しているが──そう簡単に立ち直れるほど、オレは器用じゃない。……りんには、後ほど、もう少し説得力のある言い訳でもしとこう。

「……それよりクギト、気付いているか？」

「なにを」

「この場所だ。先ほど来たトンネルだぞ」

　オレは、懐かいち中ゆう電灯で天てん井じようを照らした。

「ああ。そうだな。この暗さだし、違ちがうルートを辿たどってきたから気付かなかったけど。お前がびびって逃げたトンネルだ」

「あまり思い出させないでくれ……」

「つまりあれか。取り引きが行われる場所っていうのが、オレたちの行こうとしてた心しん霊れいスポットってわけか」

「そうだ。無関係だと思うか？」

「どうなんだろうな……」

　でも、それでこんなに真っ暗なのに桐崎が平然としていられる訳が分かった。こいつ、幽ゆう霊れい話は金壕製薬絡がらみで起こっていた【何か】が発した音を、誰かが女の悲鳴だと勘かん違ちがいして流したデマだと思い込んでるな。正しくは、思い込もうとしている、ということだろうが。

「……どっちにしろ、ここでずっと待ってても何も解決しねえぞ」

「尤もだ」

「どうする。乗り込むか？」

「ああ。真正面からな」

「……危なくないか？」

「大丈夫だ。少し待っていろ」

　そうオレに言い、桐崎は突とつ然ぜん、スカートを捲まくり上あげた。

「……こんな時に発情すんなよ」

「阿あ呆ほう。私だってＴＰＯくらい弁わきまえている」

今世紀最大の嘘を聞いたぞ今。

「見ていろ」

　言って、桐崎は太ももにはめ込まれたベルトから、数本の細長い何かを取り出した。見れば、同じような武器をまだ何本か差している。先せん端たんがナイフの刃やいばをもっており、棒というよりは薄うすい金属の板のようにも思えた。

「なんだそれ」

「スローイングナイフと言う。投とう擲てき専用の武器だ。ここへ来る前に装備してきた」

「……なんでそんなもん、もってきたんだ」

「乙おと女めの嗜たしなみ」

　絶対、刺さしたい時にオレが逃げ出したら、捕らえようと思ってただろ。

「そんなことはしない。ただ……」

「ただ？」

「たまにはこういう、薄いタイプのやつで刺すのも悪くはないかな、と──。ほら、遠出する時は、普段と違うことをしたくなると言うだろう」

　旅行先のテンション向上と殺傷行為を結びつけるんじゃねえ。

「……で、それでどうすんだよ」

「こうするに決まっている」

　言うが速く、風を切る音がした。桐崎の腕が振られたと思った瞬しゆ間んかん、男の一人がうめいて跪ひざまずく。その様子を窺うかがおうと街灯の下に出てくる他の奴やつらを待って、更さらに連続して次々と投擲した。男たちはそれに合わせて体勢を崩くずしていく。

「ここで待っていろ」

　言うが速く、桐崎が地を蹴った。瞬またたく間まに男たちの元へ辿り着つくと、一人が突然の不ふ審しん者しやに気付いて声を上げる前に、顎あごを蹴った。周りは行動しようにも、立ち上がることさえ出来ない。桐崎は攻こう撃げきの勢いを活いかして回まわし蹴げり。もう一人を倒すと、最後に残った男の脳天に、踵かかと落としを見み舞まった。

「……よし、一丁上がりだ」

　そしてオレの方を向いて、こっちに来いと手を振った。

　オレが近付くと、全て男たちは昏倒していて、その足元には両方とも正確な位置にナイフが刺さっている。しかもあの暗くら闇やみで、全員、ほとんど同じ場所へヒットしていた。

　……恐おそろしい奴。

　今いま更さらながら、敵でなくてよかったと、そう強く思った。



　廃墟の内部はただ広いだけの空くう洞どうだったが、懐中電灯で照らすと、床ゆかに地下へ通じる扉のようなものがあった。古びた鉄てつ扉ぴのくせに、よくよく見ると電子キー式だったが、男たちの体から鍵かぎを入手し、難なくクリア。重い入り口を開けると、階段があった。

　慎しん重ちように降りていくと、一本の長い廊ろう下かへ辿り着く。規則的に並ぶ照明が明めい滅めつし、まるで墓場に向かうかのような不気味な印象を与えた。進もうとして、オレは、ふと足を止める。

「……おい、桐崎」

「ああ」

　実は、扉を開ける前から聞こえていた。だが、ほとんど掠かすれるような声なので、気のせいかもしれないと思っていたのだ。だが、ここに来て初めてはっきりと耳にした。

「女の──悲鳴だ」

　恐ろしく痛々しい、世の絶望を一身に背せ負おったかのような、心を抉えぐるかのような声──。それが向こうから聞こえてくる。

「やはり……な。あの噂うわさの声は、この地下から聞こえていたんだ」

「……何があるんだ？　この先に」

　とてつもなく、嫌いやな予感がした。その悲痛な叫さけびは、まるでもう進んではいけないのだと、オレたちへ訴うつたえかけているような気さえする。

　それでも、オレたちは歩き始めた。静かさを破るかのような、その声を心に響かせながら。

　やがて廊下は途と切ぎれる。

　そして、広いホールのような場所へ出た。目の前に巨大な扉が一枚ある。

　悲鳴は、間ま違ちがいなく、そこから発せられていた。

　誰もいない。見張りさえも。

「……おかしいな」

　桐崎が呟いた。意見を求めるようにオレの方を見るので、静かに頷く。確かに妙だが、ここまで来たらもう行くしかない。

　オレと桐崎は、ゆっくりと踏ふみ出した。

　こつん、こつん、と二人分の足音が鳴る。

　中なか程ほどまで進み、そして──、ふと、桐崎が、視線を左へやった。

「…………」

　突然に、止まる。オレは、思わず桐崎にぶつかった。

「……おい、どうした？」

　だが桐崎は何も言わない。呆ぼう然ぜんとした顔で、同じ方向を見続けていた。

　小さく、口を開く。

「──馬鹿な」

　オレは首を傾げ、「どうしたんだよ──」と言いながら、桐崎と同じ方向に顔を向けた。

「…………ッ!?」

　思わず、その場に、立ち尽つくす。

　そこには、天井近くに掲げられたモニターがあった。恐らくは、扉の向こうにある部屋を監かん視しするためのものだろう。音声はなく、ただ無機質な映像だけが、淡たん々たんと流されて──

「……冗談だろ」

　そこには。

「どうなってんだ──？」

　信じ難がたい、【人物】が映し出されていた。

　だだっ広ぴろい部屋。そこには、数段高い場所で円になって座すわる様々な人間が居いる。外見的な特徴は違えど、裕ゆう福ふくな階級の人間であることを示すように、全て己おのれを豪ごう奢しやに着き飾かざり、どこか余よ裕ゆうじみた表情を浮うかべていた。

　彼かれらの視線は、一点に集中している。

　そこには、少しばかり広くなった場所があり──

　一人の男と、鎖くさりに繋つながれて這はい蹲つくばる女の子が居た。

　男はスーツに身を包つつみ、手にもった鞭むちを、時折思い出したように女の子へ振ふるった。肌を打つ硬かたい武器に、女の子は目に涙を浮かべて叫んだ。その度たびに、扉の向こうから悲鳴が聞こえてくる。鞭を放ると、今度は懐ふところからナイフを取り出す。それを無造作に振った。血が飛び散り、女の子は絶ぜつ叫きようする。更に肌に刺し、肉を抉った。つんざくような声が上がる。それを、周囲に居る彼らは、興味深そうに眺めていた。

　そして、そこに居る女の子は、どう見ても──

「──ヒカル……？」

　そんな馬鹿な、と思う。だが、現実は、くそったれなほど厳然と、そこに存在していた。

「ヒカルなのか……？」

　そう。群衆の前で傷つき、嬲なぶられ、弄もてあそばれているのは、間違いなくあのヒカルだった。薄うす衣ぎぬのみを身に纏まとい、暴力にさらされ、ただ、泣なき叫んでいる。

「……なんだ、これは」

　奥おく歯ばを噛かみ締めて、オレが呟く。拳こぶしを固めて、もう一度言った。

「なんだってんだよ──これはッ!?」

「【祭り】だよ」

　──答える声が、あった。

　オレと桐崎は、咄とつ嗟さに振り返かえる。

　背後に、女が立っている。



    

  
    
      「取り引きの前に行われる儀ぎ式しきのようなものだ」

「お前……!?」

　信じ難い想いで、呟く。だが、そんなオレに対し、桐崎は至って冷静に言った。

「……やはり、貴様だったか」

「君には気付かれたと思っていたよ──桐崎くん」

「異様に落ち着いた貴様の態度。必要な時に躊躇ためらいなく相手を殺そうと思えるその度胸。ある程度は察しがついていた。貴様は──」

　真まっ直すぐに、相手を睨にらみつける。

「貴様は、手練てだれの殺し屋だ」

「殺し屋とは聞こえが悪いな」

　苦くし笑ようして言った。

「私は、ただの守り手に過ぎないよ」

　静かに、音もなく、歩く。落ち着いた声で、女は告げた。

「何故君たちがここに居るのか……幾いくらかは察しがつく。先に社長を付け回していた輩やからの仲間か、あるいは、同じ組織に属する者か──。普ふ通つうではないと思っていたが、まさかここまでとはね」

「なんで……」

　頭が完全に混乱していた。さっきの映像といい、今のこの状じよう況きようといい──一体、なにがどうなってるんだ。

「なんで──なんで、お前がここにいるんだッ!?」

　オレの問いかけに、その女は──

「【儀式】の邪魔をさせない為ためだよ──乃出くん」

　──絶津夜や宵よいは、微びし笑ようさえ携たずさえて答えた。



　深い黒の髪。鋭するどい目。冬の闇のように澄すんだ瞳ひとみ。

　どこからどう見ても、昼間に出会った、あの絶津夜宵だった。

　違っているのは、彼かの女じよが腰に、大小二本の刀を差しているということだ。

「お初にお目にかかる」

　堂々と、絶津は宣言した。

「金壕亮輔の護衛役にして、金壕製薬に代々仕える絶津一族の末まつ裔えい──夜宵だ」

「……一族？」

　桐崎が尋たずねると、鷹おう揚ように頷いて、答える。

「金壕製薬が明治から続く企業であることは知っているな？　維い新しん後の混乱、二度に亘わたる戦争……数々の激動の中で組織を巨きよ大だい化かするため、初代社長は数々の手を尽つくしてきた。その中には、当然、法に触れるものもあった。そのせいか、命を狙ねらわれることも多くてね。そのため、初代はあらゆる武術を極めた護衛役専門の家系を傍に置き、その身を守ることを考えた。それが、私の一族だ」

「…………おいおい」

　ジョークが過ぎて笑えねえよ。

「やっぱあんた、冗談は上手くねえな」

「別に金壕製薬だけに限った話じゃないよ。世界規模に展開する企業のほとんどは、私のような【裏】を抱えている。他にも似たような、にわかには信じ難い背景をもつ人間はいる。……まあ、君の気持ちも理解出来ないわけじゃない。でも、だ。乃出くん、これは、事実だ。ここに在る以上、それは、【そう】としてそこに定義付けられているんだよ」

　オレは、ある男のことを思おもい浮かべた。【潰つぶし屋】と呼ばれた、常識外れの能力を保持した人物のことを──。だが、オレは首を振る。

「……いや。そんな御ご託たくは、今、どうでもいい。悪いがあんたの過去が本当かどうかも、興味ねえ」

　オレは、腕を振った。

「問題なのは、これが一体全体、何の胸むな糞くそ悪い冗談だって話だ！」

「…………」

「あれは──なんだ？」

　モニターに、指を差す。

「あれは、あんたの妹じゃないのか!?」

「……そうだな」

　平然と、絶津は答える。オレは、何がなんだか分からなくなった。

「何故、あんなことをされて黙だまっている!?　妹が傷つけられて、泣き叫んでるのに、なんであんたはこんなところでオレたちと、護衛がどうの、一族がどうのっていう、どうでもいい話をしてるんだ!?」

「それは、いわゆる、冥めい土どの土産みやげというやつだよ」

　左手は刀の鯉こい口ぐちに、右手は柄えを握る。そのまま回り込み、絶津は、扉の前に立った。

「これから私は、君たちを──殺さなくてはならないからね」

「なんなんだ……？」思考回路が、まるでついていかない。誰かオレに、この状況に、納なつ得とくがいく説明をくれ。夢だってのでもいい。お芝しば居いだっていうなら笑ってやる。一体──どういうことなんだよ、これは。

「……金壕製薬が裏で行っている取り引きとは、なんだ？」

　桐崎が尋ねた。一呼吸置いて──絶津は、はっきりと言う。

「ありていに言うなら、人身売買だ」

桐崎が、目を閉じた。唇くちびるを真一文字に引き締め、呟つぶやく。

「……やはり、か」

「それも、限りなく嗜しぎ虐やく趣しゆ味みに満ちた客を専門に、行っている。つまりは女──それも少女を傷つけ、肉を屠ほふり、泣き叫ぶその様を見て楽しむ輩へ向けての取り引きだ。彼らは大量の金を出し、自分の嗜好を満足させるに足る女達を買う。後は家に帰って、存分に自分の楽しみを満まん喫きつするというわけだ」

　絶津の視線が、オレたちの背後にあるモニターに移った。

「後ろの映像を見て分かるだろう？　あれは奴ど隷れいの従順さを示すデモンストレーションのようなものだ。あれが終わった後、【商品】が運び出され、オークションにかけられる。月に一度、一週間をかけ、金壕製薬はこの取り引きを行っている」

「成なる程ほど。【祭り】の【儀式】か。上手い言いまわしだ。──最低だな」

「私もそう思うよ」

「それならば、何故そんな男の護衛役などに甘あまんじている？」

「これは私の仕事だ。仕事とプライベートは分けるべきだろう？」

　桐崎と、絶津は、互たがいに向き合った。

「妹は、体が弱かった。そのせいか、護衛役に不向きと断定された。だから、代わりの役を貰もらい受けた。それが、君の後ろに映っている【それ】だ。私たち姉妹は、そうやってずっと生きてきた」

「わけ分かんねえよ……」

　ぽつりと、こぼす。

「絶津、お前は──」

「さて、もう門答はいいだろう」

　オレの言葉を遮さえぎり、絶津の手に力が込められた。わずか、体勢が傾ぐ。

「──君たちが何を言っても私はここを退かないし、考えを改めることもない」

「……だろうな」

「桐崎！」

　オレの呼びかけに、桐崎は答えた。

「クギト、絶津もここに居る以上、ただの話し合いで退くようなヤワな想おもいで立ってはいない」

「……そう。私も君たちも譲ゆずれないものがある。ならば、埒らちの明かないお喋しやべりよりも、相応のやり方があるはずだ」

　わずかに、絶津が笑った。

　本当に──本当にそうなのか？　こんなこと、どう考えたって、間違えてる。絶津は、正しくない。なぜオレたちが傷つけ合う？　なぜオレたちが敵意を向け合わなければならないんだ？　何かが、どこかが、歪ゆがんでいるとしか思えない。

　だが、呆然とするオレを置いて、現実は無情にも進んでいく。

「君たちが如い何かなる理由でここに居るのかは分からないが──ここは一いつ切さい、通しはしない」

「分かった」

　桐崎がスカートを跳はね上げる。ふわりと浮かび上がる薄手の生き地じの下、太ももに装そう填てんされたナイフを引き抜ぬいた。手の中で回転させ、刃を下向きに構える。

「……、それでは──」

「──いざ、参る」

　桐崎が、そして絶津が、ほぼ同時に疾しつ走そうする。

　その瞬間、二つの銀光が、その中央で交わった。



　切っ先が弧こを描えがき、直刀が標的へ迫せまる。鋭く冷たい音が鳴った。振り払はらわれた桐崎のナイフが、絶津の刃を防ぐ。

　それを契けい機きに、苛か烈れつなまでの攻こう防ぼうが始まった。

　桐崎の突きを、絶津が刀の腹で防ぐ。そのまま下方へ滑すべらせて、鍔つばで絡からめ取とると同時、柄で上方へ弾はじいた。思わずよろめく桐崎は半歩引き、今度は絶津が突きを繰り出す。それをかろうじて反転してかわし、そのままの勢いで横振りの一いち撃げきを放った。が、裂さいたのはわずかジャケットの裾すそのみで、絶津の体は範はん囲いの外にある。転てん瞬しゆん、大気を切きり裂いた一刀が円を描きながら桐崎へ迫る。

「くっ！」

　体勢を低くすると同時、桐崎は後方へ跳んだ。切っ先が、わずか触れる前に危なく逃のがれる。

　が──その直後、目を剥むくような瞬間が訪れた。桐崎が動きを見せるより前に、刹せつ那なの間もなく【第二の斬撃】が更に放たれたのだ。

「──!?」

　初撃の残像がそこに在るまま、それを切り裂くようにして左手より踏み込んだ一刀が牙きばを剥く。絶津の持っているもう一本の刀──脇わき差ざしと呼ばれるそれへ、即そく座ざに反応した桐崎の得物が真っ向から噛み付つくも、刃が合わさる音が鳴った瞬間、『真横』からの別の一撃が唸うなった。桐崎が目を見開く。ほとんど神かみ業わざ的な動きで防ごうとするが、一方に対応すれば即座に違う角度から襲おそってくる。上段を防げば下段から、下段を防げば右斜ななめより、そちらへ向かえば左下から──

　馬鹿な、とオレは自分の目を疑った。まるで……

　──まるで、一度に複数の刃が襲っているかのようだ。

「っ！」

　舌打ちと同時に、桐崎が鋭えい角かくに切り込んできた絶津の刃を弾いた。体勢を低くし、床を蹴ける。オレの近くにやってきて、深く息をついた。

「……信じられんな」

「おい、どうなってんだ、今のは!?」

　オレの問いに、桐崎は面白くなさそうに答えた。

「……単純な話だ。常識で考えれば、刃が分ぶん裂れつするわけがない」

「だったら、なんで……？」

「速いんだよ」



    

  
    
      　断言し、ナイフを目前に構える。

「恐らくは──【それだけ】だ」

「……よく見み抜ぬいたね」

　微笑を浮かべ、絶津は二つの切っ先を揺ゆらめかせる。まだ、意味の分かっていないオレへ、桐崎が説明した。

「日本刀に限った話ではないが──刃や柄の長い武器は、攻こう撃げき範はん囲いが広い代わりにどうしても引き戻もどす速さが遅くなる。ナイフや短刀に比べれば重さも空気抵てい抗こうも倍近くあるのだから、当然だ」

　己を落ち着かせるように吐と息いきすると、「だが──」と静かに言う。

「それを仕方ないと諦めなければ、ああいう芸当も出来る。要は──デタラメに、二本の刀の振り幅はばを速くしてるんだ」

「……そんなこと、出来んのか？」

「普通の人間にはまず不可能だ。二刀流は一見隙すきを無くすように見えるが、本来、二本の手で持つべき大刀を片手でこなすのだから、当然重さで動きは遅くなる。下手な者が扱えば逆に一本を使うより隙が多くなるだろう。……だが、あれだけの速さはただ訓練すれば出来るというものでもない。単純に筋力のあるなしという問題ではないからな。尋じん常じようならざる鍛たん錬れんと、天てん賦ぷの才能、二つがあって初めて成立する」

　絶津が、桐崎の言葉を受うけ継ついだ。

「勿もち論ろん、純じゆ粋んすいに体を鍛きたえているということもあるよ。でも他にも色々ある。柄の握り方、握あく力りよくの調整、切り込む角度。まあ、確かに一いつ朝ちよ一うい夕つせきでは不可能だが──」

　接近。床を蹴って間もなく、桐崎の眼前で刃は振り落おとされた。

「──生あい憎にくと、生まれてこの方、この道一筋でね」

　反応。桐崎のナイフが迎むかえ撃うつ。だが、最初を防いでも反はん撃げきに転じる間もなく次の手が来る。桐崎が遅いんじゃない。あいつの尋常ならざるナイフ捌さばきは嫌というほど知っている。

　単純に、絶津が【速過ぎる】んだ。

　例えばこれが、桐崎の言うように刀身が短いものであれば、懐へ入り込むことによって、まだ幾らでも手はあっただろう。だが、日本刀は見た目で分かるように、刃がナイフに比べて長い。つまりそれは、桐崎が絶津に近付くことさえも出来ないことを意味する。唯ゆい一いつのデメリットである【得物の長さと大きさによる次手への遅れ】を完全に克こく服ふくした絶津の得物は、早い話が無敵に近い。桐崎はかろうじて全すべて防いでいるが、それだけでも相当の技術を要するに違いない。

　残像が増え続け、無数の刃があるかのように、相手を幻げん惑わくする。冷静な顔をしているが、桐崎の体は少しずつ、追おい詰つめられるように後ろへ下がっていった。

　絶津の刀が吠ほえた。風を切り、一歩踏み込むと同時に、下方より斬撃の軌き跡せきが三日月を描く。かろうじて投げかけたナイフはしかし、わずかに方向をずらしたに過ぎず、桐崎の服は斬きり裂かれた。そのまま、文字通り息つく間もなく上段から返す刀が切りつける。たたらを踏んだ桐崎の体に、血が滲にじんでいるのが見える。だが少しも臆おくさず、桐崎は前に出た。再び、二つの殺意が衝しよう突とつする。あらゆる方面から薙ないだ数々の一撃が、互いに喰くらい合い、離れ、また牙を剥く。

「くっ……」

「気にすることはないよ」

　防戦一方の桐崎へ、絶津が静かに言った。

「ほとんどの人間は、何が起こっているか分からないまま死ぬ。ついてきているだけでも──君は、大したものだ」

「──ほざけ！」

　目前へ迫る刃を首筋ぎりぎりで逸らすが、体を起こす間もなく右からの絶津の刃が唸る。神速の攻撃が不利な姿勢の桐崎へと迫った。だがその時、桐崎は刃に、下方よりナイフを握ったままの手の甲こうを差し出した。わずか刀身へ触れて間もなく、絶津の得物が【勢いよく上斜めに】流れる。

「──ッ!?」

　初めて、絶津の顔から余裕が消える。桐崎が前ぜん傾けい姿勢で足を踏み込み、下方から無造作に一撃を放った。だが、見事なまでに反応した絶津の防ぼう御ぎよが、すんでのところでそれを防ぐ。刀身の腹にナイフの切っ先が当たる、耳みみ障ざわりな音が響ひびいた。愕がく然ぜんと、絶津が声を漏もらす。

「……驚おどろいたな」

「意外だったか？」

　桐崎が、ゆっくりと微笑ほほえんだ。

「──生憎、私も、この道一筋だ」

　さっきの動きは、以前に見たことがあった。少し前、桐崎がチンピラ数人と相対した時、相手の角棒を手で受け流したことがあるのだ。その時も信じられなかったが、まさか真しん剣けん相手、しかもあの速度で放たれる物に対して実行するとは。絶津も桐崎も──双そう方ほうとも、化け物じみた攻防だった。

「……成る程。やはり私の思った通りだ」

　絶津が言った。

「君がこれまで辿ってきた道は、相当に険しい物だったらしい」

「……ああ。正に最悪のひと言だった」

「先ほどのことだけじゃない。一連の動き、一つ一つに無む駄だがない。自己流だとするなら、かなりの腕だ。──正に、人を殺すに適した技だと言える」

「…………」

「だが、断言してもいい。君は、私を、倒せない」

　刀を、桐崎へ向けた。正眼と呼ばれる構えをとる。

「……なぜ、そう思う？」

「君は確かに強い。それを君自身が望んだかどうかは別として、ね。

　だが──それでも、私よりも、一瞬遅い」

「一いつ瞬しゆん？」

「君は何を恐れている？」

　あくまでも落ち着いた口調で──しかし、確かな迫はく力りよくをもってして、絶津は尋ねた。

「自分が傷つき、死に行くことか？　四し肢しを失い、再起不能となることか？　それとも惨むごたらしく醜しゆ態うたいをさらした後、君の後ろに居る乃出くんとの日常を──失うことか？」

目を細めた。唇が、静かに言葉を紡つむぐ。

「君がどんな人生を歩んで来たのかは分からない。だがこの場に居るということは、陽ひの下で生きることの敵かなわぬ身であることは確かだろう。それは君の動きが──普段より発する警けい戒かい心しんや緊張感が、なにより証明していることでもある。だが、故に君は恐れている。屍山血河を潜くぐり抜ける中で、自らの希望を失くすことを」

　視線が、不意に、オレを捉とらえた。

「私の見たところ、乃出くんはごく普通の少年だ。少なくとも、性格上や、その背後に控ひかえる物という意味では。そんな彼と君が関かかわっているということは、恐らく、私の計り知れぬ何かがあったのだろう」

「それが、どうした」

「事情はどうあれ、君にとって乃出くんがかけがえのない存在であるということは分かる。だが、問題はそこにある」

　はっきりと、絶津は言った。

「桐崎くん、君は──乃出くんに、依い存そんしている」

　桐崎は目を見開いた。絶津が続ける。

「彼を失うことを一番に恐れ、次に彼と関わることの出来なくなることを恐れ、そして彼に厭いとわれることを恐れている。人生に意味を失くしてしまうからだろう。だがその想いが強くなり続ける限り、君は私よりも弱いままだ」

「…………」

「君がどのような物を抱えているのかは分からない。だが、乃出くんは全てを救ってくれるわけではない。あくまでも彼は、君が生きようとする、君の背負っている何かを清算する覚かく悟ごを決めるための、きっかけに過ぎない。……彼が桐崎くんにとってどういう存在であろうと、君の根本は変えられない」

　だんっ、と踏み込むと同時。接近した絶津の攻撃が、大上段から迫る。

「ッ！」

　脇わき腹ばらから一いつ閃せん。桐崎のナイフが空気を切り裂き、それに反応した。高鳴る衝しよ突うと音つおん。容赦なく油断なく、大だい胆たんにも苛烈に、絶津は刀を振り捌く。それに対するがごとく、桐崎も動く。一手一手の範囲は狭せまくとも、軽かろやかとも言える動きがナイフの刃の、その短さをかろうじて補っている。攻こう勢せいに出ることは難しいが、かと言って致ち命めい的てきなミスも犯おかしはしない。ほんの少しの失敗が、そのまま命の喪そう失しつへと繋がる。それを証明するかのように、双方の顔に余裕の色はない。一心に相手の出を窺い、少しでも隙があればそこへ強引なまでにねじ込んでいく。抉りこんでいく。ナイフの切っ先が眼球を狙い、刀の刃が手首を落とそうと吼ほえる。それでもすんでのところで防がれ、阻そ害がいされ、永遠にも思えるほど長く攻防は続いていく。

「……ッ！」

　絶津が大きく懐へ入り込むと、下方から刃を跳ね上げた。それは真っ直ぐと、桐崎の腹から顔の一線を狙っている。対応しようとした桐崎の動きが──しかし一瞬、止まった。何がどう、というわけではない。ただほんのわずか、出に遅れた。

「ほら──」

　絶津が呟く。

「──その一瞬が、命取りだ」

　血が──迸ほとばしった。

「──ッ！」

　瀬せ戸と際ぎわで上体を後方へ逸そらしたため、致ちめ命いし傷ようは避さけられた。しかし、体に縦一文字の赤い軌跡が描かれる。

「くっ……！」

　ぽたぽたと、床に血の雫しずくが垂れた。桐崎は胸を押さえ、奥歯を噛み締しめる。

「桐崎！」

　呼び声と共に駆かけ出そうとしたオレを、桐崎は手で制す。

　返り血を振り払い、絶津は静かに言った。

「今、君はなにを迷った？　自分の顔を刻まれることか？」

　荒あらい息をつく桐崎は、答えない。

「……顔に一生消えない傷を負えば、乃出くんに嫌きらわれるとでも思ったか？」

　目を伏せ、無言で呼吸を整えている。

「今は、多少の傷を覚悟の上で踏み込む場面だった。君ほどの腕の持ち主ならそれが分かったはずだ。だが君は臆した。確実に勝てる機会を自らの意思で逸いつした」

「……わざと、ああしたのか？」

「そうだ。君に身をもって教えてあげるためにね」

　かすかに、桐崎は笑った。

「見くびられた──ものだな」

「だが、現実は私の思う通りになった。桐崎くん、大切な存在があるというのは良いことだ。退くわけにはいかないと、肝きもが据すわる。だが、そのために自分を守ろうとするのは、あまり良い傾けい向こうとは言えないよ」

　絶津の目に、冷たさが宿る。ヒカルと接した時とは違う、自らの目的のためなら相手を無価値と断じる、凍こおりつくような視線。

「自身の体が醜みにくく爛ただれ、その結果厭われても構わない。目を背そむけられても構わない。……たとえ自分の選せん択たくが客観的に見て間違っていようとも構わない。それでも、大事な人に【生きていて欲ほしい】──それが自らの希望に対する一番確かな接し方だ」

「私は……」

　視線を下へ向け、桐崎は、呟いた。

「……それでも私は、貴様の考えが、正しいとは思えない」

「なぜ──そう思う？」

「私は確かに、先ほど、ほんのわずか、臆した。そのせいで、窮きゆ地うちに居いる。それでも──私が痛みを負えば、悲しむ人がいる」

　顔を上げて、言う。

「そんな奴は、居ないと思っていた。私は最低の女だから。生きていてもどうしようもない人間だから。……だが、クギトは、違う。違うと言える」

　確信を込めて。

「クギトは、私が死にかければきっと心配する。……お人ひと好よし、だからな」

　苦笑気味に、だが、顔を引ひき締めて。桐崎は言った。

「でも、クギトがそういう奴だから──私は、弱いと罵ののしられても、必要以上の傷を負うことを恐れるんだ」

「…………」

「絶津、貴様はどうだ。護まもるべきことに固こ執しつし、相手の想いを放ほう棄きしてはいないか？　ヒカルは、本当に貴様に今の選択を望んでいたのか？　これが彼女の為なんだと──自分にそう、言い聞かせていただけではないのか？　事の是ぜ非ひを、ヒカルに訊きいたことは……あるのか？」

　一瞬、絶津の顔に、感情の変化が見えた。それまで能面のようだった表情が、わずかに歪む。

「……訊いたからといって、どうなるというんだ」

　だが、やり切れない想いを殺すかのように、そう零こぼした。大刀が、緩ゆるやかな軌き道どうを描き、真っ直ぐと立つ。

「そんなことをしても──ヒカルには、死を待つ選択しかないんだよ！」

「……それは、諦めだよ」

「君がそう思うなら、それでいい」

　桐崎の前に佇たたずみ、絶津は言った。

「だが、覚えておいた方がいい。君は、その弱さ故ゆえに──ここで、敗れる！」

　刹那。振り被かぶった刃が、渾こん身しんの力のもと落とされた。桐崎は立ち上がり様に、それを防ごうとナイフを向ける。一撃──二撃三撃四撃五撃六撃七撃、また繰り返されるやりとり。オレには単純に、銀色の線が交わっているようにしか見えない。だが──不変と思われたそのやりとりにも、一瞬の契機が訪れる。わずか下方へ跳んだ絶津が、顔面を狙って仕し掛かけた。それを逸らそうと桐崎が首を傾かしげる。

が──刃は、その軌跡の途とち中ゆうで【方向】を変えた。

「っ!?」

　手首から、ナイフが飛ぶ。回転を描きながら、床へと転がった。桐崎が瞠どう目もくする。

「──多少強引なら、こんなことも出来る」

　絶津が、好機と脇差を収め、両手で刺突の構えをとった。オレは目を見開き、何も考えずに駆け出していた。

「──ッ！」

　刃が、一直線に桐崎の胸へと走る──、正にその瞬間、桐崎の体を力の限りに押した。その場から離れた桐崎の代わりに、オレは、自分へ迫る切っ先を見た。

「がっ……！」

「……ッ！」

　絶津が瞠目する。

　刃は、オレの胸を、深く貫つらぬいていた。

「……馬鹿な真ま似ねを！」

　突いた時と同じ勢いで、刀を抜いた。血が噴出する。オレは、ショックから、思わず膝ひざをつく。

「クギト、どうして──！」

　……どうしてって、決まってんじゃねえか。オレは、桐崎の方を向いて、片口を上げる。

「お前が、危ないって思ったからだよ」

「無駄な行為だ。死が一瞬──延びただけに過ぎないよ」

「…………」

　痛みとは反比例して、頭は冷静になっていく。さっきからの絶津と桐崎のやりとりを聞いて、おかしいと感じたこと。気に入らないと思ったこと。その答えが浮かんでくる。落ち着いて、整理して、オレは、思うままに言った。

「……なあ、絶津。オレ、やっぱり分かんねえよ」

　分かりたくも、なかった。

「あんたが、ヒカルにあんなに優やさしくしてたのは──全部、嘘だったっていうのか？」

「……嘘じゃない。私はヒカルを愛している。この世にたった一人の妹として」

「だったら！」

「命の形、という言葉を覚えているか？　乃出くん」

　オレの言葉を遮り、絶津が尋ねた。答えられないでいると、そのまま続ける。

「希望は生きるためのきっかけでしかなく、依存ではありえない。ヒカルを連れて逃にげたところで、どこに居場所があると言う？　裏切りを罰ばつする追っ手に怯おびえ、いつ終わるともない日々に落ち着きさえ持てはしない。一瞬たりとも油断は出来ず、その状況はいつか私の心を磨ま耗もうさせていくだろう。……結局、私もヒカルもここでしか生きることが出来ない。誰だれかに決められたのではない。そうと生まれついたからだ。だったら、私は私の役目を、ヒカルはヒカルの役目をまっとうした方が、せめて【生きていられる】。

　──そうだろう？

　私はヒカルが大事だからこそ、生きていて欲しいからこそ、ここに居る」

　そして、言い切った。

「そこに在るのが絶望でしかないのなら──その中で光を見つけるべきなんだ」

　……違う。

　絶対に、それは、違う。

　心のどこかが、そう叫んでいる。

　決して、絶津の言葉を、認めてはならないと。

「……あんたに、一つ教えておいてやる」

「教える──？」

「見ろよ、絶津」

　ややよろめきながらも、オレは、ゆっくりと立ち上がった。絶津が目をしばたたかせる。常人なら、心臓を突き刺されて立てるはずもない。オレは服のボタンを外し、肌を曝さらけ出した。

「っ──乃出くん、それは……」

　傷は、既すでに塞ふさがり始めている。肉が盛り上がり、自動的に修復を始める。

「ああ。わけ分かんねえだろ？　どういうわけか──オレは、【死なない男】なんだよ」

　ぼたぼたと流れる血は、普通ならば致ち死し量りように近い。なるほど、見事な腕だ、と思う。確かに、強い。だが、それだけに──オレは、どうしようもなく、苛いら立だっていた。こんなに強いのに──どうしてつまんねえ考えなんかに、捉われちまうのか。

「切ったって、突いたって、刺したって、車に轢ひかれたって、ビルから飛び下りたって、クソッタレなほど死にやしねえ」

　信じ難い──そんな目をしていた。だが、今の状態を見れば、納得する他ほかないだろう。

「……こいつのおかげで、オレは随ずい分ぶんふざけた人生を送ってきた。親おや父じはオレを化け物つって殺そうとしたっけな。……でも、それも無理はねえ。確かにオレは普通じゃない。死んでるんだか生きてるんだかも分からないで、それでもご立派に、周りの人間だけは不幸にしていく。全くもって最悪だ。だからオレは、歳としとるごとに、段々と、仕方ないと思うようになってきた。オレは元々、こういう風に生まれたんだ。だから、仕方がないんだ。誰にも関わらず、無気力に、毎日を過ごしていくように決められてるんだ──ってな」

　確かに、そう思っていた。ほんの──半年前までは。

「……だけどな。絶津。オレは今日、分かったんだよ」

　あの時。りんが殴なぐられて初めて。

「馬ば鹿かみたいに、いい奴が居るんだ。誰にでも優しくて、誰にでも懐なついていく。こんなオレにでもだ。最初は鬱うつ陶とうしいと思ってた。近寄るなって思ってた。オレと関わってたっていいことなんて何もない。それでもあいつは、懐に飛び込んでくる。オレを引っ張っていく。楽しそうに。嬉うれしそうに。そいつが今日、殴られた。誰とも知れない奴に。それを見ていたオレは──」

　血が止まる。不気味なほど、頑がん丈じようなこの体。馬ば鹿か馬ば鹿かしいほど、人間離れした能力。これがあるから、オレは、自分に興味を失くした。どうでもいいと思った。それなのに──

「──オレは、相手を殴り飛とばした。全力で」

　絶津が、事の詳しよ細うさいを問うような表情をする。オレは、続けた。

「オレはな、今まで喧けん嘩かで自分から相手に殴りかかったことはない。生きてるかどうかも分からないんだ。殴ったって、実感もクソもねえ。虚むなしいだけだ。そう思ってたんだよ」

　わずかに、笑う。

「そのオレが、怒おこってたんだよ。頭の中、真っ白になるくらいにな」

「……それが、どうしたと言うんだ？」

　手に力を込める。なんでもない、誰でもやれる動きだ。それでもオレは、そのことが信じられなかった。

「分からないか？」

オレはその時初めて、この体で、誰かの為に、何かをするべきだと思ったのだ。そう出来る、と確信したのだ。

　オレは真っ直ぐと絶津を睨みつけ、そしてはっきりと言った。

「拳を少し固めるだけで──変われるもんも、あるんだよ」

「…………」

「絶津、あんたビビってるだけだ。そんなに強いのに、見えもしない未来ってやつを恐こわがってる」

　片口を上げ、オレは、後ろを親指で差した。

「笑わせんなよ。覚悟なら、桐崎の方が上だ。こいつは強い。死ぬことなんて恐がっちゃいねえ。ただ、生きようとしているだけだ。誰よりも、強く」

「クギト──」

「答えろよ絶津」

　無言を通す絶津へ、オレは言う。

「命の形なんてどうでもいい。あんたの後ろには今、誰が居る？　あんたの背中で泣いてるのは、誰なんだ？　考えるのは【そこ】からだ。後はどうでもいい。選せん択たく肢しがない？　馬鹿じゃねえのか。なかったら作れよ。ゼロから自力で、誰にも与あたえられずに！」

「無い物を創つくるなんて、神にしか出来ないんだよ、乃出くん！」

「ああそうだ。だから、無理をして、とんでもない痛みもついて回る」

　踏み出だす。と同時に、オレは絶津の襟えり首くびを掴んで引き寄せた。咄嗟の行動で、反応が遅おくれたようだった。それは、こいつの意思が揺らいできているという何よりの証しよ拠うこだった。オレは、絶津に向けて叫んだ。声を嗄からすほどに。

「それでも進め、てめえの意思で！　こいつは──桐崎は、やってのけると、オレに約束した！」

　絶津は目を閉じる。そして、感情を押し殺ころしたような声で告げた。

「……理想論を振りかざすのは君の勝手だ。だが、それを人に押し付けるな！」

「そうかよ」

　オレは、絶津を睨みつけたままで言った。

「それじゃあ、もういい。てめえはそのままそこにいろ。オレたちでヒカルを助ける」

「なに？」

「止めてみるか？」

　手を離す。オレは、桐崎を背後に、堂々と言い放った。

「やってみろよ。何度でもいい。オレを斬ってみせろ。でもオレは倒れねえぞ」

「……言うことは簡単だ」

「あんたがそう思うんだったら、それでいい」

　絶津は、眉み間けんに皺しわを寄せ、桐崎に尋ねる。

「桐崎くん、君は彼についていくのか？」

「……そのつもりだ」

「何故だ？　何故、そうまでする？　ヒカルは君たちにとって何の関係もないはずだ。安い正義感で言っているのならやめておきなさい。必ず後こう悔かいする」

「ならば、貴様は、後悔していないというのか？」

　桐崎は、逆に問うた。

「今のこの状況を、貴様は微み塵じんも後悔していないというのか？」

「……そうだと、そう言った」

「なら、もう、貴様と話すことは何もない。貴様のそれは覚悟とは呼ばない。貴様はクギトの言う通り──、ただの臆おく病びよ者うものだ」

　目を見開いた絶津へ、オレは言った。

「オレはただ、気に食わねぇだけだ。命の形だかなんだか知らねえが、勝手にそんなもん作って喜んでるどっかの誰かの思い通りになって、知ってる奴が傷ついてんのがな」

　そして、呼びかける。

「いくぞ、桐崎」

「……ああ」

　歩き出したオレに、無言で桐崎がついてくる。が──背後から、鋭い声が飛んだ。

「通さないと──言ったはずだッ！」

　振り返ったオレの目に、飛び込んでくる絶津の姿が映った。刃が、上段から勢い良く振り落とされる。桐崎は動こうとするが、半歩遅おそい。

　オレは、手を伸ばして、桐崎の襟首を掴んだ。

「え──？」

　そのまま後ろへ放ほうり、代わりに、自分が前に出る。

　その瞬間、オレの体へ、研とぎ澄まされた刃が深く食い込んだ。脳を焼き焦こがすような痛みが、体中を駆け巡めぐる。

「……ッ！」

「まだだ！」

　引き抜くと同時、そのまま、絶津は追つい撃げきを加えた。連続して。容よう赦しやなく、隙もなく、ただ只ひた管すらに、肉を抉る。血で濡ぬらす。死を迫る。

「……ッ、ぐ……ぁ！」

　だが、オレは、テコでもそこを、動こうとはしなかった。

「もう止よせ、乃出くん！　無駄だ！」

　捌いた刃を振り、返り血を散らせる。絶津が零したその言葉に、オレは答える。

「……もう、止せ……？　無駄……？」

　せせら笑いながら。

「じゃあ、あんたにとって有用ってのはなんだ？　ここで人格者気取って、一番大切なことから目を逸らして、ただ馬鹿みたいに刀振ってることかよ？」

「私は私として生きる固い意思を持っている。ただ、それだけだ」

「うるせえよ」

　震ふるえる手で、オレは、挑ちよ発うはつするよう、中指を立てた。

「お前の言い訳はもう聞きき飽あきた。──とっととかかってこい」

「…………ッ！」

　断たつ。

「……がぁ……ッ！」

　視し認にんすることさえ不可能に近い鋭い刃の群集が、オレへ向かって押おし寄よせる。その度に翻ほん弄ろうされ、血が迸った。

「もう終わりにしよう、乃出くん」

　更に絶津は、刺突の構えをとった。

「君が何を言おうと、私は変わらない！」

「……そうかよ。だったら、しょうがねえな」

　殺気。静せい謐ひつにして、素しろ人うとでも分かるほどに膨ぼう大だいなそれが、暴風のように迫った。それでも、オレはどかない。避よけろ、という桐崎の声も聞こえない振りをする。

　足を一歩。踏み出した刹那──無言の突つきが決まる。

「が……ッ！」

「クギト！」

　己の体を異物が貫く感かん触しよく。意識が剥はく離りしそうになる。が、オレは足を踏み出して、伏せようとする体を無理やりに抑おさえ込んだ。

「……ッ!?」

「言ったろうが……倒れねえってな」

　歯を食いしばって、耐たえる。そして──

「桐崎に……一瞬が、足りないって言うなら──」

　そのまま、進む。

「なに……ッ!?」

「オレが、その一瞬に、なってやる……ッ！」

　血を噴ふき出しながら、前へ覚悟をもって歩く。動どう揺ようした絶津の動きが、わずかに遅れた。そしてオレは、思い切り拳を振りかぶる。

「てめえもそれくらいの覚悟見せてみろ！　目ぇ覚ませ──馬ば鹿か野や郎ろうがぁッ！」



    

  
    
      　骨が、軋きしむ。オレの拳は、絶津の頬ほおを強く叩たたいた。その結果たった一瞬出来た、隙。だが、それだけでいい。後ろに居る確かな存在に向けて、オレは強く叫んだ。

「行け──桐崎！」

　瞬間、肩かたを踏む重さ。そのまま倒れこむオレを越こえ、桐崎が、絶津へ迫る。その動きに、絶津は目を見開いた。ぼんやりとする視界の中で、それでも確かに。

　ナイフは、絶津の体を──切り裂いていた。



　絶津は、壁かべにもたれかかり、荒く息を吐はいていた。その体は赤く染まっている。致命傷ではないが、しばらく起き上がることは出来ないだろう。

　オレは桐崎と目を合わせて、頷うなずいた。前を向き、未いまだ苦鳴の聞こえ続ける部屋へと歩き出そうとする。

「待て……！」

　だが、微かすかに聞こえた声にオレたちは足を止めた。振り返ると同時、目を見開く。

「行かせないと──言ったはずだ！」

　壁に手をついて、血を滴したたらせながら、絶津は立ち上がっていた。震える手で、握にぎった刀を上げる。

「なんで……」オレは、思わず叫んだ。「なんで──そこまで、するんだ!?」

「どうして……？　決まっている」

　絶津が、ぎこちなく笑えみを浮かべた。が、その直後、鋭く睨みつける。

「私にはね──乃出くん。これしか、ないんだよ。この生き方しか、ないんだ……！」

「馬鹿野郎……！」

「十年以上だ！」

　絶津が叫んだ。

「十年以上、私には選択肢が一つしかなかった。たとえ、他に作ることが出来たとしても！　その方法が分からないんだよ！」

　冷静さをかなぐり捨て、高く声を上げながら、幽ゆう鬼きのようにふらつきながら歩み出す。

「理解出来ないだろう!?　物心ついた頃ころから、覚えているのは人を殺す方法だけだ。肉を刻み、骨を削けずり、血を浴び、限界以上に神経をすり減らし、人界ならざる技まで身につけた！　その私が今更、誰かを救う？　冗談にも程がある！」

「ヒカルが大事ではないのか!?」

「大切なら全てを捨てて救えと!?　ヒーロー気取りだな君たちは！」

　吐き捨すてるように言って、絶津は続けた。

「君たちはそういう風に生きることが出来る！　羨うらやましい限りだ！　だが、私には出来ないんだよ！　やり方も分からない！」

　刀を正眼に構える。震える唇で、感情に揺れる目で、何かを振り払うように強く叫んだ。

「覚えておくといい！　そういう人間だって──いるんだよ！」

「絶津、貴様──」

　オレは、桐崎の言葉を手で遮った。一歩、前に出る。

「……あんたの言い分は分かったよ。それなら、それでいい」

「クギト……？」

「だけど、オレたちはヒカルを助ける。そこは変わらない。だったらどうする？　命をかけて止めてみせるのか？」

「当たり前だ！」

「でも、その状態だ。幾らあんたが強いって言っても、桐崎相手じゃ、勝つのは難しい。そのことが分からないあんたじゃないはずだ」

　絶津が、長く息をついて言った。

「……その時はその時だ。それが私の命の形であったということだけだよ」

「あんたはそれでいいだろうさ。──でもな、ヒカルはどうするんだよ」

　大きく、目を開く。

「あんたをここに残して、ヒカルだけがオレたちと一いつ緒しよに逃げて──それで、よくやった、さすが自分の姉さんだって──あの子がそう考えると思ってんのか？」

　絶津からの答えはない。オレは首を振った。

「そうに違ちがいない、なんて言うわけねえよな。ヒカルがそういう子じゃないことくらい、あんたが一番分かってるはずだ。それを理解してるのに、まだやるのか」

「何度も言わせないでくれ！　それが、私の生き方なんだよ！」

「生き方貫いて、その結果何を失っても仕方ないってか」

「ヒカルも理解してくれるはずだ！」

「そんなわけねえだろうがっ！」

　オレの一いつ喝かつに、絶津は、面おもてを上げた。

「まだわかんねえのかよ、あんたは──」

　怒いかりを滲ませた声で、オレは言った。

「ヒカルは、ただ生きたいんじゃない。

　あんたと！　二人で一緒に生きていたいんだよ！」

　拳を、強く握り締める。

「ヒカルみたいな小さい子が、宿命だからとか、なんだとか、そんなもんで今の境きよ遇うぐうを受け入れてると思うのか？　全部あんたのためだ。あんたが好きだから！　あんたがそういう生き方を選んでるから！　あいつもそうするしかなかったんだよ！」

「ヒカルが……私のために？」

「聞いてなかったのか！　あの子の言葉を！　あんた、姉さんだろ！　あれだけ一緒に居て、この世で誰よりも──あの子のことを、見ていたんじゃないのか!?」

　無言で、絶津は、オレを見つめる。あるいは、思い出そうとしているのかもしれない。ずっと絶津の隣となりに居続けた、自らの妹のことを。

「絶津……これで最後だ。もう、これ以上は言わない」

　ヒカルの見せた表情の数々が、オレの頭を過よぎる。本当にヒカルを大切だと思うような、絶津の仕草。信しん頼らいし合った姉妹。それなのに──、

　──ワタシ、鳥になりたいなぁ

　奥歯を噛かみ締める。オレは、願うように、言い放った。

「あんたが自分の意思でどう生きていいのか分からないなら──頼たのむよ、ヒカルのために、生きてくれ！」

「…………」

　刀を掴つかんだままで、絶津が零した。

「だが──あの子が仮にそれを望んでも……私は」

　ゆっくりと膝をつく。目を閉じ、奥歯をきつく噛んだ。

「私には──あの子の居場所を、作ってやれないんだ……！」

「それだけ強けりゃ、十分だ」

「……剱けんの腕うでが、なんだと言うんだ。一瞬の安らぎも得られない、そんな生活を、ヒカルに押し付けるわけにはいかない！」

「誰も、押し付けろとなど言ってはいない」

　桐崎が、絶津の前で、跪ひざまずいた。

「ヒカルに訊いてみるんだ。きちんと向かい合って、理想だけではない真実を語り、それでもついて来るのかと。そうして頷いたなら──それは、もう、貴様とヒカル、二人の生き方だ」

「…………私、は」

「絶津……、どんなに最悪な生まれを負っていても、希望が一つあれば、せめて変えようともがくことは出来るんだ。私にとって、クギトがそうであったように──」

　その時──。

　一ひと際きわ、大きな叫びが、部屋に響き渡った。

　それは苦痛から来る物であり、そして、抗あらがい難い絶望に嘆なげいている物でもあった。

「…………」

　絶津は立ち上がり、おぼつかない足取りで、それでも歩き出した。

　扉とびらの前で止まる。指が、弱々しく、刀の柄を掴んだ。

「……ずっと悲鳴が聞こえていた。私の耳じ朶だを、強く打つように──」

　ゆっくりと、目を閉じる。

「……いつからだろうな。それが平気になったのは。そう在ろうと、自分を叱しつ咤たし始めたのは」

　そして、ゆっくりと息をついた。

「耐えることが、唯一の道だと思っていた。己おのれを殺し、宿命に委ゆだね……大事なモノを亡なくすよりはと。それが……それが、ヒカルの為ためなのだからと」

　震える声で。

「だが、失うことを恐れていたのは、私の方だったのか──？」

　どうしようもない弱さを見せて。

「私は──」

　絶津は、言った。

「──私は、あの子を救えるのか……？」

「多分、救えるかどうかじゃないんだ」

　ゆっくりと、オレは答える。

「救いたいか──どうかなんだよ」

　オレが、桐崎の傍そばに居ようと、そう思ったように。

「…………、ああ」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、絶津が、ぽつりと言った。

「間もなく、【儀ぎ式しき】は終わる。君たちは、港で待っていてくれないか」

　オレが絶津を見ると、何かを決意したような顔で、それに答える。

「──そこで、全てを決める」



　闇やみの中で、さざ波だけが聞こえていた。

　港には当然ながら人ひと気けはなく──街灯に照らされて、海は静かに揺れている。

　オレも桐崎も、騙だまされているのではないか、という考えはもっていなかった。絶津が港で待っていてくれと言った時の表情は、主観だったとしても、嘘を言っているようには見えなかったからだ。

　そして──やがて、抑えられた声がした。

「すまないな」

　ほぼ同時に、オレたちは振り返る。予想通り、そこには胸に包帯を巻いた絶津夜宵と、その妹のヒカルが立っていた。

「あれ、お兄ちゃんとお姉ちゃん……？」

　ヒカルが、不思議そうな顔をする。オレたちに向かって、絶津は頷いた。

「迷めい惑わくをかける。君たちには、見届けて欲しかった」

「別にいいよ。乗りかかった船だろ」

　絶津はかすかに笑い、そして、ヒカルの方を向いた。

「ヒカル、大事な話がある。聞いてくれるか？」

「……うん」

　幼いながらに、何か場の空気がいつもと違うことに気付いたのだろう。ヒカルは、神しんみ妙ように頷いた。

　絶津はしゃがみこみ、優しく、両りよ肩うかたに手を置く。そして、単刀直入とも言えるやり方で尋ねた。

「ヒカルは──ここから逃げたい、と思ったことはあるか？」

「え……？」

「ここから逃げて、どこか遠くに行きたいと、そう思ったことはあるか──？」

「……どうして、そんなこと訊くの？　お姉ちゃん」

「いきなりですまない。今まで、そんなこと訊いたこともなかったな」

「……うん」

「でも、もしヒカルがそう考えているのなら──」

「大だい丈じよ夫うぶだよ、お姉ちゃん」

　絶津の言葉を遮り、ヒカルは微笑んだ。

「ワタシ、大丈夫だから。辛つらくないよ」

「……本当か？」

　ヒカルの、その大きな瞳を覗のぞき込み、絶津は問いかけた。

「本当にそう思っているのか？　私の……お姉ちゃんのためじゃないのか？」

「…………違うよ」

「……、ヒカルが本当に、そう考えているなら、それでいい。でも、もし──」

　わずかに躊躇ためらい、しかし、それでも──絶津は、口を開いた。

「もし、ヒカルが、ここから逃げたいと思っているのなら──私も一緒に行く」

「……お姉、ちゃん？」

「私が全力をかけて、ヒカルを護る。でも、何かから逃げ続けるというのは、とても大変なことだ。もしかすれば、私は途中でヒカルを護ることが嫌いやになるかもしれない。心が折れて、ヒカルを見捨ててしまうかもしれない。あるいは、二人一緒に、死んでしまうかもしれない」

　それでも、と。

　絶津は、尋ねた。

「それでも、私と一緒に、逃げるか──？」

　ヒカルは、何も返さなかった。当たり前だ。すぐに答えが出るわけがない。

「ここに居れば、辛いが、生きていられる。逃げたからって、いいことがあるわけじゃない。もしヒカルが嫌だと言うなら、これで、この話は終わりだ。もう、二度とこんなことは訊かない」

　不安そうな顔をする自分の妹へ、絶津は微笑んだ。

　……二人が来る前に、オレは、【組織】に事の次し第だいを報告した。そして、連中を捕とらえることによって、絶津とヒカルは自由になるのではないか、と桐崎へ尋ねた。だが、その答えはノーだった。関係者が塀へいの中に居るからと言って、権力全てが潰ついえるわけではない。金壕製薬ほどの巨きよ大だい組織ともなれば、いずれ形を変え、誰かの手により再建されるだろう。その時に、裏切った絶津をそのままにしておくわけがない。それに、いくら幼い頃から刻まれた生き方だったとしても、絶津は余りに多くの人間を殺し過ぎている。【組織】が、それを見過ごしてくれと頼んで承知するような連中ではないことは明白だ。名な栗ぐりの時みたいなことが、そう都合よく、また通じるとも限らない。殺しはしないにしろ、捕つかまれば、絶津はヒカルと離はなれ離ばなれになってしまうだろう。

　結局のところ、絶津とヒカルの二人が一緒に居続けるには、逃げ続けるか、己の宿命に従うか、そのどちらしかないのだ。……生まれる前から定められている、ふざけた運命とやらのせいで。

　長い沈黙だった。いや、たかが、一分かそこらだったはずなのに──ひどく、時間が遅く感じられた。

「お姉ちゃん……」

　やがて、ヒカルは言った。

「ワタシ、我が慢まんできるよ。……一いつ生しよ懸うけ命んめい、頑がん張ばれるよ」

「……ヒカル」

　だが、確固とした口調は、少しずつ震えていった。声が、少しずつ、高まるに従って。

「でも──でも」

　ヒカルの目から、雫が零れ落ちた。一つ、また一つと。闇の中へ、消えていく。

「ワタシ──ワタシ、いやだって、言ってもいいの？」

　瞳を潤うるませ、縋すがるように手を掴んで。

「痛いのいやだって……そう言って、いいの？」

「……ヒカル」

　そっと──絶津の胸に、顔を寄せた。

　頭を撫なでようとした絶津は、目を見開き、手を止めた。

「ワタシ、頑張れたよ。お姉ちゃん、頑張ってるの、知ってるから。一緒に、居たいから。ひとりじゃ、どこにも、行きたくなかったから」

　微かな、声が聞こえる。

「……でも、ワタシ」

すすり泣くように、ヒカルは言った。

「ワタシ──ずっと、痛いの、やだったよ」

　嗚お咽えつを上げながら、それでもはっきりと、ヒカルは言った。

「逃げたいって……思ってたよ……！」

「…………」

　絶津は、そんな自分の妹を、そっと抱だきしめた。

「ああ……分かってた」

　絞しぼるような声で、言う。

「本当は、ずっと前から──分かってたんだ……」

　噛み締めるように。後悔を、思い出すかのように。

「ワタシ──」

　ヒカルが、震える声で、それでも強く言い放った。

「──ワタシ、お姉ちゃんと一緒だったら、頑張れるよ。ここから──、ここから──逃げたい」

「……ああ」

　絶津は、深く、頷いた。唇を結び、感情の波に堪たえるかのような間を置く。そして、

「……一緒に逃げよう、ヒカル。君が──そう、願うなら」

　静かに、立ち上がった。

「……方法はあるのか？」

　オレの問いに、深く頷く。

「社長の使っているクルーザーが停てい泊はくしているはずだ。それを拝借する」

「大丈夫か？」

　桐崎の言葉に、絶津は答えた。

「大丈夫なんてことはない。──ただ、決めたことをやるだけさ」

　オレを見て、片口を上げる。

「──だったな、乃出くん」

「……ま、そんな感じだ」

　わずかに、苦くし笑ようした。

　その時──

「絶津！」

　背後から、声がした。オレたちに隠かくれるよう言って、絶津は歩み寄る。オレたちが慌あわてたように物もの陰かげへ潜ひそむと同時、薄うすい街灯の下に、数人の男たちの姿が現れた。

「どうした」

　絶津の問いに、男の一人が肩を竦すくめた。

「客とのトラブルがあってな。すぐに帰って来いとのことだ」

「…………」

　しばらくの沈黙。その後、絶津は──こう言った。

「帰る？」

　さも不思議そうに。

「どこに、帰ると言うんだ？」

「……何を言っているんだ？　社長のもとに決まって──」

　街灯のわずかな光の下、銀光が煌きらめいた。男が、うめきながら倒たおれる。

「!?　絶津、なんのつもりだ!?」

「……私が帰る場所は、ヒカルの傍だ」

　ヒカルを抱き上あげ、刃やいばを向けた。確固とした調子で、断言する。

「それ以外──存在、しない！」

「じ、自分が何を言っているか分かっているのか!?」

「ああ、充じゆ分うぶんに分かっている！　全く愚おろか者ものだな、私は──！」

　疾しつ走そう。同時に繰くり出した一刀は、ほんのわずかな間に、残りの男たちを叩き伏ふせた。

「……迷った時は、誰かに尋たずねればいい。こんな簡単なことにも、気付かなかったんだからな！」

　振り返ると同時に走り、オレたちの前に立った。

「君たちには、口で言い表せないほど世話になった。──だが、生憎と時間がない。この礼は後日にさせてもらえないか」

「んなもんいいからとっとと行けって」

「無事を祈いのる」

　そう言った桐崎に手を上げ、再び絶津は走り出した。

　その最さ中なか、ヒカルが、オレへ向かって手を伸のばす。

「お兄ちゃん──！」

　わずかに、指先だけが触ふれた。それでも、どうしようもなく、温かかった。

「……頑張れ」

　月並み過ぎる、自分の言葉が腹立たしかった。

　それでも、それ以外、伝えたい気持ちが見当たらない。

　絶津とヒカルは──音もなく、闇へ消えていった。



    

  
    
      最終章　明け方の戸と惑まどい





　古ぼけた壁かけ時計が、音を立てていた。普ふ段だんなら気にも留とめないそれが、いやに大きく響くほど、室内は静せい寂じやくに満ちている。

　布団ふとんに寝ね転ころびながら、オレは自分の携けい帯たい電話を開いて時刻を眺ながめた。午前四時三十分。いつもなら、とっくに眠ねむりに落ちている時間だ。

　結局、オレたちが旅館へ戻ってきたのは午前三時を過ぎた頃だった。宿の人間を無理やりに起こして中に入れてもらい、隣りん室しつのりんに気付かれないよう、こっそりと部屋に入り込んだ。その直後、オレたちは倒れこむようにして敷しかれた布団の上に寝転がった。たった一日なのに、色々なことがありすぎた。後のことは【組織】の連中に任せ、ゆっくりと休むことにしよう──そう思っていたはずなのに。

「……眠れねえ」

　小声で呟く。疲つかれているはずなのに、どうしようもなく眠たいはずなのに。目を瞑つぶっても、意識は覚かく醒せいしたままだ。

　その理由は、明確だった。オレは、隣の布団へ視線を移す。

　──桐きり崎さきが、こちらに背中を向けていた。

　もう眠ってしまったのだろうか。先ほどから全く動かない。オレは、軽くため息をついた。

　……最初は、そんな馬鹿な、と思った。ありえないだろう、と。相手は、あの桐崎なのだからと。誰が想像するだろう？　隙すきさえあれば人のことをロース肉か何かのように刺してくる女なのに。血ち塗まみれの似合う女コンテストがあれば、間ま違ちがいなく世界一をとる鬼き女じよなのに。でも、今や、多分、間違いはないだろうという気持ちはある。

　──そう、オレは、こいつと二人きりという状じよう況きように、緊きん張ちようしているのだ。

　気付かれないように、体を起こす。桐崎の背を見つめた。最初、襲われるかもしれないという考えからそうなのだろうと思っていたが、その危険がないと分かった今でも、依い然ぜんとして妙みように落ち着かない気分は消えてくれない。……どうしちまったんだ？　オレは。

「……やれやれ」

　聞こえないようにそう言って、天てん井じようを仰あおいだ。そして──

「クギト？　起きてるのか？」

　息が詰まった。

　慌てて桐崎の方を向くと、薄い月明りの下、こちらを見つめる端たん整せいな顔立ちがあった。

「……よう。どうにも、眠れなくてな」

　桐崎が、微かに笑った。

「私もだ。ここに帰るまでは、すぐにでも布団に入りたいと思っていたのにな──」

「まったくだな」

　オレは、そう言って口こう端たんを上げる。桐崎はもぞもぞと動き、体を起こした。

「…………」

「…………」

　妙な沈黙が降りる。な、なんだよこの空気は。

　ふと、その時──温泉で盗ぬすみ聞ぎきしてしまった内容が頭を過ぎった。

　──だから、私は、乃の出でさんに惹ひかれてしまったのかもしれません。

　急に、心臓が、高鳴った。

　オレは慌てて頭を振ふって、その記き憶おくを雲うん散さん霧むし消ようさせる。……なに考えてんだ、オレは。だが、妙な気持ちになっていたのは、オレだけではなかったようだ。桐崎はわずかに頬を朱しゆに染め、つと目を逸らした。布団から出した指を、畳たたみに這はわせ、ほんの少しだけオレに近づける。だがしばらく何かを考えるように俯うつむき、やがて、虚こ空くうを見つめながら呟いた。

「……なあ、クギト」

「どうした？」

「絶ぜつ津つとヒカルは──上う手まくやれるだろうか」

　オレは目をしばたたかせ、そして、わずかに視線を移す。

「……さて、な」

　窓の外の景色を眺めながら、言った。

「そこまでは、オレだって分からねえよ。あいつらだって、百パーセントの保証があって決意したんじゃない。最悪な事態だって──覚悟の上だろうよ」

「……そう、だな」

　桐崎が、頷く。

「でも、私は、上手くいけばいいと思う。何かを変えたい。何かに変わりたいと思うことは、決して無駄ではないのだと──そう思いたい」

「……ああ」

　再び訪おとずれる、沈黙。オレは、なんとなく居い心地ごこちが悪くなって、首筋を掻かいた。

「クギト」

「ん？」

「……ありがとう」

「突とつ然ぜん、なんだよ」

　目をしばたたかせると、桐崎は微笑んだ。

「絶津に対して、私のことを庇かばってくれただろう」

「いや、あれは……」

　多分、桐崎はあんたなんかよりずっと強い、と言ったことだろうが。あれはなんていうか、咄とつ嗟さの勢いというか、それに、

「……別に庇ったわけじゃねえよ。本当に思ってることを言っただけだ」

「知ってる。でも、嬉しかった」

　オレは、頬を掻いて、ああ、とか、うう、とか言葉を濁にごした。なんなんだ。いつもと調子が違うぞ。

「……私は、貴様と出会えて、本当に幸運だったと思う」

　桐崎は俯き、小さく、それでも、強く言う。

「どうしようもない人生の中で──それだけが唯一、私の救いだ」

「…………」

　微び苦くし笑ようして、

「尤も、貴様にとっては、不運極きわまりないことだとは思うが」

「いや、オレは──」

　そう真ま面じ目めに来られると、こちらとしても対応に困る。なんて言っていいものかと思っていると、桐崎が口を開いた。

「なあ、クギト。ちょっとだけ、わがまま聞いてもらってもいいか？」

「……なんだ？」

「その──」

　布団から出ると、何な故ぜか、桐崎は正座した。薄うす闇やみの中、よくは見えないが、耳まで赤くなっていた。膝の上に置いた拳こぶしを強こわ張ばらせ、震えた声で、問いかける。

「──そっち、行って、いいか？」

　いつもなら、即そく座ざに嫌だ、と言うだろう。なにされるかわかんねえよ、と。

　だけど、その時、オレと目を合わせた桐崎の表情は──ひどく、真しん剣けんだった。

　だから、オレは、ついこう答えていた。

「……あ、ああ」

　桐崎が、肩を竦ませた。受け入れられると思ってはいなかったのだろう。目を何度か瞬まばたかせたが、やがて、ゆっくりと微笑んだ。

「……ありがとう」

　立ち上がると、オレの前まで進み、膝をつく。そして、躊躇ためらうような間を置いた後──桐崎は、ゆっくりと、オレの方にもたれかかった。

「おい、お前……」

「すまない」

　伸ばした手を背に回しながら、桐崎が言った。

「……少しだけ、こうさせてくれ」

　別に何をするわけでもない。ただ、弱々しい力で、オレの体を抱きとめる。オレは、宙に伸びた手をしばらく泳がせていたが──

「……少しだけだぞ」

　やがて息をつくと、桐崎の頭に置いた。

　時間だけが、ゆっくりと過ぎていく。桐崎は、大人しかった。いつもみたいにこちらをからかうこともなく、無む茶ちやをするわけでもなく、ただ静かに、そのままでいた。

「……こうしていると、傍に誰か居ると分かる」

　呟くように、桐崎は言った。

「私は独りではないと、実感出来る──」

　噛み締めるように。

「絶津もヒカルも、この先辛いことは沢たく山さんあるかもしれないが……二人なら、大丈夫だと信じたい。隣に誰かが居いるというのは、それだけで、どうしようもなく心強いから」

　オレの服の裾を、強く握った。

「──独りは、どうしようもなく……恐いから」

「桐崎……」

　ゆっくりと、頭を撫でる。桐崎は、安心したように、くすりと笑った。

　胸の動どう悸きが、治まらない。相手は桐崎なんだぞ、と何度思っても、止まらなかった。

　オレは今、この状況に動揺していた。

　……こいつ、こんなに小さかったっけ。

　こんなに、細い体だっただろうか。

　確かめたこともなかった。常に一定の距きよ離りで、近付くこともなく、遠くなることもなく──

　それが、オレと桐崎の関係だったから。

「クギト……」

　そっと、桐崎が顔を上げた。目の端に、雫しずくが光るのを見て、どきりとする。

「……お前は、独りじゃない」



    

  
    
      　オレは言った。

「オレが──保証するから」

「……ああ」

　無言の時は、続く。桐崎の、月光の下で艶なまめかしく光る唇くちびる、ほんの少し上気した頬、透すき通とおるほどに白い肌はだ。普段は意識もしないのに、急に全てに色がついたがごとく、全てが際きわ立だち始めた。こっちの体温も、段々と上がっていく。いつもからは考えられないほどに、一人の女としての桐崎が、そこに居るような気がした。求めるように伸ばされた手が、オレの頬をゆっくりと触さわる。妖あやしげに、口元を緩めた。蠱こ惑わく的てきとも思えるその仕草に、オレはよせよと払はらいのけるどころか、動くことさえも出来なかった。……おいおい、マジかよ。そんな風に思う自分とは裏腹に、体は、勝手に動いていく。鼓こ動どうは、鳴なり止やまない。

　そして、オレは、徐じよ々じよに、吸い寄せられるようにして桐崎の方へ顔を寄せ──

　その瞬しゆ間んかん、何故か、りんの顔が思おもい浮うかんだ。

　動きが止まる。……なんで今、あいつが？

　それでも急速に、頭は冷静になっていった。そしてゆっくりと認にん識しきする。隣室に、りんが寝ねていることを。だからどうだってわけじゃない。わけじゃない、はずなんだが──

「……クギト？」

「いや……なんでもない」

　オレは、わずかに苦笑した。そして、桐崎から、手を離す。

「あのよ。……もう、いいか？」

「……え？」

　桐崎は、目をしばたたかせていたが、やがてオレの後ろ──りんが寝ている部屋のある方向を見て──、口を開いた。

「……あ、ああ。そうだな。すまない」

　どこか慌てたように、オレたちは離れた。オレは立ち上がり、壁に手をついて、ゆっくりと息をつく。……なんだったんだ、さっきの感情は。それに、なんであそこでりんが出てくる。……わからん。とりあえず落ち着け、オレ。

　振り返かえると、桐崎は妙にどぎまぎした様子で、オレから目を逸らしていた。少し落ち込んでいるかのような表情で、ため息をつく。

「桐崎」

「な、なんだ？」

「ちょっと、眠れそうにもねえから、外を散歩してくるわ」

　オレは、部屋の玄げん関かんで靴くつを履はくと、片手を上げた。何故か、桐崎の方を見ることが出来なかった。

「……分かった」

　そう答える桐崎の声を背に、外へ出る。

　後ろ手に、ドアが閉まった。廊ろう下かの窓から見える空は、徐々に白んできている。

　オレは、深くため息をついた。

　それが、なんに対してのものなのかは、よく分からなかった。

　……信じられない。今のは。確実に、今までのオレだったら、考えられない行動だ。あいつは桐崎で、オレとはあくまでも表向きに恋こい人びと関係を結んでいて、それで……それだけだったはずだ。でも──

　手を握る。オレは、自分の言葉を思い出した。

　──拳を少し固めるだけで──変われるもんも、あるんだよ

　……桐崎もオレも、やはり、少しずつ変わっているのだろうか。今日は昨日の続き──以前まではそう思っていた。だが、オレだって、きっかけさえあれば、違う自分になっている。

　だけど──不思議だ。オレは今、ちっとも不ふ愉ゆ快かいな気分じゃなかった。当とう惑わくしてはいるが、先ほどの、妙な感情も、まだ全ては分からないが、それでも嫌な物ではなかった。それだけは、言える。オレも、変わることが出来る……その気持ちは、何か大きな力のようにさえ感じていた。

「…………」

　ふと、思う。もしか、命のカタチ──絶津の言う、それが、正しいのだとしても。桐崎やオレにとって、どうしたって覆くつがえしようのないものが存在しているのだとしても。

　それでも、端はなから諦あきらめて賢かしこく振ふる舞まうよりは、醜みにくくても、痛みがあっても、変えようとした方がいい。

　桐崎がそうであったように。そして、オレがそうであると気付いたように。

　たとえ、どうしようもない人生が、やっぱりどうしようもないままであったとしても。その最中、自分の意思で決めたことが一つでもあれば、それだけじゃ終わらないはずだ。そうして一個ずつ積み重ねていけば、最後に何かが、残るのかもしれない。

　オレは、今、そう考えている。

　現にオレは、半年前には思いもしなかった感情を抱いている。

　桐崎や、りんと過ごす旅行も──存外、悪くはなかったと。

　窓の外を眺めた。夏の空は、もう、明け始めている。

　オレは朝、桐崎とどう顔を合わせればいいのか、とか。りんの前でおかしな行動をとらなきゃいいが、とか。そんなことを考えている自分に気付き、苦笑した。

　どれくらい久しぶりだろう。他人のことで悩なやむなんて。

「全く、どうかしちまったよ、オレは──」

　そう、呟つぶやいた。こうして迷ったり、答えを探している間も、時間は過ぎていく。それでも、それは無む駄だじゃない。誤ご魔ま化かしを抱いて生きていくよりは、ずっとマシだと思う。オレは視線を上げた。太陽は、ゆっくりと稜りよ線うせんの向こうから昇のぼる。

　今日はもう、すぐそこだった。



    

  
    
      あとがき





　まいど、空埜一樹です。

　そろそろ初めましては省いていいと思うので、今回からお久しぶりですと書くことにします。お久しぶりです。死なない男に恋した少女、三巻をお届けします。

　出来るだけ早くお届け出来るように、と頑張ったつもりでしたが、結局二巻の時と変わらない刊行ペースでした。ごめんなさい。次こそはなんとか……出来るといいなぁ。

　この巻が出る頃、世間はもう春を迎えている頃でしょうが、本編は未だ夏を引きずっています。おまけに四巻も多分、残暑の厳しい頃の話になると思います。でも、そうなったらもう一周遅れで夏が追いつく形になるので、まあいいやと思っています。いや、よくはないですね。はい。すみません。ええ、いや、はい、反省します……。

　閑話休題。三巻で主人公たちがバカンスを楽しむ島ですが、実はモデルがあります。広島の近くにある島で、実際、戦時中に使われていた施設の廃墟が点在しています。ふとしたことからその島のことを知ったぼくは、去年の夏、友達と二人で行って来ました。廃屋だとか廃墟だとかが好きな根暗なので、興味をひかれたわけです。不気味ではありますが、歴史を学ぶ上でも非常に勉強になりました。好奇心を刺激された方は、島の名を探して行ってみて下さい。別に廃墟だけがあるわけではなく、温泉や、野生のうさぎなんかも沢山いて楽しいですし、また、泊まるところも本編のようにうさんくさい旅館などではなく、きちんとした国営の宿舎があるので安心です。怪談もないと思います。多分。あったら教えて下さい。ただ、島へ渡る港へ行くための路線の本数が、驚くほど少ないので気をつけて下さい。ぼくもえらい目に遭いかけました。それ以外は大変よいところです。

　話は変わりますが、三巻をこうして出すまでは、ぼくの方にも色々とありました。ゲームとか、まあ、後はゲームとか、あと、玩具を集めたり、ええと、そうですね、ゲームしたりしていました。……ゲームしかしていませんね。そんなはずはないのですが。思い出せばテレビの前に座ってコントローラーを握るか、ベッドに寝転がって携帯ゲーム機を握っていた思い出しかありません。これは──間違いない、記憶が改竄されている……ッ！

　普通に考えてゲームしかしてなかっただけですね。粛々と反省致します。わざわざ「これは──」とか引きを作るほどのことでもなかった。

　本編中の主人公たちにも色々とあり、話も動いていないようで動いていません。あ、違います動いてます。なんやかんや、少しだけ。まあ、色々と変化があるのも十代の特徴なので、これからも温かく見守って下されば幸いです。

　さて、ここからは恒例の謝辞を。

　まずは、担当のＳ様。毎度、毎度、至らぬ原稿をお渡しして申し訳ありません。いつか一発ＯＫを、というのが当面の目標でございます。

　そして、挿絵担当のぷよ様。ぼくなんかより遥かに有名となられ、正直もう引き受けて下さらないのかと思いましたが、相変わらずの素晴らしい仕事をして頂いて感謝感激であります。

　加えて、友人のＡ、Ｕ。毎夜毎夜、飽きもせず下らない話をしていて謝辞もクソもないのですが、君たちとのトーク中に浮かんだアイディアを作品に活かせていたりするので、ありがとうと言っておきます。そろそろこっちの地獄に来ようぜ？

　アンド、友人のＹ、最近、体調が半端なく悪そうですが、大丈夫でしょうか。心配しております。何かあったらまたお話ししましょう。だからこれ謝辞じゃない。後、あとがきで連絡とんなって話ですね。すみません。

　本編製作中、ホームページから応援メールを下さった皆様。本当に力になっております。作家というのは孤独な職業ですので、こうして誰かにメッセージなどを頂くと大変な力になります。みんなの元気をオラにちっとだけ分けてくれ。

最後に、何よりこの本を手にとってくれた、全ての読者様へ。皆様のご支援のおかげで、しばらく主人公たちの物語は続けられそうです。後少しだけお付き合い下さい。しかし、もうちょっとだけ続くんじゃ、と言って何十巻といった漫画を知っていますので、これは油断できませんよ。ひょっとすれば百巻越すかも……その頃にはもう別のジャンルになっている気がしますが。殺人鬼のバーゲンセールだな……！

　尚、もし立ち読みしている人が居た場合、これを感知して自動的に三十秒後、「その人の人生において最も思い出したくない恥ずかしい記憶」を砲丸投げした後のスポーツ選手くらいの大声で本が叫びますので、速やかにレジへもっていって下さい。嘘です。後長い。

　それでは、また次の巻でお会いしましょう。

三月　犬に顔中を舐められながら　空埜一樹



ＨＰ　「空ノページ」　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

空埜一樹 先生／ぷよ 先生
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